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*中央遠景は稲庭岳

S D02虎口跡とS A01門跡
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S C01平場 (上段)の S D01空堀跡と柱穴群

S F01切岸跡 。S D04空堀跡・ S C02平場 (下段)
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S D04空堀跡 堆積土断面

S lll竪穴住居跡 (縄文時代後期後葉)
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岩手県には旧石器時代から近代までの数多くの埋蔵文化財包蔵地が各地に分布しており、岩手県

教育委員会のまとめではその数9,000箇 所を超えております。先人の残 したこれらの埋蔵文化財を保

護 。保存していくことは、私たち県民に課せられた重大な責務であります。一方、豊かで快適な生活

環境を実現するための地域開発もまた、県民の切実な願いであります。埋蔵文化財の保護・保存と開

発との調和のとれた施策が今日の課題となっております。

財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターはその前身である財団法人岩手県埋蔵文化財セ

ンターの創設から数えて30周年を迎えましたが、この間、岩手県教育委員会の指導および調整の下、

埋蔵文化財保護の観点から、開発事業によりやむを得ず消滅する遺跡について発掘調査を行い、その

記録を保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、主要地方道二戸五日市線緊急地方道路整備事業に関連して、平成18年 度に発掘調査を

実施した二戸市浄法寺町に所在する吉田館追跡の発掘調査成果をまとめたものであります。調査の結

果、中世の城館に伴う複数の平場 。空堀・切岸・虎口・土橋などの普請跡、掘立柱建物跡や竪穴建物

跡などの作事跡が検出されるとともに、中国産磁器や国産陶器、中国銭や模鋳銭など中世の遺物が出

土しました。特にも館跡の中心部分と推測される平場から多数の柱穴が検出されたことから掘立柱建

物群の変遷が想定され、吉田館が長期に亘って営まれた城館であることが推測されます。浄法寺地区

には浄法寺城をはじめとする数多くの中世城館跡が存在していますが、調査が行われているものは少

なく、今回の調査成果は中世における当地区の歴史を知るための貴重な資料となると思われます。ま

た、縄文時代の竪穴住居跡や土坑・陥し穴が確認されるとともに、早期から晩期の縄文土器、平安時

代の上師器・須恵器、石器類や各種製品が出土しており、当遺跡が縄文時代・平安時代 。中近世にも

生活の場として利用された地であることがわかりました。

本書が広く活用され、考古学の研究に寄与するとともに埋蔵文化財に対する関心と理解を一層深め

ることに役立つよう切に希望いたします。

最後になりましたが、発掘調査および報告書作成にご協力とご援助を賜 りました二戸地方振興局土

木部、二戸市教育委員会をはじめとする関係機関 。関係各位に厚 く感謝申し上げます。

平成 20年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長 武 田  牧 雄
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1 本報告書は岩手県二戸市浄法寺町大手 9ほかに所在する吉田館遺跡の発掘調査成果を収録 したものである。

2 本発掘調査は、主要地方道二戸安代線緊急地方道路整備事業に伴い遺跡の一部が消滅するため、記録保存を

目的として実施 した緊急発掘調査である。二戸地方振興局土本部と岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の

協議を経て、何岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが発掘調査を担当した。

3 岩手県遺跡データベースにおける遺跡番号はJE37-0090、 調査時の遺跡略号はYDD-06である。なお、野

外調査時点では本遺跡を「吉田館跡」と称 したが、本報告にあたって「吉田館遺跡」と改めた。

4 調査姑象面積は3,345∬である。

5 調査・整理期間および担当者は次のとお りである。

野外調査 平成18年 5月 16日 ～平成18年 10月 6日 /千葉正彦・川又晋

室内整理 平成18年 H月 1日 ～平成19年 3月 31日 /千葉正彦

6 出土遺物の鑑定および保存処理は、次の機関に依頼 した。

石材石質鑑定     花商岩研究会

金属製品の保存処理  岩手県立博物館

7 基準点測量、地形図作成測量および航空写真撮影は、次の機関に委託した。

基準点測量    伽柳平測量設計

地形図作成測量  帥シン技術コンサル

航空写真撮影   伽東邦航空

8 掘立柱建物跡について佐々木浩一氏 (人戸市教育委員会)、 館の縄張について室野秀文氏 (盛岡市遺跡の学

び館)か ら多大な指導・助言をいただいた。

9 野外調査および室内整理・報告書作成にあた り、次の方々ならびに機関から指導・助言・協力をいただい

た。 (敬称略 ;所属は平成18年度当時 )

本堂寿― (前・北上市立博物館長)、 渡則子 (八戸市教育委員会)、 茅野嘉雄・佐々木雅裕・永嶋豊 (青森県

埋蔵文化財調査センター)、 坂川進 (八戸市立博物館 )、 岡本直久・金子健― 。河合君近 (瀬戸市文化振興財

団埋蔵文化財センター)、 関豊・柴田知二・山口巌 (二戸市埋蔵文化財センター)、 高橋一浩・菅常久・羽柴

直人 (岩手県教育委員会)、 人戸市教育委員会、瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター、④田名部建設、二

戸市教育委員会、二戸市埋蔵文化財センター

10 野外調査では二戸市および一戸町 。人幡平市の方々、室内整理では当センター期限付職員に協力 していただ

いた。

11 本書の執筆は I章 を二戸地方振興局土木部、他を千葉が担当した。編集は千葉が行った。

12 本書では国土地理院発行の以下の地形図を使用 した。

1/25,000地 形図 浄法寺、稲庭岳、陸奥荒屋、上斗米、駒ケ嶺

1/50,000地 形図 浄法寺、十和田湖、花輪、田山、田子、荒屋、三戸、一戸、葛巻

13 調査で得 られた出土遺物および調査に関わる諸記録は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 してい

る。

14 吉田館遺跡の平成18年度調査成果については本書が最終報告である。調査成果の一部については既に現地公

開資料および「平成18年度発掘調査報告書」 (岩文振調報第505集)において一部公表しているが、本書の記載

内容と異なる場合は本書が優先する。
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調査では遺構種別による略号と検出順の数字を組み合わせた遺構名を付 した。

SA:柱 穴列   SB:掘 立柱建物跡   SCi平 場   SD:堀 跡、溝跡   SF:切 岸

SI:竪 穴住居跡、竪穴建物跡、竪穴遺構   SK:土 坑   SKF:フ ラスコピット

SKT:陥 し穴   SKP:柱 穴   SN:焼 土遺構

本文中の註 。参考文献は各節で一括して末尾に置いた。

SX:そ の他

2

3

4

図版における表現は、概ね下図のとおりとし、これに拠らない場合は各図版において付記した。

図版の縮尺は原則として次のとおりとし、各図版にはスケールを付した。

遺構 1/150平場・空堀・切岸・虎日・柱穴群  1/100掘 立柱建物跡・門跡・柱穴列

1/60竪穴住居跡・竪穴建物跡・竪穴遺構  1/40土坑  1/20焼土遺構  1/10剥片埋納遺構

造物 1/3土器・陶磁器・礫石器 等  1/2剥片石器  2/3古銭

5 遺構図版において示 した柱間寸法の尺換算値は、 1尺 =0.303mと して算出した。

6 土層注記に際して、色名・面積割合・粒状構造については『新版 標準土色帳』1/1ヽ 山・竹原 編著)を基準として、

粘性および締まりについては主観的な判断により判定 した。本書への掲載にあたっては、個々の細分層につい

ては注記を割愛 して大別土層の特徴を主として示 し、粘性・締まりは強弱疎密が特にある場合以外は記載して

いない。混入する火山灰については次のとお り略記 した。

十和田 a火山灰 To―a  十和田中揮火山灰 [中抑浮石]To―Cu  十和田南部火山灰 [南部浮石]To―Nb

十和田二の倉火山灰 To―Nk  十和田八戸火山灰上層 To―H(U) 十和田八戸火山灰下層 To―H(L)

7 写真図版は、遺構については不定縮尺、遺物については概ね図版に準 じた。

遺構図版の表現 遺物図版の表現

*空堀 (SD)・ 切岸 (塁壁 ,SF)
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Ⅷ
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実効法高

垂直塁壁高
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焼土

礫
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半竪穴 (Sl)・ 土境 (S()等

b

d

高

匹
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岩手県の位置

第 1図 遺跡位置と周辺地形図

-1-



調査に至る経過

吉田館遺跡は、「主要地方道二戸五 日市線緊急地方道路整備事業」工事に伴い、事業計画区間内に

存することから発掘調査を行うことになったものである。

主要地方道二戸五 日市線は二戸市南西部に位置 し、二戸市と人幡平市を結ぶ道路であり、その機能

は東北縦貫自動車道人戸線の並行路線 としての代替可能な幹線道路である。事業対象区域である「浄

法寺工区」においては、浄法寺の中心地に位置 してお り、車道の幅員が狭い上に歩道がなく、さらに

見通 しの悪いカーブが多いことか ら、危険な状態 となっている。そのような中、安全・安心に暮

らせる地域の実現を目指 して平成8年 に「新交流ネットヮーク道路整備事業」により事業着手 したも

のであるが、平成16年 度に新たに「緊急地方道路整備事業」の採択となり早期完成を目指すものであ

る。

当事業の施行に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、二戸地方振興局土木部から平成17年4月 26

日付け二地土第123号「緊急地方道路整備事業実施計画における埋蔵文化財の試掘調査について (依

頼)」 により岩手県教育委員会に対して試掘調査の依頼を行った。依頼を受けた県教育委員会では、

平成17年 8月 9日 と同年8月 18日 に試掘調査を実施し、工事に着工するには吉田館遺跡の発掘調査が必

要となる旨を平成17年 9月 2日 付け教生第848号「緊急地方道路整備事業実施計画における埋蔵文化財

の試掘調査について (回答)」 により当土木部へ回答してきた。

その結果を踏まえて当土木部は県教育委員会と協議し、平成18年 度に財団法人岩手県文化振興事業

団との間で委託契約を締結して発掘調査を実施することとなった。

(岩手県二戸地方振興局土木部)

舘 ‖館跡 ,不動館遺跡
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第 2図 浄法寺工区の計画路線と調査遺跡
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遺 跡 の 環 境

遺跡の位置 と環境

吉田館追跡は岩手県二戸市浄法寺町大手地内に所在 し、旧浄法寺町役場から東約0.5km、 安比川右

岸の海抜198～ 208mの 台地およびその周辺部分に立地する (巻頭図版 1、 第 1図、写真図版 1)。 そ

の位置は国土地理院発行の地形図1/25,000「 浄法寺」 NK-54-18-15-2図幅に含まれ、北緯40度 10分

56秒、東経141度9分40秒付近である。遺跡は、西岳・七時雨山から続く山稜裾の舌状台地末端部に広が

っている。遺跡の東側は安比川支流の吉田川 [赤平沢]の形成 した谷によって画される。現況では遺

跡中央部分を弧状に縦貫する市道春 日筍平線が敷設されているが、この市道部分は東西の曲輪を画す

る空堀跡だった可能性が高い。前述の谷と市道に挟まれた、複数段の平坦地をもつ小高い丘が城館跡

「吉田館Jの 中心部分にあたるものと推測される。一方、遺跡の西辺境界は現況地形では判然としな

い。しかし本遺跡の西側に位置 し、平成18年度に調査が行われた桂平 I遺跡の調査区東端部で堀が検

出されてお り (川又 2007)、 当該堀跡が吉田館西側を区画する外堀 と思われる。遺跡の上位平

坦面と安比川との比高は32～39mである。岩手県教育委員会が作成 した遺跡データベース [平成18年

度版]に よれば、遺跡総面積23,300だ 、遺跡範囲外周0,62kmで ある。現況では遣跡の大部分が宅

地となってお り、一部は畑地として利用されている。今回の調査区は道路建設範囲に該当する、谷と

市道の間の丘陵部分を東西に横断する3,345∬ であ り、遺跡全体の 14.360/0に あたる (第 3図 )。 上

位平坦地は宅地造成により激 しい撹乱を被っている。一方、下段平坦地は一部宅地化されていたが畑

地が多 く、上段ほどの攪乱は受けていなかった。なお、以下の記載においては、調査区の西～中央部

の高位平坦面部分を「上段」、東部の低位平坦面部分を「下段」とする。また「下段」は僅かな段差

により2面 に分たれるため、西側を「下段高位面」、東側を「下段低位面」と便宜的に呼称する。一

方、「上段」と「下段」を画する急斜面を「崖部」、現況で北側から「上段」へ と登る小道部分を

「現道」とする。

二戸市は岩手県の北部に位置 し、平成18年 1月 に旧・三戸市 と二戸郡浄法寺町の合併により成立 し

た。市域総面積は420.31k∬ 、西に人幡平市、南に一戸町、東に九戸村・軽米町と境を接 し、北は青

森県三戸町・南部町・田子町等

との県境 を接する。平成 17年 10

月時点で総人口31,480人 、人口

密度74.9人 /kご、岩手県北におい

ては沿岸部の久慈市と並ぶ内陸部

の中心市である。二戸市福岡付近

では年平均気温10℃ 前後と県内で

もかなり冷涼な地帯にあたり、年

平均降水量は1000mm程で県平均よ

りもかなり少ない。

遺跡が所在する二戸市浄法寺

町 〔以下、単に「浄法寺町」と

略す〕は二戸市西部にあたり、

-4-

第 4図 調査区の呼称
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Ⅱ 遺跡の環境

旧行政区分における二戸郡浄法寺町である。旧・浄法寺町は明治22年 に浄法寺、駒ヶ嶺、大清水、

漆沢、御山の 5村合併の後、昭和15年に町制施行により成立 した。これらの旧村名は二戸市 との合

併までは大字として残っており、合併後の現在でも一部地名に名残を残している。遺跡はこのうち御

山に属している。鉄道路線は東の旧二戸市内を」R東北本線、西は人幡平市を花輪線がそれぞれ走る

が、旧浄法寺町内は通っておらず、道路交通網に頼る状態である。主要な道路は県道二戸五日市線で

あり、安代で国道282号、二戸で国道 4号へ連結して盛岡市や秋田県鹿角市、青森県八戸市の各方面

へと続く。産業別就労人口で見ると農林業の比率が圧倒的に高い。また、山稜が大部分を占めて耕地

が少ないこと、気候が冷涼なこと等に起因するものであるが、耕種別生産額では米作よりも畑作物

の比重が高くなっている。とりわけ工芸作物の生産比率が50%弱 と高率であるが、これは葉タバコ

の生産等に起因するものである。昭和30年 頃から、二戸・九戸地方での葉タバコ栽培が開始された

が、以後作付面積は300～ 400haに増加し、全国有数の生産地となっている。現在、浄法寺町の第一

次産業所得に占める葉タバコの割合は60～ 700/Oに及び、町の基幹産業となっている。また、浄法寺の

漆生産はその起源が判然としないが、藩政時代以降、良質な漆の生産供給地となっている。浄法寺の

漆は世界的にも有数の良質なもので、鹿苑寺金閣の再建など重要文化財・国宝の復元・修理等にも用

いられている。この浄法寺漆を用いた漆器碗生産も行われ、「浅沢五郷」を主産地として生産・流通

されて「南部碗」などとも称された。また、遺跡の所在する御山地区には、八葉山天台寺がある。天

台寺は、『桂泉天台寺縁起』によれば、聖武天皇により陸奥へ遣わされた仏僧行基が神亀 5(728)

年に仏堂を建てたことが縁起であるとされている。実際の創建時期は、発掘調査の成果から平安時代

後期の10～ 11世紀頃と推測されている。

参考文献

川又 晋   2007「桂平 I遺跡第 1次調査」 (概報)『平成 18年度発掘調査報告書』第 505集、岩手県埋文

浄法寺町   1997『 浄法寺町史 (上巻)』

浄法寺町教委 1976『浄法寺町史 (資料編)』

地 形 的 環 境

第 6図に示すとおり、浄法寺町の大部分は山地・丘陵地で占められている。安比川より西側は、

稲庭岳 [1,078m]を 頂点とする中・小起伏山地 [起伏量400m以 下]、 それに続 く丘陵地 [起伏量

200m以下]が広く分布しており、東に向かって高度を下げている。稲庭岳は火成岩により構成され

る火山であるが、風化浸食によりその原型を殆ど残していない。一方、安比川の東・南側も様相は同

じであり、西岳 [1,018m]や 七時雨山 [1,060m]か ら続 く丘陵地によって占められている。人幡

平市に源流を持つ安比川が浄法寺町の中央を蛇行しつつ北東に流れ、東西決方から小河川が山地・丘

陵を下刻しつつ安比川へと流れ込んでいる。安比川およびその支流の流域には谷底平野や台地 [段

丘]が形成されている。高位から砂礫段丘 I・ 火山灰砂台地・砂礫段丘Ⅱ。砂礫段丘Ⅲの「台地」各

面、扇状地・谷底平野の「低地」が分布しているが、しかしその分布は断続的かつ狭小であり発達は

良好ではない。図ではこれらの台地が狭小であるため、台地各面と扇状地を一括して示した。浄法寺

の中心部は、安比川沿いの狭い谷底平野に形成されている。本遺跡を含めた浄法寺の城館の多くは、

平野を一望に見通せる高位の砂礫段丘面に立地する点で共通している。本遺跡の周辺は台地に分類さ

れ、安比川右岸の中位段丘面にあたる。

なお、近世に作成された絵図 (註 1)に よれば、安比川の流路は現在とは違っており、段階的に流

-7-



2 地形的環境
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第 6図 地形分類と地質縦断図

路が変遷 していた らしい。現在 の安比川 は谷底平野束縁 をやや蛇行 しつつ北東方向に流れ、本遺跡東

側の吉 田川対岸 に位置す る不動館の載 る段丘 に突 き当た り、それ を侵食 しつつ一旦北へ と流れを変 え

ている。そのため、本遺跡の東側 に隣接す る不動館 は安比川 によ り北～西部分 を快 り取 られた状態 と

なっている。

言主

1)元文4年 の絵図『御旧領之内福岡通絵図』(盛岡市中央公民館・蔵)では、安比川は緩く弧を描いて流れているように描か

れている。一方、制作年代不明の絵図『岩手県管轄陸奥国二戸郡御山村』では、安比川が現在と同様に蛇行している様が描き

込まれている。前者が↓苗き手のデフォルメによるものという可能性はあるものの、安比川が頻繁に氾濫を繰り返す川であるこ

とを考えれば、首肯できないことではない。両図は舘Ⅱ遺跡調査報告書 (岩手県埋文2006)の 巻頭図版に掲載されているので

参照されたい。
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Ⅱ 遺跡の環境

地質的環境と基本層序

「土地分類基本調査」 (岩手県1979)に よれば、浄法寺の表層地質は第 6図の断面模式図に示すと

おりである。東西の山稜部分は更新世の凝灰岩質岩石や固結砂岩を基底 とし、その上位に完新世の火

山砕屑物や安山岩質岩石が載っている。安比川およびそれに流れ込む小河川の下刻・堆積作用により

細かな谷底地形が形成されて未回結の砂礫や砕屑物が堆積 している。吉田館遺跡の所在する御山地区

付近は、更新世の回結砂岩岩体の分布域にあたり、地質的には比較的古い様相を示 している地域であ

る。

二戸市・軽米町 。九戸村などの県北内陸部では、ローム質火山灰 。浮石凝灰岩・スコリア質火山

灰などの火山砕屑物が層をなして堆積 している。これらのテフラ群は十和田系の火山噴出物に起源

をもち、一般的には上位から、十和田 a火山灰 [To‐ a]、 十和田 b火山灰 [To― b]、 中辣浮石 [To‐

Cu]、 南部浮石 [To―Nb]、 ニノ倉火山灰 [To‐Nk]、 八戸火山灰 [To‐H]、 大不動浮石流凝灰岩

[To―Of]と いう層序が確認されている。ニノ倉よりも上位が完新世に堆積 した火山灰である。本遺

跡の調査区内では複数のテフラ層群が観察される。これらのテフラについては自然科学的分析を実施

していないが、その特徴や近隣遺跡での成果から見て、中派浮石、南部浮石、ニノ倉火山灰、人戸火

山灰に相当するものと推定される (註 1)。

中辣浮石
Wア

ワズナ
山
は調査区下段東縁辺付近でのみ見 られる。粗粒の砂状パ ミスで、浮石純層およ

び上下層への混在が観察される。降下年代は約5,400年 B,P.と 推測され、縄文時代前期中葉に相当す

る。南部浮石
‖ゴロタ

Wは
黄褐色～赤褐色を呈する粗粒浮石で、旧二戸市内では発泡の良い拳大の浮石

が場合によっては lmを超える厚い層をなしているが、浄法寺町では堆積は顕著ではない。本遺跡の

場合は径511ullほ どのパ ミス粒が厚さ3～ 5 cm程度の薄い層 (V層 )を形成 していることが観察される

にすぎず、その上下の黒色土層に疎 らに混入する形で存在 している。14c年代は8,600± 250年 とされ

てお り (生 出・中川・蟹沢1989,p.147)、 降下年代は縄文時代早期に相当する。一方、ニノ倉火山灰

は本遺跡の場合は赤褐色スコリア質パ ミス粒で、土壌化 した人戸火山灰層の上位にごく薄い混入層が

見られる。降下年代は概ね10,000～ 12,000年 B.P。 と推測され、当テウラの直上 には縄文時代早期中

葉の文化層が存在することから早期前葉～中葉に相当するものとされている。人戸火山灰は更新世の

ローム質火山灰であ り、AMS14c年代では14,500～ 17,000年 B.P。 とされ、噴出時期はおよそ15,000年

前と考えられている。本遺跡の場合、人戸火山灰は土質 。色調の違いから上下 2層 に分かれている。

上層は黄褐色を呈 し、その上位は土壌化 して黒褐色化 している。なお、上段調査区の遺構底面や壁で

確認 したところでは、本層下位に不整合な細砂層が介在 している。この細砂は一見 して山砂で、中辣

浮石が如き火山性のものとは思われない。 S F01切岸の法面などでは砂層の存在を確認できないこと

から局所的に存在 しているのかもしれず、当細砂層の起源・堆積メカニズムについては不明である。

一方、その下位には灰白色凝灰岩層が存在 している。層中に炭化 した樹幹や粒度の大 きい軽石が混在

している。この灰 白色凝灰岩層の様相 は大不動浮石流凝灰岩 (32,000年 B.P.)に 類似 してお り、

大不動である可能性 もあるが、ここでは八戸火山灰の下層と捉えてお く。本層は一見堅回な岩盤であ

るがいわゆるシラス層であり、上層の責褐色ロームに比して粘性 。しまりに欠け、水分を含むと脆 く

崩壊 しやすい。実際、調査期間中の降雨の際、雨水の流出によりS D02や S F01の堅い法面に容易 く

雨裂が生じる様がしばしば見られた。なお、 S D04堀の法面の観祭ではさらに下位の複数のローム層

が観察される。褐色～赤褐色の粘性に富むロームで高館火山灰や天狗岱火山灰に相当するものかもし
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3 地質的環境と基本層序

L=20800m

止層聯面1(WTE)

*上段平場～切岸～空掘～下段平場

と=202 Cem

土層断面2(W― E) *下 段平場高位面～低位面
0                      うIn―

第7図 調査区の雄積土層断面

れないが、深掘りを行っていないため詳細は不明であり、基本層序としては把握.していない。

本遺跡の調査区内に限ると、中世の普請の影響の多寡により各地点でELE堆積様相が異なるが(模

式的な層序は次のと|お りである。

I層 表土、耕作土、盛土

Ⅱ層 暗褐色土

Ⅲ層 明黄褐色浮石  砂状浮石の純層。中諏浮石も

Ⅳ層 黒褐色土    上位に中諏浮石、中～下位に苗部浮石を含む

V層 黄褐色パミス  南部浮石を主体とし、マトリクスは暗褐色土む

Ⅵ層 黒色土 南部浮石含む。

Ⅶ層 暗褐色シルト  赤褐色パミス=ニノ倉火山灰を含む。

Ⅷ層 黄褐色ローム  八戸火山灰上層。遺構検出面―。層厚 2～ 3m。 下位に不整合な細砂層 ?

Ⅸ層 灰白色凝灰岩  八戸火山灰下層。最終の遺構検出面。層厚不明p

Ⅱ～Ⅶ層は調査区東側の低位部分 [S C03平場相当部]でのみ観察される。それ以外の調査区西

～中央部ではI層直下がⅧ層ないしはⅨ層となり、Ⅶ層以上が普請に伴う削剥により消失している。

註

1)中揮浮石より上位のテフラは本遺跡では確認されていないが、本選跡西側に隣接する桂平 I遺跡では十和日aテ フラ [降

下年代西暦915年頃]お よび白頭山苫小牧テフラ [BTれ ,降下年代10世紀中頃]が竪穴住居跡の覆土中に堆積している OH

叉 2006)。

参考文献―

岩手県    1979 『北上山系開発地域 土地分類基本調査 浄法寺』

生出慶司・中川久夫 ,蟹沢聴史編 1989『日本の地質2 東北地方』 ―共立出版 (東京)
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Ⅱ 遺跡の環境

大池昭二   1972 「十和田火山東麓における完新世テフラの編年」「第四紀研究」■ -4

町田洋・新井房夫  2003『新編 火山灰アトラス ー日本列島とその周辺』 東京大学出版会

4歴 史 的 環 境

平成18年時点で、二戸市内には603箇所の遺跡が周知されており、うち浄法寺町では縄文時代から

近世までの429遺跡が登録されている (註 1)。 本遺跡の周辺には複数の遺跡が存在している (第 8

図)。 図幅中では縄文時代～近世の遺跡が存在している。旧石器時代については確認されていない。

そのうち、飛鳥台地 I、 安比内 I、 大久保 I、 舘Ⅱ、桂平 I・ Ⅱ、沼久保 I、 小池、浄法寺城、舘

0               500rn
トー……

―

―洋 一―一部

】浮
激

損跡名 時  代 種 別 遺 構  遺 物 な ど 備 考

l 吉田館
中世

縄文・古代

城館跡

集落跡

曲輪、空堀、切岸、虎日、掘立柱建物、陶磁器、古銭、

竪欠住居跡 (縄文 )、 土坑、縄文土器、土師器、須恵器他

報告遺跡。

浄法寺町教委調査。

2 飛鳥台地 I 落 跡 竪穴住居跡 (縄文・古代 )、 竪穴建物跡、土坑、陥 し穴 他 岩手県埋文調査。
~4比

内 I 落 跡 陥し穴、縄文土器 岩手県埋文調査。

4 舘 I 縄 文 散布地 縄文土器

5 不動館 城館跡 曲輪、二重堀、土塁、縄文土器 岩手県教委試掘調査。

舘 Ⅱ 縄文 古代・中世 城館跡 曲輪、堀、肇穴建物跡、掘立柱建物跡、土坑、陥 し穴 他 岩手県埋支調呑ぅ

7 大久保 I 縄文・中世 集落跡 陥 し穴、縄文土器 他 岩手県埋文調査。

8 桂平 I 古代 散布地 土師器 岩手県埋文調査。

9 桂平 E 縄文 集落隊 竪欠住居跡、土坑、陥 し穴 他 岩手県埋文調査。

沼久保 I 集落跡 竪穴住居跡、土坑、陥 し穴 他 岩手県埋文調査。

夫 坊 縄 支 散布地 縄文土器

浄法寺城 中世 城館跡 曲輪、堀、掘立柱建物跡、竪穴建物跡、青磁・ 白磁 他 浄法寺町教委調査。

上外 : 古代 集落跡 土師器 壊減ぉ

小池 古代 集落跡 土師器 旧 1小池 Ⅱ I。 岩手県教季調査。

小池塚 不 明 塚

岩淵 Ⅲ 縄 文 散布地

岩淵Ⅳ 縄文 散布地 縄文土

岩淵 V 散布地 縄文土器、土師器

福蔵寺経塚 近世 経塚 経 石

第 8図 周辺の遺跡
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4 歴史的環境

Ⅱ、太田向館について、当センター・県教委生文課および旧浄法寺町教委による発掘調査が行われて

おり、遺跡の内容を知ることができる。

縄文時代 :飛鳥台地 I、 安比内 I、 大久保 I、 舘 Ⅱ、桂平 Ⅱ、沼久保 Iで遺構・遺物が検出されて

いる。飛鳥台地 Iでは早期 2・ 前期 6。 後期 3・ 晩期 5棟の竪穴住居跡が検出され、押型文を特徴 と

する早期の日計式、前期の早稲田 6類、後期初頭～前葉、晩期前葉の大洞B式の縄文土器が出上して

いる。後期の竪穴住居跡は図幅中では桂平Ⅱ・沼久保 Iで検出された。

弥生時代 :沼久保 Iで竪穴住居跡 1棟が検出され、弥生土器は桂平 Ⅱでも出上した。

平安時代 :飛
`烏台地 I、 大久保 I・ 桂平 I・ Ⅱ、沼久保 Iで平安時代の集落跡が確認された。

中世 :城館跡 としては北東約0.5kmの 吉田川対岸に不動館遺跡・舘 Ⅱ遺跡 (註 2)、 西約0.8kmの安

比川対岸に浄法寺城跡が存在 している。浄法寺城については平成 9年以降、内容確認のための発掘調

査が継続的に行われてお り、掘立柱建物跡や竪穴建物跡、空堀跡、多数の柱穴等が検出されている

(浄法寺町教委1999～ 2005)。 本遺跡東方に位置する舘 Ⅱ遺跡は不動館の東郭にあたり、平成17年

度に調査が行われた。空堀 。大溝によって区画された複数の平場を調査 し、掘立柱建物跡・竪穴建物

跡等が検出され、館の縄張変遷の様相が確認された。また城館ではないが、飛鳥台地 Iと 沼久保 Iで

は中世の竪穴遺構が検出されている。該期の陶磁器類は安比内 I・ 桂平 Ⅱ。沼久保 Iで出土した。

近世 :浄法寺城南西に隣接する福蔵寺経塚があるのみで、本遺跡周辺では希薄である。

言主

1)岩手県教委「岩手県遺跡情報検索システム」(平成 18年版)のデータによる。また第 8図 は同システムで検索した画像デー

タをもとに一部改変したものである。

2)岩手県教委の遺跡台帳および遺跡検索データベースにおいては不動館と舘Ⅱ遺跡は別個の遺跡として登録されており、舘

Ⅱ遺跡は古代の遺物散布地となっている。平成 17年度、本遺跡調査原因と同一事業にともなう試掘により舘Ⅱ遺跡の範囲は拡

大され、当センターが当該部分の調査を行った。その結果、舘Ⅱ遺跡は中世城館跡であることが判明した (岩手埋文 2006)。

不動館と舘Ⅱ遺跡は現市道を挟んで東西に隣接する館跡であり、本来は一つの城館である可能性が高い。実際、岩手県教委が

まとめた『岩手県中世城館跡分布調査報告書』 (岩手県教委 1986)で は不動館について「4郭。北側 2郭は空堀に囲まれ北か

ら東にかけては2重堀」(同書 ,p80)と しており、「舘Ⅱ遺跡」とされている部分が不動館東郭に相当するものと解される。

何故、分布調査において郭として確認された部分にもとづいて台帳の遺跡範囲を4多正しなかったのかわからないが、このこと

が遺跡名やその範囲の混乱を招いたことは事実である。また、同様のことは吉田館についても云える。前掲『分布調査報告書』

では吉田館に関して「東西 2郭。中央に道。西に空堀跡」 (同書 ;p80)と 記載している。前述のとおり、平成 18年度、吉田

館西側に位置する桂平 I遺跡第 1次調査で大規模な薬研堀が検出された ()|1又 前掲書)が、この堀が上述の「空堀跡」であろう。

なお、平成 19年度の桂平 I遺跡第 2次調査では、この堀以東も桂平 I遺跡として調査が行われたものの、本来的には吉田館の

遺跡範囲 [西郭]と すべきであろう。

参考 文 献

岩手県教委  2006 「岩手県遺跡情報検索システム (平成 18年版)J CD― ROM版

岩手県埋文  1986a『 沼久保遺跡発掘調査報告書』第 109集

岩手県埋文  1986b『桂平遺跡発掘調査報告書』第■0集

岩手県埋文  1988 『飛鳥台地 I遺跡発掘調査報告書』第 120集

岩手県埋文  2006 『舘Ⅱ遺跡発掘調査報告書』第 497集

浄法寺町教委 1991 『岩手県二戸郡浄法寺町 遺跡詳細分布調査報告書 I(大字浄法寺地区)』

浄法寺町教委 1996 『浄法寺町遺跡地図 (1995年版)』

岩手県教委  1986 『岩手県中世城館跡分布調査報告書』岩手県文化財調査報告書第 82集
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Ⅲ 調査と整理の方法

1 野外調査 の課題 と経過

(1)調 査 の 課 題

吉田館遺跡は中世城館跡として周知されていた遺跡であり、館主は吉田氏であると伝承される。し

かし吉田館についての文献記載は皆無であり、かつ館主 =吉田氏と云う点についても不確かな伝承の

域を出るものではない。当遺跡については沼館愛三氏、簗部善次郎氏らの現地形調査 (縄張調査)が

行われていた (沼館1981、 簗部1971)。 また岩手県教育委員会による全県的な中世城館分布調査が

実施され、分布調査報告書では吉田館についての記述が見られる (岩手県教委1986)。 平成17年 に

は浄法寺町教育委員会 [当時]に より、今回の調査区西側隣接地 [ボ ックスカルバート設置部分]に

ついて発掘調査が実施され、竪穴建物跡、柵跡、柱穴群が検出された (註 1)。 これらの縄張調査・

分布調査および発掘調査では遺物が乏しいことや、発掘調査面積が限られた狭い範囲だつたことか

ら、館の構造や館主・存続期間等について推測を裏付ける資料を久いたままであった。これらの点に

ついて幾詐かの情報を得ることが、今回の調査の主たる課題であった。かかる課題の下、野外調査に

よって得られた情報のみならず、館全体の現地踏査にもとづく縄張の把握、周辺住民からの聞き取

り、絵図・地籍図・航空写真の判読など、調査と併行して広範な情報を収集することを目指した。

(2)調 査 の 経 過

野外調査は平成18年 5月 16日 に開始され、当初予定 [8月 10日 まで]を超過した10月 初旬までの

延べ93日 [作業日数86日 ・降雨による作業中止 7日 ]を 費やし、従事 した作業員の延べ人数は1,259

人であった。

5月 :16日 、調査機材搬入 。現場設営を行い、 8月 10日 までの約 3ケ 月間の予定で調査 を開始 し

た。調査員 2名、作業員16名。17日 、二戸市埋蔵文化財センター・山口巌主事 [旧浄法寺町教育委員

会]、 来跡。平成17年度に浄法寺町教委が行った発掘調査について、調査範囲と調査成果の教示をい

ただ く。19日 、シン技術 コンサルに委託 した現況地形図作成測量が行われた。22日 、調査区中・下

段全体へ計10箇所の トレンチをいれた (第 10図 ;Tl～ 10)。 また並行 して吉田川に面する東側崖面

についてもトレンチを設定 して掘 り下げた。調査範囲外ではあるが、この崖が人工的な崖地形 (=切

岸)なのか、途中に犬走 り等の遺構がないか等、確認するためである。 トレンチの状況からはこの崖

は自然地形であり、かつ遺構は確認されなかった。24日 、重機による表土除去、粗掘 りを開始。調査

区への進入路が狭惨なことから、パワーシヨベル0.2、 キャリアダンプ3tを 使用 した。29日 、作業員

1名増員 [登録17名 ]。 31日 、下段中世面の精査開始。調査区上段で試掘を行い、表上下の人戸火山

灰上層面で複数の柱穴を検出。

6月 i5日 、作業員 2名増員 [登録19名 ]。 切岸の精査を開始。下段北半部の柱穴をほぼ完掘 し、

中段の遺構検出・精査へ移る。 7日 、作業員 3名増員 [登録22名 ]。 9日 、この日以降16日 頃まで、

天候不順 となり降雨が続 き、作業は捗 らず。12日 、作業員 1名増員 [登録23名 ]。 23日 、柱穴精査

を終了した範囲から順次、平面実測を開始した。 2名が専従 し、必要に応 じて最大 8名が実測にあた

った。26日 、上段平場の表土除去を開始。過 日の トレンチ内の落ち込みが竪穴ではなく、大溝状の遺

構であることが判明。
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1 野外調査の課題と経過

7月 :上段平場の柱穴検出・精査に着手 した。予想に反 して柱穴等の遺構が多数遺存 しているこ

とが判明。試掘で一部確認 していた遺構が空堀であ り、北東部で L字状に屈曲していることが判明

した [SD01堀 ]。 一方、現況地形で虎口と推測される「現道」に法面に トレンチを設定 して掘 り下げ

た。結果、小道の西側法面は厚 さ1.5m以上の盛土層であ り、盛土下が堀状に深 く落ち込むことがわ

かった [S D02堀 と命名 したが、後に虎口と判明→ S D02虎口]。 10日 、作業員 1名退職 [登録22

名]。 中旬、 S D01堀 と虎口に挟まれた部分 [S C01‐b平場]の表上を除去 したが、彩 しい柱穴が存

在 していることが判明した。また、当該部分の南側調査区境において、 S D01堀 と土橋 ?を挟んで対

になる堀を検出した [S D03堀 ]。 一方、 S D02の 底面で大径の柱穴が複数検出された [S A01門

跡]。 27日 、中世遺構について現地公開を開催 (地元浄法寺や人幡平市の35名参加)。

8月 :1日 、下段平坦地部分の中世面調査について、二戸地方振興局土木部の立会のもと、県教育

委員会生文課による部分終了確認を受ける。当初予定では8月 10日 終了予定であったが、当初予想よ

りも多数の遺構が検出されたこと、およびこの時点で未了である下段平坦地の縄文時代遺構精査に時

間がかかることから、今後検出が予想される遺構の種別・数量、実際の調査進捗状況を踏まえて、調

査を9月 15日 まで延長することとなった。 8日 、東邦航空による遺跡全体の航空写真撮影を実施 し

た。17日 、本遺跡西側に隣接する桂平 I遺跡の調査を並行 して進めることとなり、調査員 1名・作業

員11名体制へ。18日 、盛岡市遺跡の学び館・室野秀文氏、来跡。縄張 り、個々の遺構について教示を

いただいた。下旬、上段の堀・竪穴遺構・柱穴の精査がほぼ終了し、下段平場面下層の遺構検出・精

査に入った。31日 、下段平坦地の縄文面 [Ⅳ層面]で竪穴住居跡を検出。

9月 :縄文時代遺構の精査を進めた。11日 、二戸地方振興局土木部の立会のもと、県教育委員会生

文課による調査終了確認を受ける。当初の作業予定では埋め戻 しは考慮 されていなかったが、安全対

策上の理由から調査区の埋め戻 しを実施することとなり、埋め戻 し終了時点で調査終了とすることと

なった。以降、中辣浮石面以下の遺構精査を進めた。19日 、調査区の埋め戻 し作業開始。精査・実測

の終了した部分から順次埋め戻 した。作業員 1名退職 [登録10名 ]。 25日 、精査終了。上段の柱穴群

の実測が未了だったことから実測要貝 4名のみを戎 し、作業員 6名 を桂平 I遺跡へ登録替え。26日 、

北上市立博物館の前館長・本堂寿一氏、来跡。28日 、県教委生文課・菅常久文化財専門員、来跡。

10月 :2日 、実測作業終了により、作業員 4名 を桂平 I遺跡へ登録替え。調査員 1名が残留 し、重

機による埋め戻 し作業を進め、 6日 に埋め戻 し作業を終了。野外調査の一切を終了した。

註

1)調査成果は未報告であり詳細不明であるが、概要について三戸市教委の山口巌氏にご教示いただいた。なお、山口氏には

参考として図面等の調査記録を提供していただいた。一部、掘立柱建物等の検討に町教委調査分の「柱穴」を使用したものも

ある。未報告資料という性格上、当該調査の「柱穴」は未だ柱穴として確定していないものであるが、千葉の判断で引用した

ものであり、誤謬ある場合は総て千葉の責任である。

参考文献

岩手県教委 1986『岩手県中世城館跡分布調査報告書』岩手県文化財調査報告書第82集

沼館愛三  1981『南部諸城の研究』伊吉書院 (八戸)

簗部善次郎 1971『二戸郡 。九戸郡古城館址考』東北民俗研究会 (二戸)

野外調査の方法

(1)グ リ ッ ド設 定
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Ⅲ 調査と整理の方法

調査開始時点で委託者から示された事業計画図面は日本測地系によるものであり、かつ同一事業で

前年度調査を行った舘 Ⅱ遺跡が 日本測地系にもとづ くグリッド設定を行っていたため、今後図面の

合成等を行 う際の便宜を考慮 し、旧 。日本測地系第X系 によるグリッドを設定 した後、世界測地系

[日 本測地系2000]に座標変換することとした。よって調査座標原点は端数を含む数値 となってい

る。任意の基点 [日 本測地系座標 :X=20,050、 Y=28,100→ 世界測地系座標 :X=20,401.2007、 Y=

27,818.0090]を 調査座標原点として、旧 。平面直角座標系に載 り、この点で直交する東西 。南北の軸

線をそれぞれ設定 し、それぞれの軸線を基点から50m刻 みに分割、西から「 I・ Ⅱ oⅢ・Ⅳ」、北か

ら「A・ B・ C」 の記号を付 して、調査区全体を覆う算用数字とアルファベットの組み合わせにより

呼称される50m四方のグリッドを設定した [IA～ ⅣC]。 さらに各グリッドの東西 。南北軸線 をそ

れぞれ10分割 して、西から「1～ 10」 (全体では 11～Ⅳ10)、 北から「 a～ j」 (全体ではAa～ C

j)の記号を付 して、 5m四方の小グリッド100区画を設定 した [IAla～ ⅣCl釘 ]。

調査区内に設置 した基準点座標値は次のとお りである ([ ]内 は旧 。日本測地系座標値)。

基点 l X=20,277.2589 Y=27,906.3742 H=207.264m  [X=19,970 Y=28,205]

基点 2 X=20,317.2580 Y=27,941.3750 H=200.887m  [X=20,010 Y=28,240]

補を点 l X=20,277.2594 Y=27,871,3744

補点 2 X=20,292.2586 Y=27,906.3746

補点 3 X=20,297.2580 Y=27,941.3748

補 :氣 4 X=20,317.2576 Y=27,961.3752

[X=19,970 Y=28,170]

[X=19,985 Y=28,205]

[X=19,990 Y=28,240]

[X=20,010 Y=28,260]

/

(2)試 掘

事前に県教委生文課の試掘調査が行われており、本遺跡における事業対象部分に15箇所の トレンチ

一
∧

第 9図 調査グリッ ド配置
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2 野外調査の方法

が設定され (第 10図 文Tl～ 14)、 柱穴・焼上が検出されている (註 1)。 調査開始時点では生文課

の試掘 トレンチは埋め戻されてお り位置も判然としなかったことから、新規にトレンチを設定して試

掘することとした (第 10図 )。 調査区下段に10(Tl～ 10)、 上段 に 6(T ll～ 16)、 計16箇所で

試掘を行った。またこれとは別に、本来調査範囲外であった調査区東端に隣接する崖部分について、

普請の痕跡の有無を確認するために試掘を行っている (T17～ 19)。

(3)粗掘 りと遺構検 出

調査区は基本的に表上が平均的には20cm程度と薄 く、特に調査区西半部分 (調査区上段)は表土

直下が「地山」である人戸火山灰面であった。パワーショベルとキャリアダンプを用いて表土を大ま

かに除去 した後、芝鋤鎌や両刃鎌で表面を削って人手により遺構検出を行った。調査区までの進入路

が狭いため、パワーショベル0.2～ 0.3、 キャリアダンプ3t、 ダンプ トラツク2tと 小型の重機しか使用

できなかった。掘削に伴 う残土は、当初は調査対象外の隣接部分への仮置きおよび調査区内での反

転処理を想定していたが、予想よりも残土量が多 くなったため、調査後半は隣接する桂平 I遺跡の調

査対象外部分へと排出・仮置きした。残土を長距離運搬 しなければならないことや重機自体の規格が

小さいこと等から、通常の場合に比 して作業効率は良くなかった。検出は表土直下の中世面 (Ⅱ ～V

層面)で全面に行い、以後、層位的に掘 り下げながら順次検出を行った。中近世の遺構識別は比較的

易しいが、縄文時代の遺構は南部浮石や中撤浮石混 じりの黒～黒褐色土面で検出するため「黒に黒」

で識別しづらかった。検出した遺構に対 しては、その種別に応 じた略号 と検出順の数字を組み合わせ

た遺構名を付 した。なお整理段階で検討し、現場で命名した遺構名の変更・登録抹消を行った。

(4)遺 構 の 精 査

遺構は種別 。規模に応じた方法で精査を行った。竪穴住居跡・竪穴建物跡・竪穴状遺構は状況によ

り4分法と2分法を選択して行った。また、土坑・焼土遺構は2分法により、堀跡・溝跡・切岸等は

任意の土層ベルトを適宜残して掘り下げた。今回の調査で多数検出された柱穴については、検出段階

゛ ´″ノイ

渥

Ｔ８癬却一け砂・一

ぴ粋y
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Ⅲ 調査と整理の方法

で 5～ 10cmほ ど段下げを行って柱痕跡を確認 して、柱痕跡が無いものについては段階的に底面 まで

掘 り下げた。従って柱穴断面は図化を一切行っていない。柱穴の平面的なプラン・重複関係の把握を

意図したものである (榊原2001)。 しかし実際には堆積上が似ているものが大部分だったため平面

で重複関係をはっきり捉えられたものは僅かであり、中途半端なものになってしまった。柱痕跡が段

下げ段階で確認できなかったものでも、底面で柱アタリが確認できたものは平面図に記録 した。柱穴

堆積土は概ね地点により似通ってお り、特徴的なもののみ記録 して、他は地点全体の傾向を把握する

に止めた。中世遺跡調査に不慣れな調査者にとって、眼前に広がる多数の柱穴群をどのように調査す

べ きか迷うところであったが、結果として非常に雑な調査方法をとってしまった。また、個々の柱穴

を掘ることに追われて建物の検討ができず、現場中には掘立柱建物を殆ど認識できなかった。

(5)実    測

現場作業員には幸いにして実測経験者が多 く含まれてお り、最大 4班稼働 した。 6月 中旬以降、終

了間際まで常時 1～ 2班が柱穴の平面実測に従事 した。実測は簡易遣 り方測量を主としたが、堀や切

岸等、遣 り方測量が困難ないしは煩雑な遺構の平面図については調査員が光波 トランシットを用いた

座標計測から作図を行った。

(6)写 真 撮 影

主に中判 (6× 7判)フ イルムカメラを使用してモノクロフイルム撮影を行い、補助的に351mllフ イ

ルムカメラによるモノクロフイルム撮影を行った。従来撮影していた3511ullリ バーサルフィルムは使

用せず、主にデジタルー眼レフカメラによるRAWモードでの撮影を行った (註 2)。

(7)調 査 条 件

調査区上段部分に民家 2件が隣接しており、かつそれぞれの進入路が調査区内にあった。この民家

はもともと調査区内に建っていた民家を新築・移転したものである。民家の位置が上段北側 (台地縁

側)にあたり他に進入路がなく、道の付け答えの必要が生じた。また、安全性確保および民家侵入の

便宜を図らざるを得なかったため、民家に隣接する部分についてはその都度埋め戻さなければならな

い。従って上段については分断した形で調査せざるを得ず、遺構の分布を面的に把握することができ

づらい状況であった。また調査区内に、前述の民家へ続 く新しい上下水道管等が埋設されていた。特

に上段から下段を経て吉田川まで続く下水管は、 S F01切 岸や S C02平場などの調査で支障物件と

なった。一方、現況で上段への出入りに使われていた小道部分はやや強い雨が降ると付近の雨水が集

まって流れ込み、下方へと流れて簡易排水溝へと導かれて落ちる形となっていた。調査により表土を

剥いだ後は雨裂に弱いシラス面が露出したため、流水の勢いが増して民家まで溢れる危険性が懸念さ

れたため、土嚢・ブルーシートにより流路を補強して民家への被害を防止する作業を行った。

(8)情 報 の 公 開

調査の開始以降、二戸市教育委員会を通じて浄法寺地区の学校を対象に情報の提供を行うととも

に、理解と協力を求める意味で調査区近隣の住民へも随時情報を提供した。また、前述のとおり調査

中盤の7月 27日 、現地公開を行った。この時点では中世面の精査が中心であり、該期の遺構・遺物に

ついての調査結果を公開したものである。公開以降、縄文面の精査が進んで、竪穴住居跡・剥片埋納

遺構等、該期の良好な遺構も検出されたが、日程的な要因等から開催を見送った。
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2 野外調査の方法

言主

1)第 10図 の生文課試掘 トレンチの位置は岩手県教委2007に よる。なお試掘報告では西郭部分についても「吉田館」として

調査が行われているが、本調査段階で西郭部分が桂平I遺跡の範囲となったことは既に述べたとおりである。

2)こ の「デジタル化」試行の対象は遺構写真で、フイルムからデジタルデータヘと保存形態/媒体の転換を企図したもので

ある。それにともなって報告書作成ワークフローの一部変更は生じるものの、必ずしもそれを主眼とするものではない。なお、

今回は遺構写真図版についてはデジタルデータ化することが前提であったが、調査員の独自の判断の下に、他の部分を含めた

全体をデジタルデータとして作成することを試みた。

参考文献

岩手県教委 2007『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成17年度)』 岩手県文化財調査報告書第124集

佐々木浩- 2001「柱穴群から建物跡へ」東北中世考古学会編『掘立と竪穴―中世遺構論の課題―』高志書院

榊原滋高 2001「柱穴の調査方法を考える」東北中世考古学会編『掘立と竪穴―中世遺構論の課題―』高志書院

室内整理の経過 と方法

(1)整 理期 間 と体 制

平成18年 11月 1日 ～同19年 3月 31日 の5ヶ 月間に調査記録および出土遺物の整理作業を行った。

整理作業は調査員 1名が担当し、11月 は3名 、12月 ～ 3月 には 4名 の期限付職員が遺物接合 。実

測・ トレース等に従事し、遺物写真撮影については期限付職員 l名が随時行った。

(2)遺 構 の 整 理

遺構の実測図を遺構毎に分類 。整理した後、各遺構の平面と断面を合成して第二原図を作成。調査

区全域の柱穴群の合成、遺構配置全体図の作成等を併せて進めた。第二原図を縮小したものをA4版
スキャナで読み込んで画像データを作成した後、 ドロー系ソフトウェアでトレースした。

(3)掘 立柱建物 の検討

柱穴が予想以上に多数検出されたため、実測・平面図作成が追いつかず、現場で建物を検討できな

かった。掘立柱建物については、殆どが整理段階において図面上の検討で建てたものである。当初は

調査員が独自に検討して40棟弱を抽出したが、担当者が中世の建物について知識 。経験が乏しいた

め、抽出した建物に妥当性あるものか、確信が持てなかった。そこで、人戸市教育委員会の佐々木浩

一氏に依頼し、建物について指導・助言をいただいた。結論的にはそれまで抽出した建物の殆どが怪

しいものであり、再検討が必要であることが判明した。再検討の結果、抽出した建物跡は78棟 とな

り、遺構図の組み直しを行った。

(4)遺 物 の 整 理

調査員が11月 前半まで野外調査に従事していたため、約半月は調査員不在となっていたが、遺物

の水洗と大まかな仕分は野外調査期間で終了していたことから、この期間に土器の注記・接合作業を

進めた。土器については、現場で取り上げた袋毎に付した袋番号を注記し、袋毎の重量計測を併せて

行った。前述のとおりの出土状況を反映して接合状態が思わしくなく、立体として実測できる個体は

少なかった。土器以外の遺物については選別個体毎に袋を分けて登録することとし、個々の注記は行

っていない。接合作業を11月 下旬まで行った後、実測・採拓する土器を段階的に選別し、他の遺物
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Ⅲ 調査と整理の方法

と併せて登録を行った。12月 からは遺物実韻1・ 採拓・トレースを行った。実測図は原寸で作成し、

一部を除いて原寸でトレースした。出来上がったトレース図を遺構
―
同様にスキャナで読み込んで画像

データを作成.し 、グラフイックソフトウェアにより画像解像度やコントラスト等を適宜調整した。

(5)写真の撮影・整理―

遺物写真は1月 からデジタルー眼レフを使用して断続―的に撮影を行った。撮影した画像―データは遺

構・遺物ともに据置型|の大容量ハードディスクに保存・収納するとともに、作業用にポータブル型ハ

ードデイスクヘも保存して写真図版作成を行った。

(6)割   付

割付はレイアウトソフトウェアを使用し、本文テキストファイルの流し込み、遺構・遺物の画像デ

ータ配置、キャプションの打ち込み―等を行って印刷用組版データを作成した。

-19-



縄文時代 遺構配置

S K T07

S K F01(ュ  ″

中世～近世 遺構配置
*主要遺構名のみ示した。

*掘立柱建物跡・門跡・柱穴列は結線していない

0      1:1000  25m
l       十 _一

0    1:1000  25m
こ  __生 _一
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第11図 時代別遺構配置図



*掘立柱建物跡・柱穴列・門跡については示していない。

上記および焼土遺構については第 20,24～28・ 33・ 38・ 46図を参照。

検出遺構名

〔中世・近世〕

l S CO卜 a平場跡

2 S CO卜 b平場跡

3 S C01-c平場跡

4 S C02平場跡

5 S C03平場跡

6 S D01空堀跡

7  S D03空堀跡

8 S D04空堀跡

9 S F01切岸跡

10 S D02虎口跡

1l S X05土橋跡

12 S D05溝跡

13 S D06溝跡

14 S D07溝跡

15 S D08溝跡

16 S101竪 穴遺構

17 S I02竪穴遺構

18 S103竪 穴建物跡

19 S104竪 穴建物跡

20 S105竪穴遺構跡

21 S I06竪 穴遺構

22 S107竪穴建物跡

23 S i08竪 穴建物跡

24 S 109竪 穴遺構

〔縄文時代〕

25 S I10竪 穴住居

26 S111竪穴住居

27 S112竪穴住居

28 S113竪穴住居

29 S i14竪 穴遺構

30 S K FOl:上坑

/。 y υoI

%O。。ヴ

31  S K02」三坑

32 S K03=上 坑

33 S K T04陥 し穴

34 SKT05陥 し穴

35 S KT06陥 し穴

36 S K T07陥 し穴

37 S X01配 石遺構

38 S X02配 石遺構

39 S X04剥 片埋納遺構 革綽鞄 c

す。で ,c亀

2◎

Ioi∵

‐

テ謹

R

饂薙琴
荒

な＼ ツΨ
3び彰

二′

を鋭

懃 |

1名 1。 ド

饉 騨

空堀跡・虎口跡

切 岸

臨 焼上遺構、炉跡

中世・近世の竪穴建物跡・竪穴遺構

縄文時代の竪穴住居跡。土坑 等

撹 乱

0    1:400  1om
J

第12図 遺構配置全体図
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Ⅳ 遺 構

1概 要

縄文時代、中世～近世、近代以降の遺構を検出した。

縄文時代 :主 として東狽Iの調査区「下段」部分で確認された。上段部分でも該期遺構は検出された

ものの、中世の普請にともなう削剥により少ない。種別は、竪穴住居跡 4棟 (炉のみの 1棟含む)、

竪穴遺構 1棟、掘立柱建物跡 1棟、土坑 2基、フラスコピツト1基、陥し穴 4基、焼土遺構 1基、配

石遺構 2基、剥片埋納遺構 1基である。

中世～近世 :調査区全域に分布する。大部分が館跡に関わる遺構と推測される。普請に係る遺構

は、平場 3面、空堀跡 2条、切岸 1箇所、虎口跡 l箇所、土橋 1箇所である。また、作事に係るもの

は、竪穴建物跡・竪穴遺構 9棟、掘立柱建物跡67棟、門跡 3棟、柱穴列 3条、溝跡 4条、焼土遺構

7基である。ただし、これらの遺構は出土遺物を欠くものが多く、具体の時期を確定できない。出土

遺物には舶載磁器や美濃大窯産陶器など16世紀代に比定される陶磁器、北宋銭・明銭や模鋳銭があ

る一方、肥前系陶磁器や寛永通賓など近世以降へ下る遺物も出上している。共伴する遺物から判断す

ることが難しく両者を分離しかねるため、近世以降の遺構が含まれている可能性がある。

近代以降 :調査区「下段」部分で掘立柱建物跡 1棟、土蔵跡 1棟を検出した。

2縄 文 時 代

(1)竪 穴住居跡 ・竪穴遺構

S110竪穴住居跡

遺構 (第 13図) 〔位置・検出状況〕調査区北東部のⅣAld～ leグ リッドにおいて、暗褐色シル

トの広がりとして検出した。本住居跡付近は削剥を被っており、表土直下で地山ロームが露出する状況

であった。かかる状居ゆえ本住居も大部分が削平されており、斜面上方である西側で壁を確認できた

に過ぎない。 〔重複関係〕柱穴群、北側の倒木痕が当住居を裁っている。 〔形状 。規模〕遺存状態が

悪いため全体の形状が不明であるが、残存部分から推測すれば円形 [ま たは楕円形]を基調とするよ

うである。 〔堆積土〕確認できた部分では上位は炭化物を含んだ暗褐色シルト、下位はパミス混じり

の灰褐色シルトで構成される。 〔壁・床面〕壁は全体の1/3程度しか残存していない。残存する西側

では壁高12cm程である。床面には攪乱によるものか、やや凹凸がある。 〔炉〕石囲炉を確認したが、

新期の柱穴により著しく破壊されており遺存状態が悪く、焼土も殆ど残っていない。検出時点では礫

4個が残存するのみであったが、南～東側で礫が設置されていた痕跡が確認できた。一方、北西側で

は攪乱により礫設置の痕跡も確認できなかった。本遺跡における他住居跡の石囲炉の形態を見ると、

北西部で炉石を欠く馬蹄形の石囲炉だった可能性もある。 〔柱穴〕炉周辺を中心に12個 を検出した

が、小径かつ浅いもので主柱穴とは思われない。

遺物 (第 18図)〔土器〕堆積土から口縁部破片 1点、胴部破片 8点、合計約 0。2kg分が出土した。

1・ 3は後期、 2は前期に比定される。〔石製品〕砥石 1点 (213)。

時期 削剥により残存状況が悪く、確実な共伴遺物は殆どない。時期決定の根拠としては弱いが、
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2 縄文時代

少量の後期土器片が出土 して

いることか ら、後期 に属する

可能性があると思われる。

S111竪 穴住居跡

遺構 (第 14・ 15図 )〔位

置 。検出状況〕東側調査区Ⅲ

A9i～ 10jグ リッド付近の

Ⅳ層面で検出した。当該グリ

ッ ドにお いて S X01配 石 お

よび柱穴の精査 していたとこ

ろ、柱穴底面で石囲炉を検出

した。そこで、炉 を中心 に ト

レンチを設定 して掘 り下げた

結果、西側で壁の立ち上が り

を確認 し、竪穴住居跡 と認定

した。 〔重複関係〕中近世の

柱穴群に裁 られている。 〔形

状 。規模〕平面形は南北に長

径 をもつ楕円形 を呈 してお

り、長径7.6m、 短径6.2mで

ある。 〔堆積土〕上位層は黒

色シル ト、下位層は黒掲色シ

ル トで構成され、全体にオレ

ンジパ ミスが微量混入してい

る。精査段階では分層したも

竪穴覆土 A― B
l 暗掲色シルト質砂土  炭化物粒、東側上位に5%混入
2 黒褐褐色シルト    橙色パミス3%、 黄掲色ブロック3%混 入
3 灰掲色シルト     浅黄橙色パミス3%、 橙色パミス1%混入

炉 E― F

l 黄橙色焼土(弱) 炭化物粒微量混入

Ⅳ瀬計

pp  
炉石設置痕

｀
ミ`ミミミミミミミミミミミュミミミミミェ

======!:::::!!==========F'コ

‐~´
―́

①

。

〇

マ

第13図  S110

のの、上層と下層はきわめて似ており、図では一括した。堆積土と地山 [Ⅳ層 :南部浮石混 じりの黒

色土]の区別がつきづらかったため、炉周辺の床面は下げ過ぎてお り、また南側の壁や南半部の床面

は掘りすぎているかもしれない。また、 3層 は主柱穴pit2の掘り方埋上である。 〔壁・床面〕壁は床

面から外傾して立ち上っており、最も残 りの良い西壁では70cm、 斜面下方の東壁では15cIIlで ある。

床面は南北方向ではほぼフラツトであるが、東西方向では西から東へと緩く傾斜している。原地形

の傾斜に制約されたものと思われる。また西壁際の床面において、焼土・炭化物細粒の集積層および

礫 3個の纏まりを検出した。集積層の厚さは約 l cmと 薄いが、その周辺床面で完形・準完形の壺・鉢

4個体、潰れた状態の一括土器 2個体、動物形土製品 1点が出上している。 〔炉〕床面中央よりやや

東へ寄ったpit 3,4西側の床面に位置する。礫を円形基調に配した石囲炉であり、礫の並びは南西

側では二重となっているが、北側では礫が無く、全体として馬蹄形状である。焼土は石囲内に最大

14cmの厚さで形成されている。 〔柱穴〕床面および壁で55個 を検出した。主柱穴と推定されるもの

はpit l～ 4である。これら4個のpitは 他の柱穴に比して大径かつ深いものであり、緩斜面下方であ

る東側へ寄った台形状に配置される。開口部は65～95cmで 、深さは1.1～ 1.3mである。掘り方埋土は

地山ロームの責褐色土ブロックを含んでおり、床面で円環状に確認できた。 4個 ともに断面でも柱痕

跡がわかり、底面には硬化した柱アタリ部分が確認できた。pit 4で は平面・断面ともに確認した柱
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2 縄文時代

No 3(12)
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第15図  S111、  S X01、  S B101

痕跡は 1つのみであったが、底面の柱アタリは2箇所あり、建て替えされている可能性が高い。他の

3個では建て替えの痕跡は確認できなかった。主柱穴の 4個以外に、壁に沿って巡る小径で浅い柱

穴、壁にかかる柱穴を51個確認 した。前者 (pit5～ 52)はいわゆる壁柱穴であ り、壁立あるいは土

留めのための施設と思われる。後者 (pit53～ 55)は本住居に属さない別個のpitか もしれない。 〔附

属施設〕東側壁のすぐ外側にはS X01配石が位置しており、検出当初は別個の遺構と考えた。礫の

配置状況がほぼ本住居のプランと合致していることから、壁の補強や土留め等、何らかの用途を有す

る附属施設だった可能性が高い。また、斜面下方である東側でp比群を検出した。前述の S X01は 一

③
◎

No 7(10)

＼
＼

＼

No 3(6)

No 2(5)
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Ⅳ 遺構

部途切れる部分があ り、当該箇所に出入口施設が設けられていた可能性を考えたが、柱穴の明確な

配置を確認できなかった。

遺物 (第 18図 )〔土器〕堆積土中より約5.4kg分 の縄文土器が出上した。遺構の項で述べたよう

に、南西壁寄りの床面で完形 。準完形の個体が出上しているが、その他は破片であり器形を復原で

きたものは少ない。24点 を掲載した [4～ 27]。 4～ 10は床面で一括出上した個体であり、後期後葉

[十腰内Ⅳ式]に属するものである。13～ 271ま堆積土から出上したものである。19は堆積土最上位

からの出上で、晩期の鉢形土器である。27は胎土に繊維を含む、前期前葉の深鉢の口縁部である。

他は後期後葉に属するものと思われる。 〔土製品〕床面で動物形土製品1点 (201)。 〔石器〕石鏃

(172)、 敲磨器類 (189。 191～ 193)。 〔石製品〕軽石製装身具1点 (205)。

時期 床面および堆積土から出土した土器、特にも床面の土器は当住居跡の時期を反映するものと

考えられる。出土土器の様相から、当住居の所属時期は後期後葉 [十腰内Ⅳ式期]と捉えておく。

S112竪穴住居跡

遺構 (第 15図 )〔位置 。検出状況〕ⅢB10 aグ リッドにおいてS X02配 石を検出・精査した後、

円形の礫配置を検出したが、 S X02の一部と認識した。しかし当該礫を外す段階で僅かに焼土が

伴うことに気付き、竪穴住居の炉跡と認定した。 〔重複関係〕直接の裁り合い関係は確認できない

が、S154と 隣接することから同住居との重複関係があるものと思われる。新旧関係は不明であ

る。 〔形状・規模〕壁はほとんど残っていないため平面形は不明であるが、S152と 同様にS X02

が当住居の附属施設である場合、北西～西の配置状況から円形基調となると思われる。 〔堆積土〕

S X02の精査過程で掘削してしまったため不明である。 〔壁・床面〕壁はほとんど残っていない。

〔炉〕石囲炉 1基を検出した。礫は西側が開いた馬蹄形に配置されている。焼上の形成は弱いが、そ

の範囲は炉の全域および開口した西側炉外に張り出している。 〔柱穴〕炉周辺および配石付近で15

個を検出した。明らかに主柱穴と思われるものはない。 〔附属施設〕西側にS X02が位置する。明

確ではないが、当住居の西側壁際に配置されていたものである可能性が考えられる。

遺物 (第 18図 ) 削剥および上述の精査過程のため、確認できた出土遺物は少ない。 〔土器〕縄

文土器 (28)。 〔石器〕削掻器 (180)が pit 2か ら出土。

時期 少量ながら後期の上器片が出土しており、後期に属するものと思われる。

S113竪穴住居跡

遺構 (第 16図)〔位置・検出状況〕ⅣBlaグ リッドにおいて、表土直下のⅣ層上面において炉

跡状組石を検出した。竪穴住居の石囲炉跡と判断し住居跡として認定した。残存状況は良くない。〔重

複関係〕新旧明確ではないが、位置関係から見てS153と 重複しているものと思われる。〔形状。規模〕

壁は確認できなかったため不明である。〔堆積土〕不明である。表土除去後に炉が検出されたことから、

削剥により消失したものと思われる。〔壁。床面〕壁は確認できなかった。床面範囲が判然としないが、

炉周辺の床面はⅣ層に相当する。特別に硬化した面は確認されていない。〔炉〕石囲炉である。礫を

東西方向平行ぎみに配置している。ごく弱い焼土が形成されている。東側は礫の並びから見て本来閉

じていたものかもしれない。西側は開いていた可能性がある。〔柱穴〕当住居に属する柱穴は確認さ

れていないが、S153の柱穴中に当住居の柱穴が混じっているかもしれない。

遺物 本住居に伴う遺物は確認できなかった。

時期 周辺の出土土器から後期の可能性が考えられるが、時期の詳細は不明である。

S114竪穴遺構

遺構 (第 17図 )〔位置・検出状況〕ⅣBlbグ リッド、調査区境界付近のV層面で検出した。 〔重関
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2 縄文時代
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2 暗褐色シルト [炉石設置痕]

c L=19930m D

汁

第16図  S112・ 13、 S X02

係〕重複する遺構はなく、単独で検出された。 〔形状 。規模〕北側の一部を検出したのみであり全体

形状は不明であるが、やや丸みを帯びた隅丸方形を基調とするようである。検出部分では直軸2.5m

以上、短軸2.lmで ある。 〔堆積土〕黒～暗褐色シルトが主体である。層中には中掠浮石および南部

浮石が混在して含まれている。調査区境の断面で確認したところ、中辣浮石純層 [Ⅲ 層]直下のⅣ層

に被覆されている。 〔壁・床面〕掘り込みは浅く、壁は床面から緩やかに外傾して立ち上がってい

る。断面で見ると浅皿状を呈している。床面はⅥ層に相当し、僅かに凹凸あるもののほぼ平坦であ

る。 〔炉〕確認した範囲では検出されていない。 〔柱穴〕検出されていない。

遺物 出上しなかった。

A       ヒ=19850m

時期 構築層位

B  から見ると中辣浮

石降下以前、南部

C    口99 50m     D 浮石降下以降の遺

竪穴覆土 A― B・ C―D
]黒 ～黒褐色シルト 草根、小石混じる

2 黄橙色パミス To Cu純 層。黒褐色Siが混入。

3 黒色シルト  To Nb 6%混入。

4 暗掲色シルト To Nb 3%混入。

5 黒色シルト  To―Nb 10%混 入。

構であるが、共伴

する遺物がないた

め詳細な位置付け

が難 しい。周辺遺

跡のこれまでの調

査事例に照 し、こ

こでは早期後半～

前期前葉と捉えて

おく。
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2 縄文時代

(2)土   坑

7基検出した。フラスコピット (SKF)、 陥し穴 (SKT)が 含まれる (番号は連番)。

S K F01土 坑

遺構 (第 19図 )〔位置・検出状況〕ⅢB2gグ リッドに位置する。 S104竪穴建物跡の精査中、床

面および壁面の一部で黒色上の広がりを検出した。 〔重複関係〕 S1041こ より南側1/2程度を、民家

基礎埋設痕により北側1/4程度をそれぞれ破壊されている。また、南西壁際で柱穴により底面下まで

破壊されている。 〔形状・規模〕本来の開口部は削剥・攪乱により破壊され、残存する「開口部」は

大きく開いており、径1.5mの円形基調の平面形である。底面も約1.7mの円形を呈している。底面付

近まで破壊されているため断面形の詳細は不明であるが、フラスコ形を呈するものと推測される。残

存する壁高は最大46cmで ある。 〔堆積土〕 3層 に大別される。上位の 1層は黒色上、下位の 2・ 3

層は流入層と壁崩落層が互層しており、自然堆積層と思われる。

遺物 出土していない

時期 時期の詳細は不明であるが、形態から見て縄文時代と推測される。

S K 02E上 坑

遺構 (第 19図 )〔位置・検出状況〕Ⅳ Aljグ リッドのⅦ層上面で検出した。 〔形状・規模〕開口

部の平面形は76× 82clllの 不整円形を基調としている。底面はほぼ平坦で、壁は直立している。深さは

26～28cnほ どである。 〔堆積土〕一部混入があるが、ロームブロックを含んだ黒褐色シル トが主体

である。人為的堆積土か。

遺物 出土していない。

時期 検出層位から縄文時代の遺構と推測されるが、出土遺物を欠き、具体の時期は不明である。

S K 03E上 坑

遺構 (第 19図 )〔位置・検出状況〕ⅣB4fグ リッドのⅥ層上面で検出した。 〔形状・規模〕開口

SKF01■ ,荒 ン` SK02■ ,荒

寺A巧

SK03■
'尤

覆土 C― D
l 暗褐色シルト To―Nb 10%混入

2 黒褐色シルト To―Nb 3%混 入

黄褐色回―ムプロック]0%混 入

C   L198 50m  D

E      L‐ 198 70m      F

＼
彰

荒B28隧点呵

覆土 A一 B
l 黒褐色シルト質砂土 To―Nb 3%混 入

2 黒褐色ンルトと黄褐色ロームの混合土

To―Nb 5%、 ロームブロック20～ 30%混入

3 黒～黒褐色ンルト To Nb 3%、 To―縫kl%混入 覆土 E一 F
l 黒掲色功 レト To―Nb 10%混入

0        1:40      1m

る
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Ⅳ 遺構

部は128× 132cIIlの 精円形である。断面形は逆台形状で、深さは最大86cm、 底面もⅥ層中に止まって

いる。 〔堆積土〕南部浮石を含んだ黒褐色上である。

遺物 出土していない。

時期 検出層位から縄文時代の遺構と推測されるが、具体の時期は不明である。

SKT 04陥 し穴

遺構 (第 20図 )〔位置・検出状況〕 I B10hグ リッドのⅧ層面で検出した。当遺構の西側部分 (全

体の3/4程度)は調査区外 (ボ ックスカルバー ト設置部分 =浄法寺町教委調査済)に廷びている。

〔重複関係〕中世以降の柱穴により裁 られている。 〔形状・規模〕セヽわゆる溝形の陥し穴の末端部

分である。今回確認できたのは全体の1/4程度、長さ約1,lmほ どである。やや不整ながら開口部幅は

1.0～ 1.lmほ どである。底面は幅15～ 20cmほ どと狭く、短軸側ではラッパ形の断面形状を呈している。

通常の溝形陥し穴に比して、やや開口部が広い。 〔堆積土〕黒褐色上の単層である。

遺物 出上していない。

時期 縄文時代の陥し穴遺構と推定される。時期判断の根拠に乏しいが、形態から判断すればこれ

までの調査事例に照らして中期以降のものと思われる。

S KT 05陥 し穴

遺構 (第 20図)〔位置・検出状況〕Ⅲ B10b・ ⅣBlbグ リッドに跨がっている。Ⅷ層面で検出し

た。 〔形状・規模〕平面はやや隅丸の長方形を呈する。壁は底面から直立しており、断面は箱形であ

る。 〔堆積土〕責褐色ロームブロックを含む黒褐色土を主体としている。西側壁寄りに暗褐色土が流

入するが、後世の攪乱か。

遺物 出上していない。

時期 縄文時代の陥し穴遺構と思われる。具体の時期は不明である。

S KT 06陥 し穴

遺構 (第20図)〔位置 。検出状況〕ⅣA2gグ リッドのⅨ層面 (八戸火山灰上層)で検出した。

〔重複関係〕新期の柱穴に裁られている。 〔形状 。規模〕開口部の平面は長楕円形で、1.2XO.6mと

細長い。底面が開口部よりやや狭く、短軸側の断面は逆台形状である。 〔堆積土〕主体はロームブロ

ックを含む黒掲色土で、底面付近には地山崩落土層が堆積する。概ねレンズ状の自然堆積的様相を示

している。

遺物 出上していない。

時期 縄文時代の陥し穴遺構と思われる。具体の時期は不明である。

SKT 07陥 し穴

遺構 (第20図 )〔位置・検出状況〕ⅢB2h・ gグ リッドのⅧ層面で検出した。検出時点では他の

溝・柱穴等との重複もあって単独の陥し穴とは気づかず、完掘した後に陥し穴と判明し遺構認定し

た。 〔重複関係〕現代の水道管設置溝、中 。近世以降の柱穴と重複し、それらに裁られている。 〔形

状・規模〕細長い溝状の平面形で、長軸約4.lm、 短軸36～ 74cmである。 〔堆積土〕上述の精査経過

だったため、堆積上の記録を欠いている。調査者の記憶では検出時点では周辺の柱穴と大差ない黒～

黒掲色土プランだったと思われるが、詳細は不明である。

遺物 出上していない。

時期 縄文時代の陥し穴遺構である。直裁的な時期判断の根拠に乏しく、詳細な記録を欠いている

ものの、形態的から判断すればこれまでの調査事例に照らして中期以降のものと思われる。
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2 縄文時代

(3)そ の 他 の 遺 構

S B 101掘 立柱建物跡

遺構 (第 15図)〔位置〕下段低位面ⅢA9i～ 9jグ リッド、S111の東側に位置する。同住居

東側の他の柱穴に含めて精査したが、現場段階では建物とは気付かなかった。後に整理段階で大径の

柱穴が並んでいることに気付き、建物跡とした。 〔規模〕l間 四方 (総長1.60m× 1.96m)の建物で

ある。 〔柱穴〕4個検出した。平面は円形および楕円形で、深さ40～55cmである。

SKT04陥 し穴 SKT07陥 し穴

SKT05陥 し六

鵠Bb
南 lm

C  い198 00m D

SKT06陥 し穴

E    に198 20m  F

∧  鵠k3g
北2HV西 lm

覆土 E―F
l 暗黒褐色シルト

2 黒褐色シルト 黄掲色ブロック30%混入

3 黄帽色日―ムブロック [地山崩落土 ]
覆土 C― D
l 暗褐色シルト

2 黒褐色シルト

下位に黄褐色ブロック20%混入

0         1m
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Ⅳ 遺構

遺物 出上しなかった。

時期 検出層位からは縄文時代

前期 より新期の遺構 (後期 P)と

推測される。 S111に 隣接 してい

ることから、関連性 をもつ ものか

もしれない。

SN 08)完土

遺構 (第21図)〔位置 。検出状

況〕ⅢB 10aグ リッドのⅣ層下

位面で検出した。 〔重複関係〕

他遺構との直接の裁 り合いはない

が、本焼上の上層にS112が構築さ

れている。検出当初はS112と 関係

するものである可能性も考えたも

のの、その構築面にあまりに高低

坐      笠  。

坤

 ◎

0       卜20      1 rn

弗21区] S N08

差があることから別個の遺構とした。 〔形状・規模〕焼土は26cm× 44cm程 の長楕円形の範囲に形成さ

れている。焼上の層厚は6～ 8cm程である。 〔堆積土〕Ⅳ層・黒褐色土を掘削した結果として検出した

もので、同層に被覆されていたと思われるが、詳細は不明である。 〔付属施設〕周辺で柱穴7個 を検

出したが、これらが本焼土に伴うのであれば、消失した竪穴住居跡の残骸だった可能性も考えられ

る。ただし、焼土周辺では床と思われる締まった面は確認できなかった。

遺物 本焼上に伴う遺物は出土しなかったが、周辺から前期の縄文土器が出上している。

時期 遺物を伴わないが、中撤浮石純層より下位で検出されたことから、縄文時代早期後半～前期

前葉にあたるものと推測される。

S X 01画己石遺構

遺構 (第 14図 )〔位置・検出状況〕ⅢA9iグ リッドの基本層序Ⅳ層面で検出した。S C03遺構面

の粗掘りの際に数個の礫が集中していることが分かり、単独の配石遺構と想定した。後にSI■が検

出され、本遺構が同住居に伴う可能性が高いことが判明した。 〔重複関係〕S111の壁際に位置して

おり、前述のとおり同住居に付随する施設と推測される。 〔形状 。規模〕16個の礫を配置している。

礫の並びは2つ の部分に別れている。主体は南側の礫群で礫12個が帯状に配されている。約1.5m離

れて北側にも4個が設置されているが少ない。南北の礫群の間には礫が設置された形跡はなく、前述

のとおりこの部分がS111出入口である可能性あることから、もともと礫がなかったものと思われ

る。 〔堆積土〕礫検出時点で堆積上の殆どを掘削してしまっていたので、詳細不明である。

遺物 (第 18図 )〔土器〕堆積土および礫周辺から縄文土器70点弱・0。 97kg分 が出土した (38～

43)。 38～ 41は後期後葉、42・ 43は前期の上器である。 〔石器〕石匙 (176)、 敲磨器 (194)。

時期 S111に付随する遺構である可能性が高いことから縄文時代後期後葉と推測される。

S X 02画己石遺構

遺構 (第 16図 )〔位置・検出状況〕S X01と 同じくⅢA9j～ ⅢB9aグ リッドのⅣ層面で検出

した。 〔重複関係〕S112と の位置関係から見て、同住居に関連するものと思われるが、明確ではな

い。 〔形状・規模〕礫20個 を配置している。南北 2つのプロックに分かれており、南側の礫13個 は弧

状に配された纏まりとして認識できるが、北側の礫は散在的である。北側は原位置を保っていないも
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一日一日

A

2 縄文時代

剥片出土状況

L=19890m
SX04 堆積土 A一 B
l 黒褐色シルト 橙色パミス3%

しまりなし

0            ■]0 50 cm

第22図  S X04

のと思われる。本配石は礫検出面が S112炉検出面 (=床面想定面)と レベル差ない。 S X01は SI
llの壁外部に設置されているが、当配石が S112に伴う場合、住居内部に構築されていた可能性が考

えられる。 〔堆積土〕S X01と 同じく、礫検出時点で堆積上の大部分を掘削してしまっており、詳細

は不明である。

遺物 (第 18図 )〔土器〕縄文土器80点弱 。0,95kgが出土した (44～ 50)。 45・ 49は前期、他は後

期の土器である。 〔石器〕配石使用礫に石皿 (199)、 磨石 (200)が含まれていた。

時期 S112に付随する遺構である可能性が高いことから縄文時代後期後葉と推測される。

S X 04剥片埋納遺構

遺構 (第 22図)〔位置・検出状況〕ⅣBlaグ リッドのV層面で複数の剥片の纏まりが検出され、

周辺を清浄したところ土坑状のプランを検出した。 〔重複関係〕南東壁際で柱穴 1個 と重複してお

り、これに裁られている。 〔形状・規模〕平面形は概ね32× 45cmの楕円形を呈しているが、やや歪ん

でいる。セクションを参照すると断面形は深さ1lcmの 皿状である。壁はV層 に相当するが、底面は

その下層のⅥ層 (南部浮石を含む黒色土)にあたっており堆積土 (Ⅳ層由来の黒褐色土)と殆ど区別

がつかなかった。そのため、断面を切る際に北半部分は掘り過ぎてしまい、底面北半部の状態は不詳

である。残存する南半部では平坦な底面である。なお、堆積土と「地山」の区別がつきづらかったこ

と、剥片の分布が北半部で希薄なこと等を踏まえると、土坑自体がもっと小さいものだった (検出時

点で平面形を誤認し掘りすぎて広がった)可能性もある (*検出状況は写真図版 8を参照)。 〔堆積

土〕Ⅳ層を起源とする黒褐色土である。

遺物 (第 85・ 86図)〔石器〕堆積土から石器素材となる剥片54点が出上、18点 に接合関係が認めら

れ、接合資料 8点が得られた。これらについてはV章で述べる。

時期 土器は共伴していないが、検出層位から見て、縄文時代早期後半～前期前葉の遺構である可

能性が高い。

V
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Ⅳ 遺構

3中 世 。近 世

(1)「吉田館」の縄張と地籍

<縄張>第 Ⅱ章で述べたとお り、吉田館は別称「カイ館」と呼ばれ、中世城館跡 として従前から周

知されていた。吉田館の縄張 りについては、梁部善次郎、沼館愛三らが現地踏査にもとづいた報告

を行っている。沼館愛三 『南部諸城の研究』 (沼館 1981、 前掲)では、吉田館について現地踏査にも

とづ く記載があるが、残念ながら図は割愛されている。また、『岩手県中世城館跡分布調査報告書』

(岩手県教委1986、 前掲)においても吉田館については一覧表での記載はあるが、その詳細について

は言及されていない。唯一、簗部善次郎 『二戸郡 。九戸郡内古城館址考』 (梁部1971、 前掲)におい

てまとまった記載と図が掲載されている。第23図が同書に掲載された当館跡の概略図である。図示さ

れた館範囲は内堀跡と思われる現市道春 日筍平線以東の東郭部分であり、西郭については括 られてお

らず、外堀 も見えない。図でいう「吉田部落」 。「畑」と記されている部分が西郭にあたる。また下

段平場SC02・ 03部分もまた範囲外 とされ、図の表現 もデフォルメされて狭 く描かれている。図示 さ

れている「八幡宮」は現状では図の場所には無 く、調査区上段北側に隣接する民家の脇に移設されて

いた。図中には主郭内の中心エリアではないかと推測される上段平場の南側段差 も表現されている。

吉田館の縄張についてその概要を見る (第 24図 )。 館は全体として東西二郭で構成されてお り、今

回調査範囲は東郭部分である。東西の郭は大規模な空堀により分かたれる。西郭は外郭 (副郭)と 思

われ、西―南側縁辺部に堀切がなされて段丘基部から切 り離されている。なお、この堀は西隣の桂平

I遺跡の調査において薬研堀であることが確認された (岩手県埋文 ,2008年度本報告予定)。 東郭部

分は上段の主曲輪 と思われる平場、およびそれを取巻 く数段の狭い帯状曲輪群か ら成る。上段平場北

側の「現道」西脇で虎口・門が確認されてお り、当館の大手は北側だったと思われる。東側には比

高約6mの崖 (切岸)を経て、吉田川に面する下段の平場が存在する。ある程度の広 さをもつもので

あるが、内部は現況では低い段差により三分されている。この下段平場の東縁は崖で、自然地形を利

用 した切岸 となっている。なお現況では構成の整地により平坦化 して識別不可能であるが、今回調

査によって切岸に沿 う箱堀の存在が明 ら

かとなった。東郭北側には、腰曲輪や犬

走 と推測される狭い平場面が複数見 られ

る。一方、南東―南側にも吉田川に落ち

込む崖沿いに、現況で通路 として利用 さ

れている小道があるが、この部分が揚手

でははないかと推測される。全体の構成

を見ると、山陵に面 した南側の防禦が手

薄で、揚手からの攻撃を想定 していない

ような印象を受けるが、当地域の館には

往々にしてある傾向だったようである。

『岩手県管轄地誌』の「御山村」の記

述の中に、御山村清水尻の「舘」は吉田

某の館跡であるという一節がある。舘Ⅱ

遺跡の報告書(岩手県埋文2006)に掲載され

,法 /寺 Fr市 衡
1蹟

/
(簗 部1971か ら引用)

尾 eR

第23図 吉田館概略図
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(明治30年調製、二戸市教委・蔵)を合成した。

*図幅の境界が一致しない箇所は、引用者の判断で修正した。

第25図 地籍図
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3 中世・近世

ている絵図「岩手県管轄陸奥国二戸郡御山村」では舘 I遺跡該当部分に「古館」との表記が見られる

ことから、「舘」とは不動館東郭部分=舘 Ⅱ遺跡のことであろう。両史料ともに明治時代のものであ

り、後世の伝承に基づくものではあるが、不動館の館主が吉田一族であった可能性はきわめて高いも

のと思われる。すなわち、吉田館と不動館とは吉田氏により普請された一姑の城館と捉えられよう。

吉田川を挟んで対向し、かつ安比川を挟んで宗家・畠山氏の本城である浄法寺城に正対するこれらの

館は、安比川に沿って延びる主街道、および吉田川沿いの脇街道を監視・防備する役割を担ったもの

だったと推測される。吉田館と同様、不動館も揚手側の防禦はあまり考えられていないようである

が、おそらくその役割に起因するのではないか。

<地籍>二戸市教委には明治30年に作成された地籍図が保管されている。第25図は「浄法寺村大字

御山」のうち、大手・桂平・海上田 。大坊 。大久保・清水尻・舘・前田を合成したものである。図幅

中には吉田館と不動館の二つの城館が含まれている。このうち、吉田館に相当する部分を見ると、吉

田館は「字大手」と「字桂平」に跨がっている。「大手」という字名から城の大手回の存在が想起さ

れるが、字大手の字界は吉田館東郭を挟んで南北両側に細長く廷びており、大手口の存在は南北いず

れなのか判然としない。大坊・海上田から崖沿いに東へ廷び、クランク状に屈曲して館上段曲輪(主

郭)へ と続いている道が確認できる。この道は現在の地形図と照合すると現在使用されている小道と

同一のものと思われ、後述の虎口は既に埋められていたものと考えられる。上段曲輸の南側は細かい

地割がなされているが、具体に何を反映したものか不明である。この部分は低い段差を経て一段高く

なっており、上段曲輪の中心部分の可能性がある。館の東郭と西郭を分ける内堀は既に道として利用

されている。館の西側縁辺部には細長く狭い地割りがあるが、この部分が桂平 I遺跡第1次調査 (前

掲、川又2007)で確認された空堀で、吉田館の外堀にあたるものである。また吉田川に沿って、宅地

および畑地となっている狭い帯状の地割が見られる。この部分は帯曲輪であろうか。SD01・ 03お よ

びSD04は 地割りからは確認できず、この時点で既に埋没(整地?)に より平坦化してしまっているもの

と思われる。本館跡は地籍図の作成された明治30年時点で主に畑地として利用されているが、既にあ

る程度宅地化が進んでいたことがわかる。今回の調査で近世の遺物も出上していることから館破却後

も何者かが館跡に居住していた可能性があり、近世以降、現代まで連綿として利用されていたことが

推測される。ともあれ、明治30年の地籍図と昭和30年の航空写真 (写真図版扉に掲載)と を見較べる

と殆ど変わりなく、少なくとも近世当時の景観が大きく改変されることなく、現在まで県たれていた

ことがわかる。

(2)平 場

平場 3面 を検出した。大別すると、 S F01切岸 とS D04堀 により区切 られた西側高位面の曲輪

と、 S D04堀 以東の低位面の曲輪の二つであると前者をS C01平場 とした。後者については、比高

差30～ 50mほ どの低い段差によりさらに高低 2面に分けられることから、高位をS C02平場、低位

をS C03平場 とした。平場面は厚さ30～40cmの 攪拌された表土・盛土層に覆われ、その直下で遺構

面であるⅧ～Ⅸ層が露出する。表土・盛土層からは縄文土器や土師器の破片が出土した。

S C 01平場

遺構 吉田館の最上位にあたる平坦面である。本平場は遺構配置から見て、その内部に性格の異な

る区画を有するものと考えられることから、 S D02虎 口以西をS C01-a、 S D02と S D01に挟ま

れた柱穴密集エリアをS C01-b、 民家進入路より東側をS C01-c、 と使宜的に区分することにす

る。調査部分は主に宅地として利用されていた場所であり、住宅基礎設置や耕作等の攪乱が全般的に
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Ⅳ 遺構

激 しい。

S C01-a平 場 (第26図 ) S C01平場の西側部分、 S D02虎口の西側面に取 り付 く平坦地であ

る。当平場西端部分については浄法寺町教委が2005年 に調査を行ってお り、今回の調査時点では既

にボックスカルバー ト設置工事が行われ削剥 されていた。町教委調査時の現況写真や地形図によれ

ば、本来は現市道 (春 日筍平線)脇 まで延びていたことがわかる。第Ⅱ章で既述 したように、現市
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Ⅳ 遺構

道部分は主郭を区画・防禦する堀 [内堀]である可能性が高いことから、堀 と虎口に挟まれ、やや張

り出した形状の平場 と解される。当平場面では焼土 l基 (S N01)、 柱穴349個 を検出し、それらの

柱穴から掘立柱建物跡12棟 (S B001～012)を想定した。主屋的な大型建物を作事するには手狭であ

り、かつ虎口に対する位置関係から、いわゆる「横矢掛 り」の平場 としての性格を帯びたものと推測

される。構築面はⅧ層人戸火山灰上層である。なお、浄法寺町教委が調査 した当平場西端部 (ボ ック

スカルバー ト設置部分)お よび南側隣接地 (民家宅地部分)では、竪穴建物跡 2棟、土坑 2基、柱穴

多数が検出されている。柱穴の中には、大径のもの 7個が直線的に並ぶ柱穴列 (建物跡 ?柵跡 ?)と

思われるものがあり、平面図から拾った限りでは掘立柱建物 6棟程度が想定できそうである。

S C01-b平場 (第 27図) S D02虎 口以東、Ⅱ B10ラ イン付近までの範囲である。当平場面は、

上段平場中で最 も遺構密度が高 く、竪穴建物跡・竪穴遺構 5棟 (S101～ 03・ 05'06)、 空堀跡 2

条 (S D01・ 02)、 焼± 4基 (S N02・ 03'06・ 07)お よび柱穴926個が検出された。柱穴群から

掘立柱建物跡42棟 (S B 013～ 054)、 門跡 1棟 (S A02)、 柱穴列 1条 (S A03)を 想定 した。

S X05土橋を挟んで対向するS D01・ 02の空堀 2条が北東 一南西方向に当平場を区切っている。ま

た、当平場の東端部分は20～ 30cmほ どの段差があ り、東側の低位面では遺構が極端に疎 らとなる。

この段差が現代の造成によるものか、中世ないしは近世段階のものなのか、判然とはしないが、遺構

の遺存状態から見て館破却後の近世以降の削剥によるものと考えられる。構築面はⅧ層である。

S C01-c平 場 (第 28図 )概 ねⅢBlラ イン以東の S C01平場東側部分で、東端は S F01切岸に

接 している。当平場面では、竪穴建物跡 l棟 (S104)、 焼± 2基 (S N04・ 05)、 柱穴529個 が

検出され、掘立柱建物跡11棟 (S B055～65)、 柱穴列 2条 (S A04・ 05)を 想定 した。西隣の S

C01-b平場に比して遺構密度は高 くないものの、大径の柱穴が多 く、それらから比較的大形の建物

が想定された。構築面は大部分がⅧ層、東側切岸側の一部がⅨ層八戸火山灰下層である。遺物は遺構

堆積上である表土層から出土 したものである。

遺物 遺構を覆う表土層から出上しているが、狭義には「遺構内」遺物ではない。 〔土器〕縄文土

器 (70・ 71)、 土師器甕 (130～ 132)、 須恵器奏 (136)。 〔陶磁器〕磁器青花碗 (142)・ 青磁

皿 (170)、 陶器碗 (154)・ 悟鉢 (162)、 土師質土器 (164)、 瓦質土器 (167)。 〔石製品〕碁

石 (208)。 〔金属製品〕円環状製品 (223)、 古銭 (239・ 247・ 261)。

時期 館に伴う遺構であり、構築時期は中世と推測される。

SC 02平場

遺構 (第 29図 ) 平坦面下段西側の S D04に 沿った中位の平場である。幅10～ 12mの狭い帯状の

平場で、西側は S D041こ 接 し、東は緩 く僅かな段差で S C03へ と連続 している。遺構面は概ね基本

層序Ⅸ層のシラスが露出するが、東側縁辺部分はⅧ層八戸火山灰上層に相当している。平場遺構面は

S D04堆積土上面から続 く整地層 (近世の地業)に より被覆されている。本平場面では、空堀 1条

(S D04)、 竪穴建物跡・竪穴遺構 3棟 (S107～ 09)、 柱穴276個が検出され、掘立柱建物跡 4

棟 (S B66～69)を 想定した。

遺物 遺構を覆う表土層から出上しているが、狭義には「遺構内」遺物ではない。 〔土器〕縄文

土器 (72～ 81)。 〔陶磁器〕磁器青花皿 (145)、 陶器鉢 (155)・ 橋鉢 (160・ 162)、 土師質土器

(164)。 〔石器〕削掻器 (181)。 〔金属製品〕刀子 (220)、 古銭 (241・ 249。 253～ 257・ 259。

263)。

時期 館 に伴って普請された遺構であ り、構築時期は中世 と推測 される。

S C 03平場
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Ⅳ 遺構

遺構 (第 30図 ) 下段低位面の平場である。本平場はごく緩い傾斜面であ り、東の吉田川に面す

る崖へと緩 く下っている。平場面は基本層序 Ⅱ～Ⅷ層へ と、緩傾斜に従って段階的に漸移 している。

本平場面では、柱穴571個が検出され、掘立柱建物跡10棟 (S B70～ 79)を 想定した。

遺物 S C01'02と 同様。 〔土器〕縄文土器 (82～ 119)。 〔陶磁器〕磁器皿 (143)、 陶器

皿 (149～ 151・ 158)・ 碗 (156)。 橋鉢 (163)。 〔石器〕石鏃 (171)、 尖頭器 (174)、 石匙

(178)、 磨製石斧 (182・ 184～ 187)、 敲磨器 (190。 196。 197)。 〔石製品〕軽石製装身具

(206)、 碁石 (209)、 砥石 (218)、 石臼 (219)。 〔金属製品〕古銭 (258)。

時期 館に伴う遺構であり、構築時期は中世と推測される。

(3)空 堀 跡

3条検出した。 S C01平場面で 2条 [S D01・ 03]、 S F01裾部で 1条 [S D04]で ある。上

位平場面の 2条は平場内の区画を企図するものと思われる。一方、 S D04は切岸と一体となってお

り、主郭である上位平場に対する区画および防禦的な性格を有するものであり、現況では判然としな

いが、館の縄張から見ると「内堀」 (現市道部分)と 連動している可能性が高い。

S D 01空堀跡

遺構 (第 31図 )〔位置・検出状況〕試掘 トレンチT12に おいて黒色上の落ち込みを検出した。黒

色土層中から須恵器片が出上したことから、その時点では古代の竪穴住居跡の可能性を考えていた。

しかし上段平場の表土除去に際して帯状に延びる黒色プランを検出、先に検出した黒色上の落ち込

みが大溝状の遺構であることが判明した。なお、精査時点でその規模・形状から大溝ではなく空堀跡

として遺構登録した。 〔重複関係〕 S102竪穴遺構と重複している。堆積土断面では明確ではない

が、 S D01堆積土中にS102床面らしき痕跡は認められなかったことから、当空堀の方が新期と捉

えた。 〔規模・形態・方向〕調査区内では主に南西一北東方向に直線的に延びているが、調査区北側

境界付近で屈曲している。調査区境のため判然としないが、概ね北西方向へと方向転換しているよう

であり、全体としてL字状となる可能性がある。検出部分の総長は約12.5mで ある。法面は人戸火山

灰上層、底面は下層シラスにあたる。ただし南西端部は人戸上層の不整合砂層が露出し、精査過程で

崩れてしまった。セクション図で見ると、断面形はV字形を呈し、いわゆる薬研堀である。堀幅1.7

～2.6m、 垂直塁壁高1.2m、 実効法高1.8mである。 〔堆積土〕主に地山崩落ブロックを含んだ黒褐

色シルトである。自然堆積的様相であり自然に埋没したものと解釈される。

遺物 (第35図 )〔土器〕堆積土から縄文土器 (32～ 36)、 土師器 (122～ 126)、 須恵器 (134)

が出上している。 〔土製品〕羽口 (203)。 〔石器〕敲磨器 (195)。

時期 S D03と対になって上段平場の一部を区画するための堀である。出土遺物は縄文・平安時

代のものであるが、館跡に付随する遺構と捉えられることから、中世に属するものと推定される。

S D 03空堀跡

遺構 (第31図 )〔位置・検出状況〕ⅡB5h～ ⅡB4hグ リッドの調査区境界付近で検出した。

プランが撹乱部分と一体化していたため、当初は空堀とは認識せず、撹乱除去後にS D01と 類似す

る落ち込みを確認し、空堀として認定した。 〔重複関係〕縁辺部の大部分を後世の撹乱により破壊さ

れている。 〔規模・形態・方向〕調査区境界際であり、かつ攪乱をうけているため明らかではない。

また残存部分も八戸上層の不整合砂層にあたるため崩落しやすい。そのためその形態を把握しきれな

かったが、S D01と 同様に薬研堀の形態をとり、S D01と 対向して北東一南西方向へと延びている

ものと推測される。セクション図で見ると、堀幅1.2m以上、垂直塁壁高1.lm、 実効法高1.4mであ
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3 中世・近世
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る。 〔堆積土〕S D01と 同様

に黒褐色シルトの単層で、自

然堆積と捉えられる。

遺物 (第 35図 )〔土器〕

不掲載であるが須恵器壺

が出土。 〔土製品〕羽口

(204)。

時期 対向す る S D01と

並存 して、上段平場の一部

を区画 す る もの と思 わ れ

る。須恵器が出土 したが、

館跡に付随する遺構 と捉えら

れることから、中世に属する

ものと推定される。

S D 04空堀跡

遺構 (第 32図 )〔位置・

検出状況〕 S F01切 岸の裾

部分に接 している。埋め戻

された混合土の帯状の広が

りとして検出した。検出部分

のうち、調査範囲の関係で幅

狭い北側1/2程度および吉田

川に面する崖沿いの南端部分

は安全対策上、法を残さねば

ならず、完掘できなかった。

〔重複関係〕北側は調査区

外へ延びている。 S107・

08よ り新 しく、それらを裁

っている。近世の地業 と思

われる整地層に被覆され、

イふ

(SC01-c)

鴇 B6d

た
凩 切岸 A― B

l 暗褐色土

しまりなし

Ⅳ 遺構

表上(1層 )

草根、礫多い

第33図  S F01

整地層を掘 り込む多数の柱穴 (近世以降)に裁られている。 〔規模・形態・方向〕検出部分の全長は

約24.5m(精査部分約13m)で ある。南端部は吉田川に面する崖面で開口していると推測される (未

完掘)。 また北側は下段平場に沿う崖部分 (切岸 ?)ま で達して開口している可能性があるものの、

現況では確認できない。断面形は概ね逆台形を呈しており、箱堀である。西側は底面の40～ 50cm程 の

段差を経て、外傾 して切岸裾部へ接続する。一方、東側法面は底面から直に外傾して立ち上がる。

堀幅3.6～ 4.2m、 垂直高1.5m、 実効法高1.8mである。堀の大凡の軸線はN-20° 一Wである。底面に

はレベル差が殆どなく概ね平坦である。 〔堆積土〕 3層 に大別される。最上位 (1層)は埋め戻しに

よる整地層である。版築ではなく全体が入戸火山灰上層ロームとにぶい黄褐色上の混合層で、堅く締

まる。この整地層は S C02に も及ぶが、当層を掘 り込む柱穴から寛永通賓 (古寛永)が出上してい

ることから、この地業の下限は17世紀前半と考えられる。中～下位層はⅨ層起源のシラスプロック
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3 中世 。近世

が多量に混入する人為的埋め戻 し層である。セクション図に示す とお り、中位層が下位層を裁ってい

る。精査時点では堀の掘 り返 しとも考えたが、本来の堆積土である下位層が雨裂により快れたものか

もしれない。

遺物 (第35図 )主 として最上位の整地層から出土した。 〔陶磁器〕瓦質土器火鉢 (166)。 〔石製

品〕石剣 (207)。

時期 館跡に付随する遺構と捉えられることから、中世に属するものと推定される。

(4)切岸・虎口・土橋

S F01切岸

遺構 (第 33図 )

〔位置・検出状況〕上段平場と下段平場の間に位置する。現況でも急斜面となっており、調査当初

から切岸として認識できた。 〔重複関係〕東側下方でS107・ 08お よびS D05・ 06が裾部分を裁って

いる。また、同じく裾部分がS D04と接しており空堀がより新しいものと思われるが、重複というよ

りは一体化しているものと捉えられる。 〔形状・規模〕地山を削剥して構築しており、切岸遺構面で

は上位が入戸火山灰上層、中～下位は同下層が露出している。検出部分の全長は約24.5m、 セクショ

ンを参照すると垂直塁壁高5.5m、 実効法高8.Omである。削剥の角度は上位で緩く約50° 、中下位で約

60° と急角度で落ち込んでいる。 〔堆積土〕主に上段から流入した表土層である。

SD02  C― D・ E一F
l 黒褐色シルト 小礫5%混入

2 黒褐色シルト

3 にぶい黄掲色シルト 締まり密

4 褐色シルト

SD02 A一 B
]表 土 (耕作土 )

2 黒褐色シルト

3 暗褐色シルト 灰自色火山灰砂ブロック3%
西側上位に灰白色火山灰砂集積層

4 黒褐色シルト

灰白色シラス、黄褐色ロームブロック5%混入

5 黒褐色シル トと黄褐色ロームブロック混上の互層

*「→」|ま緩い傾斜の方向
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Ⅳ 遺構
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第35図 遺構別出土遺物 (2)

遺物 (第 35図)〔陶磁器〕磁器 (147)・ 陶器 (157)。 〔石器〕磨石 (198)。

時期 館跡に付随する遺構と捉えられることから、中世に属するものと推定される。

S D 02虎 口跡

遺構 (第 34図 )〔位置・検出状況〕S C01-a平場の精査過程で、同平場東側1/3ほ どで黒褐色土

の広がりを検出した。 トレンチを設定して掘り下げた結果、この部分が堀状に落ち込んでいることが

わかり、「 S D02空堀跡」とした。なお、精査過程で当遺構が空堀ではなく虎口であることが判明し

たが、遺構略号は変更していない。現況では平坦に整地されており、当虎口の存在を全く予想できな

かった。 〔重複関係〕直接の重複関係ではないが、当虎口東側に隣接して現状の上段への登り口であ

る小道が開削されている。 〔形状・規模〕全体として堀状の落ち込みとなっている。西側は法面の立

ち上がりを経てS C01-aに 連続し、東側は低い塁壁状の高まりを介して現況の小道に接する。東側

を中心に深い雨裂溝により破壊されており、詳細が不明な部分も多い。底面の平坦面はpitl～ 3以南

でやや膨らんでおり、底面全体が北側に向かって緩く傾斜している。南側は一段高くなっているが、

やはり緩く北側へと傾斜している。 〔堆積土〕 1層 は耕作土、 2～ 4層 は人為堆積の埋め戻し層であ

り、主として西側のS C01-a方 向から纏まった単位で流入している。 3層 はシラスが主体であり、

不自然な堆積様相を示す。一方、 5層はブロック状のシラスが混入する複数の細分層で構成され、主

として東側からの流入と捉えられる。 5層についても人為によるものと思われるが、法面の崩落によ

る可能性もあり、はっきりしない。 6層 は雨裂溝の堆積上であり人為か (補修の痕跡 ?)。 〔壁・

底面〕西壁は傾斜角40° で外傾してS C01-a面へと連続し、下方側のセクションA― Bで見ると、

実効法高4.5m、 垂直塁壁高3mを 測る。東壁は外傾して高さlmほ ど立ち上がって段をなした後、東

脇の上塁状の高まリヘと続 く。底面東縁を中心として雨裂による深い快れが見られる。底面は北側

1/2が一段低 く、かつ北側へ緩く傾斜している。この段差は中央付近でやや膨らんで幅が広がってい

る。 〔附属施設〕底面で4個、法面で 5個、南側上段部分で 2個の柱穴を検出した。底面で検出した

pitl。 2は 本遺構に付随する門跡を構成するものと推測される (S A01)。 また、底面からの登 り日
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3 中世 。近世

が付設されていた可能性が考えられるが、雨裂による撹乱が激しいため明らかではない①

遺物 当遺構を覆う表土層から陶磁器 (147'157)、 磨石 (198)が出上しているが、確実に伴う

もとは云えない。

時期 門を伴った上段平場 (主郭)への出入り施設である。堆積土の様相から (少なくとも上位層

については)意図的に埋め戻されたと判断できるが、これは館の廃絶にともなう所産と思われる。な

お、当虎口が埋め戻された後に、 S C01-b西 側縁辺を削って新たに真直ぐな登り口 〔現道〕を開削

したものと思われる。遺物を伴わないため、本虎口が構築され機能した時期を直裁的には判断できな

い。ただし、館全体に係る年代観から見て、機能時期は中世に収まるものと推測される。館の廃絶時

期は浄法寺城廃絶とほぼ同時期と推測されることから、本遺構の所属時期の下限は16世紀末頃と思わ

れる。

S X05三上橋

遺構 (第27・ 31図 )〔位置・検出状況〕二つの空堀 S D01・ S D03の プラン検出時点で、それら

が連結せずにその間に掘り残し部分があることがわかり、当該部分を土橋と解釈した。ⅡB6gグ リ

ッド南西隅付近にあたる。 〔重複関係〕多数の柱穴が重複しているが、直接的には新旧関係不明であ
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Ⅳ 遺構

る。 〔形状・規模〕空堀掘削時に地山ローム (八戸火山灰上層)を掘り残したものである。後世に削

平されている可能性はあるものの、確認した部分ではほぼ平坦な面をなしている。その幅は最短部分

で1.5mである。 〔堆積土〕堆積土断面の記録を欠くが、表土直下で検出したことから、表土層 (I

層)に被覆されていたと思われる。

遺物 当遺構に伴う遺物は確認されていない。

時期 中世に属するものと推定される。

(5)柱 穴群 ・掘立柱建物跡 ・門跡・柱 穴列

調査区の全域で多数の柱穴が検出された。 S C01-bの S D01・ 03に よる区画内部において、特に

密な分布を示している。総数2,651個 である。柱穴としたものの中には柱痕・柱アタリが確認できな

い小径なものが多く、本当に柱穴なのか確信の持てないものが多くある。逆に、小規模な土坑とも解

釈できるものもあるが、柱痕・柱アタリが無いものが多いことも相Triっ て、「大きな柱穴」と「小さ

な土坑」の分類基準が曖味で煩雑となるため便宜的に一括して「柱穴」とした。これらの柱穴から建

物等の構築物を抽出した結果、掘立柱建物跡76棟、門跡 2棟、柱穴列 [塀跡]4条が確認された。な

お、前述のとおりの調査経過だったため、これらの建物跡・柱穴列は野タト段階ではごく一部しか確認

できず、その殆どが室内整理段階において平面図上で検討し組み立てたものである。

桂穴群

遺構 (第 26～30図 ) 検出した柱穴の総数は2,651個 [S C01-aで 349個、同bで 926個 、同 c

で529個 、 S C02で 276個、 S C03で 571個 ]であり、そのうち717個 (27.1%)が掘立柱建物跡・柱

穴列・門跡に関わるものである。残りの1,934個 (72.9%)は建物を想定できなかった。なお、調査

では遺物が出上した柱穴にのみ番号を付した (S C01:S K P01～ 86、 S C02:S K P141～ 144、  S
C03:S K P103～ 140。 145～ 153)。 開口部径15～ 90cmと 幅があるが、主体は径30cm程 度のもの

である。柱痕跡 。柱アタリは径15cm=約 5寸程の円形のものが主である。大径のものはS C01-c

に多く、他の柱穴よりも新しい傾向がある。それらについては近世以降のものか。深さは15～ 70cmで

ある。

遺物 (第 36図 )〔土器〕堆積土から縄文土器・土師器・須恵器が出土している。掲載分の概略

のみ触れる。縄文土器はS K P37・ 44。 70。 104・ 115。 116・ 126・ 128・ 129。 140。 142・ 146で

出土。S K P32・ 38で土師器、14。 26で須恵器が出土。 S K P38で は中国銭と共伴している。 〔陶

磁器〕S K P30。 32・ 34・ 46・ 50・ 53・ 61で青磁、 S K P50で は中国銭と共伴している。 SKP
58で津州窯系青花。 S K P30か ら美濃大窯産陶器が出上した。 〔石器〕 S K P70で石錐 ?、 153で磨

製石斧。 〔石製品〕 S K P39・ 78・ 109。 129で 出土。 〔金属製品〕S K P12・ 65で角釘、60で廷ベ

煙管。 〔古銭〕 SKP3・ 5・ 7・ 13・ 16。 19・ 20。 27・ 38・ 50。 66で 中国銭および銀銭、 SKP
76。 85。 144では寛永通賓。 S K P144柱痕部で古寛永 5点が一括出上した。

掘立柱建物跡

柱穴群から抽出・想定できた掘立柱建物跡は78棟である。うち 1棟は近代以降と推測されることか

らここでは除外する (S B 078)。 柱穴からの出土遺物には、縄文時代 。古代・中世 。近世の各時代

のものがあるが、建物の形態等から見て、想定した掘立柱建物跡の殆どが中世以降に属するものと思

われる。柱穴からの出土遺物は少なく、かつすべての出土遺物が一義的にその建物の時期を決定する
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3 中世・近世

ものとは云えないが、中世以降の遺物についてはその建物の時期を反映するものと敢えて捉えた。さ

もなくば、殆どの建物が「時期不明」となるからである。中・近世と推測される掘立柱建物跡77椋の

分布状況を見ると、 S C01の a地区12棟、同b地区42棟、同c地 区11棟、 S C02平 場 4棟、 S C03平

場 9棟である (第 37・ 41・ 42・ 50・ 54・ 88図 )。 柱穴分布の多寡に照応 して、 S C01-b地 区に建

物跡が密集している。前述のとおり、各建物を構成する柱穴には柱痕跡・柱アタリが確認されないも

のが多い。そのため、建物の柱間寸法計測にあたっては計測ポイントを柱穴の範囲内で寸法がm単位

で小数点以下 2桁が「0」 または「5」 となるよう任意に設定した (故に図示した、 1尺 =0,303mと

した場合の換算値には端数が生じている)。 なお、以下の記載においては、建物を構成する柱穴の直

接の裁 り合いについて主に言及し、建物範囲の重複および間接的な裁 り合いについては極力記載を省

いた。特にS C01-bにおいて顕著であるが、これらを列挙することによる煩雑さを避けるためであ

る。ただし時期判断に際してはその限りではない。建物と他遺構との重複関係、および推測される所

属時期については第60図 に示した。

S B 001掘 立柱建物跡

遺構 (第 38図 )〔位置〕 S C01-a平場の北西隅に位置している。他の建物との直接の裁 り合いは

ない。 〔規模〕北側が調査区外へと廷びている。また西側の浄法寺町教委調査部分に対応する柱穴が

存在することから西側へも延びているものと捉えられた。北側の様相が不明なため全体規模は不明で

あるが、検出部分では梁行 2間 (総長4。 15m)× 桁行 4間 (総長7.85m)の 総柱建物と推測される。

主軸方向はN-71° ―Eである。 〔柱穴〕11個検出した。また浄法寺町教委調査区において、本建物

を構成すると思われる柱穴 1個が検出されている。平面形は略円形・楕円形、一部不整形のものを含

む。柱痕は確認されていない。

遺物 出上していない。

時期 古代以降と思われるが、詳糸田な時期は不明である。

S B 002掘立柱建物跡

遺構 (第 38図 )〔位置〕 S C01-a平場中央北寄りに位置する。他の建物との直接的萩 り合いはな

い。 〔規模〕梁行 2間 (総長4.35m)× 桁行 3間 (総長5。75m)の総柱建物である。主軸方向はN―

70° 一Eである。 〔柱穴〕12個検出した。平面形は円形・楕円形である。柱痕は確認されなかった。

遺物 出土していない。

時期 古代以降と思われるが、詳細な時期は不明である。

S B 003掘 立桂建物跡

遺構 (第38図 )〔位置〕 S C01-a平場中央部に位置する。 S B 009と 柱穴の載 り合いがあると

思われるが (柱穴B4)、 明確には捉えられず、新旧不明である。 〔規模〕梁行 2間 (総長4.35m)

×桁行 3問 (総長6.20m)の総柱建物である。主軸方向はN-29° 一Wを とる。 〔柱穴〕12個検出し

た。平面形は楕円形である。柱痕は検出されなかった。

遺物 出上していない。

時期 時期不明である。

S B 004掘 立桂建物跡

遺構 (38図 )〔位置〕 S C01-a平場中央部西寄りに位置する。西側の一部が浄法寺町教委調査

部分へと廷びており、町教委の調査で本建物を構成すると思われる柱穴が検出されている。 S B 008

に裁られている。S K T01と 重複し、これを裁っている。 〔規模〕梁行 2間 (総長3.95m)× 桁行 3

間 (総長5。95m)の総柱建物である。主軸方向はN-31° 一Wである。 〔柱穴〕調査区内では10個
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3 中世 。近世

検出した。また町教委調査区でも対応する柱穴 2個が確認されてお り、使用 した柱穴は合計12個であ

る。平面形は円・楕円形が主であるが、不整形なものもある。柱痕は確認されなかった。

遺物 柱穴 2B(SKPl)で 縄文土器が出土した。

時期 時期不明である。

S B 005掘 立柱建物跡

遺構 (第 39図 )〔位置〕 S C01-a平場中央～南部に占地する。 S B 012を 裁る。また柱穴痕跡が

不明瞭であるが S K T01を教っている。 〔規模〕梁行 2間 (総長4.10m)× 桁行 3間 (総長7.50m)

である。主軸方向はN-25° ―Wである。 〔間取り〕 l間 ×3間 の 2室で構成されている。 〔柱穴〕

10個検出した。平面形は精円および不整形である。柱痕は確認されていない。

遺物 (第 36図 )柱穴2B(SKP5)で 永楽通費 (233)が出土。

時期 出土遺物から見て中世 (15世紀以降)である。

S B 006掘 立柱建物跡

遺構 (第39図 )〔位置〕 S C01-a平場南部に位置する。南側のD列が調査区境に接し、かつ東

側が「現道」により掘 り込まれており、建物がさらに南または東側に延びていた可能性もある。 S

B010・ 011を 裁っている。 (規模〕上記のとおり全体の形状が不明確であるが、検出部分では梁行 3

間 (総長6.90m)× 桁行 3間 (総長6.60m)の建物として把握された。主軸を南北方向と考えれば、

軸線はN-22° 一Wである。 〔間取り〕 l間 ×3間、 2間 ×2間、 1間 ×2間の各 l室で構成される。

〔柱穴〕13個検出した。平面形は主に精円形である。柱痕は確認されていない。

遺物 柱穴 lD(SK P3)で輪銭 (237)、 4C(S KP9)で縄文土器が出上した。

時期 出土遺物およびS B010を裁ることから、中世の建物跡と推測される。

S B 007掘 立柱建物跡

遺構 (第39図 )〔位置〕 S C01-a平場中央部西寄りに位置する。 S B0091こ裁られ、 S B010お

よびS K T01を 裁っている。 〔規模〕梁行 1間 (総長1.55m)× 桁行 2間 (総長4.10m)を測る、小

形の建物である。主軸方向はN-68° 一Eである。 〔柱穴〕 6個検出した。平面形は主に精円形で、

柱痕は確認されない。

遺物 出土していない。

時期 S B010よ り新しい建物であり、中世以降である。

S B 008掘 立柱建物跡

遺構 (第 39図)〔位置〕 S C01-a平場中央部西寄りに占地する。 S B004を裁る。 〔規模〕梁行

1間 (総長3.90m)× 桁行 3間 (総長7,70m)の建物である。主軸方向はN-18° 一Wである。 〔柱

穴〕 8個検出した。平面形は楕円形である。柱痕は未確認である。

遺物 出上していない。

時期 古代以降であるが、具体の時期は不明である。

S B 009掘 立柱建物跡

遺構 (第40図)〔位置〕 S C01-a平場南半部に占地する。南側D列が調査区境に接しており、さ

らに南側へと廷びているかもしれない。 S B 007を 裁っている。 〔規模〕調査区外へと廷びる可能性

あるが、検出部分では梁行 3間 (総長6.15m)× 桁行 3間 (総長6.75m)の建物である。主軸方向は

N-18° 一Eである。 〔間取 り〕 2間 ×3間、 1聞 ×3間の各 1室からなる。 〔柱穴〕13個検出した。

平面形は精円形、柱痕は確認されない。

遺物 出土していない。
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3 中世・近世

時期 S B007お よび S B010と の重複関係から、中世以降の建物である。

S B 010掘 立桂建物跡

遺構 (第40図 )〔位置〕 S C01-a平場南東部に位置する。 S B006・ 007・ 012と 重複し、それ

らに裁られる。 S B 003・ 004,005'008・ 009と 重複しているが、柱穴の裁り合い無く、新旧関係

は不明である。 〔規模〕梁行 2間 (総長4.00m)× 桁行 2間 (総長4.90m)で ある。主軸方向はN―
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Ⅳ 遺構

22° 一Wである。 〔柱穴〕 8個検出した。平面形は略円形である。柱痕は確認されない。

遺物 出土していない。

時期 S B012と の重複関係から、中世と推測される。

S B 011掘立柱建物跡

遺構 (第 40図)〔位置〕S C01-a平場南東部に位置する。南側は調査区外へと延びていると捉え

られる。また東側もS D02虎日の掘り込みに接することから、もともと東側にも延びていた可能性も

残る。 S B 003・ 005'006・ 008～ 010・ 012と 重複する。 S B 006に裁られており、本建物がより

古い。他の 6棟は本建物柱穴との重複関係が観察されず、新旧関係は不明である。 〔規模〕上記の

とおり全体の規模は不明であるが、検出部分では梁行 2間 (総長3.95m)× 桁行 2間 (総長3.5m)

である。主軸方向はN-23° 一Wである。 〔柱穴〕 6個検出した。平面形はほぼ円形で、柱痕は確認さ

れていない。

遺物 出上していない。

時期 S B006と の重複関係からみて、中世と推測される。

S B 012掘立柱建物跡

遺構 (第 40図 )〔位置〕 S C01-a南東部、 S D02虎 口の掘 り込み部分に接している。東側へと

廷びていたと思われるが、 S D02の掘り込みにより消失したものと思われる。 S D02。 S B 005に 裁

られ、 S B 010を 裁る。またS B003・ 006,009'011と 重複するが、新旧関係不明である。 〔規

模〕検出部分では、梁行 1間 (総長2.00m)× 桁行 3間 (総長5.65m)で、主軸方向はN-27° ―W
である。 〔柱穴〕 6個検出した。平面形はほぼ円形、柱痕は未確認である。

遺物 柱穴 lA(S K P04)で 縄文土器 2点出土。

時期 S B 005と の重複関係から中世以前である。

S B 013掘 立柱建物跡

遺構 (第43図 )〔位置〕 S C01-b北東部に位置する。北東隅で S101と 重複していた可能性が

高く、 S101堆積土中に柱穴が確認できなかったことから、より古いものと推測される。 S N07を

裁る。 〔規模〕梁行 2間、桁行 4間の総柱建物である。梁間総長5,70m、 桁行総長9。20mを 測る。主

軸方向はN-13° ―Wである。 〔柱穴〕13個 を検出した。一部不整なものもあるが、概ね楕円形であ

る。

遺物 出土していない。

時期 S101と の重複関係から見て、中世以前である。

S B 014掘 立柱建物跡

遺構 (第 43図 )〔位置〕S C01-b北東部に位置する。 S B 021・ 024、 S101を裁り、 S B0181こ

我られる。 〔規模〕梁行 1間 (総長3.75m)× 桁行 3間 (総長8.65m)で 、主軸方向はN-12° ―W
である。 〔柱穴〕8個検出した。平面形は楕円形が主で、一部不整形を含む。いずれも柱痕はない。

遺物 出上していない。

時期 本建物を裁るS B018は 中世に属するS B015。 020よ り古い。よって本建物は重複関係か

ら中世以前に属するものである。

S B 015掘 立柱建物跡

遺構 (第43図 )〔位置〕S C01-b北東部に占地する。 S A031こ 裁られ、S B019を裁っている。

〔規模〕梁行 2間 (総長4,15m)× 桁行 3間 (総長7.50m)、 主軸方向はN-71° ―Eと 大きく東へと

振れている。 〔柱穴〕10個検出した。平面形は概ね円形で、柱痕は確認されていない。
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3 中世・近世
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3 中世 。近世

遺物 (第 35図)柱 穴 4A(S K P53)か ら青磁破片 (140)が 出土。

時期 出土遺物から見て、中世16世紀代である。

S B 016掘立柱建物跡

遺構 (第43図)〔位置〕 S C01-b北東隅に位置する。 S B0201こ機られる。 S101に も裁 られて

いると思われるが、不確実である。 〔規模〕梁行 1間 (総長1.70m)× 桁行 3間 (総長6.35m)。 主

軸方向はN-69° ―Eである。 〔柱穴〕 7個を検出した。精円形平面の小径なものばかりである。柱痕は

確認できない。

遺物 出上していない。

時期 中国産青磁が出土した S B 020よ り古いことから、中世以前の建物である。

S B 017掘立桂建物跡

遺構 (第43図)〔位置〕 S COl一 b北東に位置する。 S B013を 裁 り、 S B 0241こ裁 られる。 〔規

模〕梁行 1間 (総長2.05m)× 桁行 3間 (総長6.15m)、 主軸方向はN-74° 一Eである。 〔柱穴〕 8

個検出した。平面形は不整な楕円形である。柱痕はない。

遺物 出上していない。

時期 建物相互の重複関係から、中世16世紀以前である。

S B 018掘立柱建物跡

遺構 (第 44図 )〔位置〕 S C01-b東 側に位置する。 S B019に裁 られる。また S B014と 重複

し、はっきりしないが裁っていると思われる。 〔規模〕梁行 1間 (総長1.80m)× 桁行 2間 (総長

4.00m)で、主軸方向はN-75° 一Eである。 〔柱穴〕楕円形平面の6個 を検出した。柱痕は確認され

ない。

遺物 出上していない。

時期 本建物を萩るS B019が中世の S B015。 020よ り古いことから、中世以前である。

S B 019掘立柱建物跡

遺構 (第44図)〔位置〕 S C01-b東側に位置する。 S B018と 重複し裁っている。 S B015に裁

られる。またS B020・ 014と 重複し萩られているようであるが、はっきりしない。 〔規模〕梁行 2

間 (総長4.40m)× 桁行 4間 (総長7.85m)で、主軸方向はN-73° 一Eである。 〔間取 り〕 2間 ×3

間の 1室、およびその南面に 1間の庇が取り付 く。 〔柱穴〕13個検出した。平面形は楕円形および不

整形で、柱痕は確認されていない。

遺物 柱穴 2C(S K P54)で 土師器、 4B(S K P48)・ 5A(S K P41)で 縄文土器が出土

している。

時期 中世に属するS B015。 020に我られていることから、本建物も中世以前に属する。

S B 020掘立桂建物跡

遺構 (第44図 )〔位置〕 S C01-b東側に占地する。 S B016・ 019お よびS101を裁っている。

〔規模〕梁行 2間 (総長3.90m)× 桁行 4間 (総長7.15m)で、主軸方向はN-13° 一Wである。 〔間

取 り〕 2間 ×3間の 1室、北面に 1間の庇 Pが付随している。 〔柱穴〕11個検出した。平面形は不整

な楕円である。柱痕はない。

遺物 (第 36図)柱 穴2A(S K P46)で 青磁皿片 (138)が 出土した。

時期 出土遺物から見て中世16世紀代に属するものと推定される。

S B 021掘立柱建物跡

遺構 (第44図 )〔位置〕 S C01-b東側に位置する。 S B013を裁 り、 S B014に より裁 られる。
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3 中世・近世

〔規模〕梁行 1間 (総長2.05m)× 桁行 3間 (総長7.30m)で ある。主軸方向はN-64° 一Eを とる。

〔柱穴〕 8個検出した。平面形は円形および楕円形である。柱痕は確認されていない。

遺物 出土していない。

時期 建物相互の重複関係から、中世以前である。

S B 022掘立柱建物跡

遺構 (第44図 )〔位置〕 S C01-b南東寄 りに占地する。 S106お よび S D01と 重複 して、明確

ではないが、それらにより裁られているものと思われる。 〔規模〕梁行 1間 (総長2.45m)× 桁行 3

間 (総長6.50m)で、主軸方向はN-89° 一Eである。 〔柱穴〕 6個検出した。平面形は略円形で、い

ずれも柱痕はない。

遺物 (第 36図)柱穴4B(S K P59)で白磁皿が出土。

時期 S D01よ り古い可能性もあり、出土遺物を加味すると、中世～近世と推測される。

S B 023掘立桂建物跡

遺構 (第44図 )〔位置〕 S C01-b東側に位置している。S B013と 重複し、それより古い。 〔規

模〕梁行 1間 (総長1.30m)× 桁行 2間 (総長4.50m)の 小形建物で、主軸方向はN-66° ―Eであ

る。 〔柱穴〕略円形の6個 を検出した。柱痕は確認されていない。

遺物 柱穴 lB(S K P56)で 縄文土器が出土。

時期 建物相互の重複関係から中世以前である。

S B 024掘立柱建物跡

遺構 (第45図 )〔位置〕 S C01-b中 央付近に位置している。 S B 014・ 017・ 026と 裁 り合い関係

にあり、 S B014に 裁られ、後 2者を裁っている。 〔規模〕梁行 2間 (総長3.55m)× 桁行 3間 (総

長5.35m)である。北東隅柱を欠くが、総柱建物と思われる。主軸方向はN-74° 一Eである。 〔柱

穴〕11個検出した。平面形は楕円形基調である。柱痕はない。

遺物 出上していない。

時期 建物相互の重複関係から中世以前である。

S B 025掘立柱建物跡

遺構 (第45図)〔位置〕 S C01-b中 央東寄 りに占地する。 S B028を 裁る。 〔規模〕梁行 2間

(総長4.30m)× 桁行 3間 (総長5.90m)、 主軸方向はN-23° ―Wである。 〔間取 り〕 2間 ×2間の

建物北面に、 1間 の庇が付随する。 〔柱穴〕10個検出した。平面形は略円形で、柱痕はない。

遺物 柱穴2A(S K P40)で 縄文土器が出上した。

時期 16世紀代の S B 028よ り新しく、同じく中世と推測されるS B 020よ り古いことから、中世

の範疇に収まる建物である。

S B 026掘立柱建物跡

遺構 (第45図 )〔位置〕 S C01-b中央部北寄 りに位置する。 S B033'025を裁っている (後者

については不確実)一方、 S B024に裁られている。 〔規模〕南東隅は調査区境界付近にあたるが、

確認部分では2間 (総長3.60m)× 2間 (総長4.00m)の 方形平面の建物と思われる。南―北を主軸

線とすれば、N-24° 一Wと 西に偏する。 〔柱穴〕 7個検出した。平面形は円形基調である。柱痕は

確認されていない。

遺物 出土していない。

時期 建物相互の重複関係から中世である。

S B 027掘立柱建物跡
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3 中世 。近世

遺構 (第 45図 )〔位置〕S C01-b中央付近に位置する。S B028が 重複し、本建物が裁られる。

〔規模〕 2間 (総長3.60m)× 2間 (総長3.55m)の ほぼ方形平面の建物である。南一北を主軸線と

すれば、軸はN-10° 一Wである。 〔柱穴〕 7個検出した。平面形は円形基調で、柱痕はない。

遺物 柱穴2A(S K P35)で上師器が出上した。

時期 本建物を裁るS B0281よ 16世紀代であり、それより古期の建物である。

S B 028掘立柱建物跡

遺構 (第45図 )〔位置〕S C01-b中央北側に占地する。 S B 039を 裁る。またS B019・ 025に よ

り裁られる。 〔規模〕北側は調査区外へと延びているものと見られる。調査範囲では、梁行2間 (総

長3.55m)× 桁行 2間 (総長4.60m)以 上、である。主軸方向はN-27° 一Wである。総柱の建物かも

しれない。 〔柱穴〕精円形の柱穴8個を検出した。柱痕はない。

遺物 (第 36図 )柱穴3A(S K P37)で縄文土器 (51)、 2B(S K P30)で青磁皿 (137)。

陶器皿 (159)が 出土した。1371ま龍泉窯産、1591ま 美濃大窯の灰釉丸皿で、16世紀代のものであ

る。

時期 出土遺物か ら見て、中世 (16世紀代)と推定される。

S B 029掘立柱建物跡

遺構 (第45図 )〔位置〕 S C01-b中央付近に位置する。 S B 039と 重複し、これを裁っている。

〔規模〕梁行 1間 (総長1.90m)× 桁行 3間 (総長5。75m)と 東西方向に細長い建物である。主軸方

向はN-81° ―Eで、ほぼ東西方向に沿う。 〔柱穴〕 8個検出した。平面形は円形で、柱痕は確認され

ていない。

遺物 出土していない。

時期 不明である。

S B 030掘立柱建物跡

遺構 (第 46図 )〔位置〕 S C01-b中央南側、 S D01沿 いに位置する。 S B024お よびS N06を裁

り、 S B019・ 031・ 035・ 038に より裁 られる。 〔規模〕梁行 2間 (総長4.00m)× 桁行 4間 (総

長7.20m)、 主軸方向はN-11° ―Wである。柱穴 5Bを欠くが、総柱の建物か。 〔柱穴〕14個検出し

た。平面形は殆どが不整形である。柱穴2A、 3C、 4Cで径10～ 25cmの 円形柱痕が確認された。

遺物 (第 36図)柱 穴3A(S K P61)で 中国産青磁 (169)が出上した。柱穴 3C(S K P44)

で縄文土器片 (53)が 出上した。他に lA(S K P29)、 4B(S K P64)、  lC(S K P43)で

縄文土器が出上している。

時期 青磁片が出土しており、中世16世紀代に属するものと思われる。

S B 031掘立柱建物跡

遺構 (第 46図 )〔位置〕 S C01-b中央部分に占地している。S B S B033・ 037・ 042と 裁 り合い

関係にあり、 S B 033を 裁 り、後 2者により裁られる。 〔規模〕梁行 1間 (総長2.55m)× 桁行 3間

(総長5。90m)で、主軸方向はN-13° 一Wである。 〔柱穴〕 7個検出した。平面形は略円形である。

柱痕はない。

遺物 柱穴 1△ (S K P33)、 2A(S K P36)で縄文土器が出上した。

時期 近世の S B 042よ り古く、近世以前である。

S B 032掘 立柱建物跡

遺構 (第46図 )〔位置〕 S C01-b南側空堀寄りに位置する。 S D01と 重複して裁られるが、他

の建物との重複は見られない。 〔規模〕南部は調査区外へと廷びているものと思われる。確認部分で
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3 中世・近世

は、梁行 2間 (総長4。25m)、 桁行は不明確であるが 2間 (総長4.45m)以上、と推測される。主軸

方向はN-8° 一Wである。 〔柱穴〕 5個検出した。平面形はほぼ円形である。柱痕はない。

遺物 出土していない。

時期 S D01よ り古い建物であり、中世以前と推測される。

S B 033掘 立柱建物跡

遺構 (第 46図 )〔位置〕 S C01-b中央部を縦貫して占地している。 S B 038お よびS B031・

026と 裁 り合い関係で、前者を裁 り、後 2者によって裁られる。 〔規模〕梁行 2間 (総長4.00m)×

桁行 5間 (総長10.50m)で ある。主軸方向はN-12° 一Wである。 〔間取 り〕 2間 ×2間の方形平面

1室、 2間 ×3間の総柱部分 1室である。 〔柱穴〕17個検出した。平面形は略円形である。柱痕は確認

されていない。

遺物 (第 36図)柱 穴 lB(S K P27)で無文銭 (235)、 6B(S K P73)で縄文土器が出土。

時期 無文銭が出上しており、中世に属する可能性がある。

S B 034掘 立桂建物跡

遺構 (第 46図) 〔位置〕 S C01-b中 央南寄りに位置する。S B 030,043を 裁って、 SB
S B 038に 裁られる。 〔規模〕梁行 2間 (総長4.00m)X桁行 3間 (総長7.70m)、 主軸方向はN―

67° 一Eである。 〔柱穴〕11個検出した。平面形は円形および楕円形で、柱痕は確認されていない。

遺物 出土していない。

時期 建物相互の裁り合い関係から、中世16世紀代である。

S B 035掘 立柱建物跡

遺構 (第 47図 )〔位置〕 S C01-b北西側に占地する。 S B 030を 裁 り、 S B 037に 裁 られてい

る。 〔規模〕梁行 2間 (総長3.50m)× 桁行 3間 (総長4.90m)で、主軸方向はN-69° ―Eと 大きく

東へ偏する。 〔柱穴〕 9個検出した。平面形はほぼ円形、柱痕はない。

遺物 柱穴4B(S K P21)で縄文土器 2点が出土した。

時期 16世紀代のS B 030を 裁ることから、本建物は中世に属すると思われる。

S B 036掘立柱建物跡

遺構 (第47図 )〔位置〕 S C01-b北 西隅付近に位置する。他の建物との直接的な裁 り合いはな

い。 〔規模〕梁行 1間 (総長1.85m)× 桁行 2間 (総長4.10m)、 小形の建物である。主軸方向はN
-77° 一Eである。 〔柱穴〕 6個検出した。平面形は略円形である。柱痕は検出されていない。

遺物 柱穴 lA(S K P28)で 土師器、 3B(S K P24)で 縄文土器が出土。

時期 不明である。

S B 037掘 立柱建物跡

遺構 (第47図 )〔位置〕 S C01-b北西部、調査区境界に沿う形で占地する。 S B035を裁ってい

る。 〔規模〕梁行 1間 (総長1.90m)× 桁行 4間 (総長7.10m)、 東西に細長い建物である。主軸方

向はN-72° ―Eである。 〔柱穴〕ほぼ円形の10個検出した。柱痕はない。

遺物 (第 36図 )柱 穴 lA(S K P32)で土師器 (128)が 出土。砂底の奏である。

時期 出土遺物から見ると古代以降であるが、平面形は古代の建物とは考えづらく、中世以降か。

S B 038掘立桂建物跡

遺構 (第47図 )〔位置〕 S C01-b西 側に占地する。 S B025・ 030・ 034・ 044を 裁 り、SB
033・ 048に より裁られている。 〔規模〕梁行 2問 (総長5,15m)× 桁行 4間 (総長8.00m)、 主軸

方向はN-14° 一Wである。 〔聞取り〕 2間 ×2間 2室に間仕切られている。 〔柱穴〕12個検出した。
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3 中世・近世

平面形は略円形である。柱痕はない。

遺物 出土していない。

時期 16世紀代の S B 030を 裁 り、中世の S B033に 裁 られていることから、中世に属するもので

あろう。

S B 039掘 立柱建物跡

遺構 (第47図 )〔位置〕 S C01-b西側に位置する。 S B044を 裁 り、 S B029に より裁られてい

る。 〔規模〕梁行 1間 (総長2.15m)× 桁行 3間 (総長5.40m)で、主軸方向はN-71° 一Eである。

〔柱穴〕円形の8個 を検出した。柱痕はない。

遺物 出上していない。

時期 重複関係から中世以降である。

S B 040掘 立柱建物跡

遺構 (第47図 )〔位置〕 S C01-b南 西寄 りに占地している。 S N02を裁る。 S B038に より萩

られているようであるが、不明確である。 〔規模〕梁行 l間 (総長2.35m)× 桁行 3間 (総長6.60

m)、 主軸方向はN-62° 一Eである。 〔柱穴〕 7個検出した。平面形は円形および楕円形である。

柱痕はない。

遺物 出上していない。

時期 中世のS B033よ り古く、中世に属するものである。

S B 041掘 立柱建物跡

遺構 (第47図 )〔位置〕 S C01-b中 央部西寄 りに位置し、 S B 028と 重複して裁られている。

〔規模〕梁行 1間 (総長2.90m)× 桁行 3間 (総長6.00m)である。主軸方向はN-61° 一Eを とる。

〔柱穴〕 8個検出した。平面形は円形で、柱痕は検出されていない。

遺物 出上していない。

時期 16世紀代のS B0281こ 裁られていることから中世・16世紀以前である。

S B 042掘 立柱建物跡

遺構 (第48図 )〔位置〕 S C01-b南 側中央、 S D03沿いに占地する。 S B031を 裁っている。

〔規模〕梁行 1間 (総長2.30m)× 桁行 3間 (総長6.30m)である。主軸方向はN-82° ―E、 ほぼ東

西方向を主軸としている。 〔柱穴〕楕円形基調の7個 を検出した。柱痕はない。

遺物 (第 36図) 3A(S K P60)で延べ煙管 (222)が出上した。また柱穴2A(S K P63)で

縄文土器が出土。

時期 出上した煙管の年代観から、近世の可能性が高い。

S B 043掘 立柱建物跡

遺構 (第48図 )〔位置〕 S C01-b南 西部に位置する。S B033・ 034・ 038と 裁 り合い関係にあ

り、それらによって裁られている。 〔規模〕梁行 2間 (総長3.40m)X桁行 4間 (総長8.10m)、 主

軸方向はN-68° 一Eである。 〔間取 り〕 1間 ×4間 の棟北西面に 1間の庇が付いているものと思わ

れる。 〔柱穴〕13個検出した。平面形は略円形で、柱痕はない。

遺物 出土していない。

時期 S B033(中 世)よ り古いことから、中世以前である。

S B 044掘 立柱建物跡

遺構 (第 48図 )〔位置〕 S C01-b北西調査区境界部分に位置している。 S B033・ 038・ 039に よ

り裁られる。 〔規模〕北側が調査区外へと延びているものと思われるが、検出部分では梁行 3間 (総
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3 中世 。近世

長6.60m)× 桁行 2間 (総長4.15m)以上である。南北方向を主軸と捉えると、主軸はN-29° ―Wで

ある。 〔柱穴〕 9個検出した。平面形は楕円形で、柱痕はない。

遺物 出上していない。

時期 S B 033(中世)よ り古いことから、中世以前である。

S B 045掘立桂建物跡

遺構 (第48図 )〔位置〕 S C01-b西側に占地する。 S B050を 裁 り、 S B 0491こ より裁られる。

〔規模〕梁行 2聞 (総長3.45m)× 桁行 2間 (総長4.50m)、 主軸方向はN-81° ―E、 総柱建物であ

る。 〔柱穴〕楕円形の柱穴 9個 を検出した。柱痕はない。

遺物 出土していない。

時期 建物相互の裁 り合い関係から見て中世に属すると思われる。

S B 046掘 立柱建物跡

遺構 (第 48図 )〔位置〕 S C01-b北 西隅に位置する。他の建物との直接の載 り合いはない。 〔規

模〕西側が平場西縁側へと延びていたと思われるが、当該部分が撹乱により崩落しているため、詳細

不明である。検出部分は梁行 2間 (総長3.95m)X桁行 2間 (総長5.50m)以 上で、主軸方向はN―

57° 一Eである。 〔柱穴〕 5個検出した。平面形は略円形である。柱痕は検出されなかった。

遺物 出土していない。

時期

S B 047掘 立柱建物跡

遺構 (第 48図)〔位置〕 S C01-b西 部に占地している。 S N03を裁 り、 S B 050・ 054に より裁ら

れている。 〔規模〕梁行 l間 (総長2.15m)× 桁行 4問 (総長5.85m)、 主軸方向はN-63° ―Eで

ある。 〔柱穴〕 8個検出した。平面形は一部不整なものを含むが、円形基調である。柱痕はない。

遺物 柱穴4B(SKP15)で 縄文土器 2点が出土した。

時期 S B054(中世)よ り古く、中世以前である。

S B 048掘立柱建物跡

遺構 (第 49図 )〔位置〕 S C01-b西側に位置する。 S B051と 重複し、蔵られている。 〔規模〕

梁行 1間 (総長1.80m)× 桁行 2間 (総長4.10m)、 主軸方向はN-28° ―Wである。 〔柱穴〕 6個

検出した。平面は円形で、柱痕はない。

遺物 柱穴3A(S K P17)で縄文土器が出土した。

時期 建物相互の裁 り合い関係から見て、中世である。

S B 049掘立柱建物跡

遺構 (第49図 )〔位置〕 S C01-b西側に占地する。 S B 045を 裁 り、 S B 038に裁られている。

〔規模〕梁行 2間 (総長3.30m)× 桁行 2間 (総長3.85m)で ある。主軸方向はN-27° ―Wである。

〔柱穴〕 8個検出した。平面形は円形および楕円形であり、柱痕は確認されていない。

遺物 出土していない。

時期 建物相互の裁 り合い関係から見て、中世である。

S B 050掘立桂建物跡

遺構 (第 49図 )〔位置〕 S C01-b西側中央付近に位置する。 S B 045'047を 裁っている。 〔規

模〕梁行 1間 (総長2.55m)× 桁行 3間 (総長6.15m)、 主軸方向はN-62° 一Eである。 〔柱穴〕 7

個検出した。平面形は円形および楕円形である。柱痕は検出できなかった。

遺物 出土していない。

-76-



is     7__■_    4
120■iSl    t20■ 22)  12●7ねあ

札

89      46
(207、 OOJ   (20678)

ヽ
０
０
（一０
一ミ
）

Ｆ

膿

ド

ー
一に

烙

ド

庁

陰

Ｌ

ф
】０
（
】『
０
●
）

声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

一　

　

〕
き
ａ
や
９
　
　
　
一　

　

■
ざ
ａ
言
）

一　

　

　

学
さ
ｏ
鴛
二

|・∝

“

491・ 45修791
3.10(lα2働

A          B       c

1 185(611)11ユ 5(479)|

3130(1090)

Ⅳ 遺構

０
絣

（き

３
）

A         B
1 205077)|

m

キ柱間寸落の表示イム「

“

は )」 を示す。
率柱穴脇の数字は「深さ im、 (底面標高 im)」 を示す。

k2●7171   1207i;

(20700)     ~`・ ′

� 41
120696)

・９
４０
伽

務1。  扇争 m語

浄

1第49図  S B048～054

-77-



3 中世・近世

時期 建物相互の裁 り合い関係から見て、中世の可能性がある。

S B 051掘 立柱建物跡

遺構 (第49図 )〔位置〕 S C01-b南西寄りに占地している。 S B048を 裁っている。 〔規模〕梁

行 2間 (総長3.10m)× 桁行 3間 (総長5,15m)で 、主軸方向はN-29° 一Wである。 〔柱穴〕 9個

検出した。平面形は略円形である。柱痕はない。

遺物 出土していない。

時期 不明である。

S B 052掘 立柱建物跡

遺構 (第49図 )〔位置〕 S C01-b南西部に位置する。 S B054・ 047を 裁る。 〔規模〕梁行 1間

(総長1.85m)× 桁行 2間 (総長4.90m)、 主軸方向はN-24° 一Wである。 〔柱穴〕楕円形の柱穴 6

個を検出した。柱痕はない。

遺物 出土していない。

時期 中世のS B054よ り新しいことから、中世以降の建物である。

S B 053掘 立柱建物跡

遺構 (第 49図 )〔位置〕 S C01-b北西部に占地している。他の建物との直接の裁 り合いがない。

〔規模〕西側の平場西縁側へと延びていたものと思われるが、当該部分の平場縁辺の崩落により消失

したものと思われる。確認部分では、南北を軸線と仮定した場合、梁行 1間 (総長2.05m)以 上×桁

行 3間 (総長6.35m)で、主軸方向はN-24° 一Wである。 〔柱穴〕 7個検出した。平面形は概ね円形

である。柱痕は確認されていない。

遺物 柱穴2A(SKP18)、  lB(S K P25)か ら縄文土器が出土。

時期 不明である。

S B 054掘 立柱建物跡

遺構 (第49図 )〔位置〕 S C01-b北西部分に占地している。 S B047お よびS N03を裁 り、 SB
052に 裁られる。 〔規模〕 S B053同 様、本来西側へと延びていた可能性がある。検出部分では、梁

行 l間 (総長1.75m)以上×桁行 2間 (総長4.70m)、 主軸方向はN-17° 一Wである。 〔柱穴〕 5

個検出した。平面形は楕円形および不整形で、柱痕はない。

遺物 (第 36図 ) 柱穴 3B(S K P19)で 古銭 (228)。 北宋 。熙寧元費の銀銭である。

時期 出土遺物から中世に属するものと推測される。

S B 055掘 立柱建物跡

遺構 (第51図)〔位置〕 S C01-c中央部に占地する。 S B 058・ 060,061、 S104と 重複 し、

これらを裁っている。また S B 056・ 057'059'065、 S A05と 重複しているが、裁 り合い関係に

無 く、新旧関係不明である。 〔規模〕梁行 3間 (総長8.00m)× 桁行 6間 (総長12.95m)、 西面に

庇が付 く建物である。庇を含めた梁行総長7.90mで ある。庇を含めて梁側の間尺は概ね6.5尺 と整正

である。主軸方向はほぼ南北方向、N-7° ―Wである。 〔間取 り〕 3間 ×2間の3室から構成され、西

面に庇または廊下と思われる 1間 ×6間の空間が付随する。 〔柱穴〕23個検出した。平面形は略円形

で、開口部規模は70～ 85cmと 比較的大径である。庇側Al。 2・ 4・ 6で径20～ 25cmの 円形柱痕が確認

された。またE4では底面で根固めと思われる礫が検出されている。

遺物 (第36図) 柱穴 6A(S K P84)で 陶器鉢 (153)、 3C(S K P83)で土師器が出土し

た。他に5B(S K P80)、 7D(S K P79)、 4E(S K P82)か ら縄文土器、陶器片が出土。

時期 重複関係から他の掘立柱建物跡および竪穴建物跡を裁っており、より新しい時期の遺構であ
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3 中世・近世

る。出土遺物から近世に属する可能性がある。

S B 056掘 立柱建物跡

遺構 (第 51図 )〔位置〕 S C01-c北 西部に占地する。 S B055・ 057・ 060と 重複している。SB
055に裁られる。 〔規模〕梁行 l間 (総長2.85m)× 桁行 2間 (総長5.60m)である。主軸方向はN一

33° 一Wである。 〔柱穴〕円形・楕円形の6個 を検出した。A3で径25cmの 円形柱痕を確認した。

遺物 出上していない。

時期 建物相互の裁 り合い関係から見て、近世以前の建物である。

S B 057掘立桂建物跡

遺構 (第52図 )〔位置〕 S C01-c西側に位置する。 S B056、 S104を裁る。S B055。 060と

重複するが、新旧関係は不明である。 〔規模〕梁行 1間 (総長4.85m)× 桁行 6間 (総長12.95m)

で、主軸方向はN-10° 一Wである。 〔柱穴〕12個検出した。平面形は円形基調である。A3・ 4・ 6

で柱痕 (径25～35cmの 円形)、 B3では底面で柱アタリを確認した。

遺物 (第 36図 ) 柱穴 6A(S K P85)で寛永通費 2点 (250。 252)。 ともに「新寛永」であ

る。4B(S K P81)か ら縄文土器。

時期 出土遺物から見て近世、18世紀後半以降である。

S B 058掘 立柱建物跡

遺構 (第 51図 )〔位置〕 S C01-c中 央部付近に占地する。 S A05を裁 り、 S B55に裁られる。

〔規模〕梁行 2間 (総長4.00m)× 桁 3行間 (総長6.35m)で、総柱の建物である。主軸方向はN
-78° ―Eである。 〔柱穴〕11個 を検出した。平面形は楕円形を基調とする。柱痕は確認できなかっ

た。

遺物 出土していない。

時期 建物相互の裁 り合い関係から見て、近世以前である。

S B 059掘 立柱建物跡

遺構 (第 51図 )〔位置〕 S C01-c中 央部に位置する。 S B055。 058'060、 S A05と 重複す

る。柱穴の裁 り合いがないため、他の建物との新旧関係は不明である。 〔規模〕梁行 l間 (総長2.10

m)X桁行 2間 (総長4.25m)の小形建物である。主軸方向は大きく西に振れており、N-82° ―Eを

とる。 〔柱穴〕楕円形の5個を検出した。柱痕は確認されていない。

遺物 出上していない。

時期 不明である。

S B 060掘立柱建物跡

遺構 (第52図 )〔位置〕 S C01-c中 央西寄りに占地する。 S B055'0571こ裁られている。 〔規

模〕南面 3間 (総長6.35m)× 西面 3間 (総長7.25m)の総柱建物である。主軸方向はN-80° 一Eと

大きく東へ振れる。 〔柱穴〕16個検出した。平面形は円形および楕円形で、柱穴2Dで径20cmの 円形

の柱痕を確認した。

遺物 出土していない。

時期 S B055よ りも古いことから見て、近世以前の建物である。

S B 061掘 立柱建物跡

遺構 (第52図 )〔位置〕 S C01-c中央南側、調査区境界付近に位置している。 S B055に 裁ら

れる。 〔規模〕梁行 1間 (総長1.85m)× 桁行 3間 (総長5.95m)、 主軸方向はN-83° 一Eである。

〔柱穴〕楕円形平面の8個 を検出した。柱痕は確認されていない。
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3 中世・近世

遺物 出上していない。

時期  S B 055よ りも古いことから見て、近世以前の建物である。

S B 062掘 立柱建物跡

遺構 (第 52図)〔位置〕S C01-c東縁辺、 S F01切岸寄りに位置する。 〔規模〕梁行 2間 (総長

3。90m)× 桁行 4間であるが、桁側は東面総長9。30m・ 西面総長9。80mと 異なり歪んでいる。主軸方向

はN-18° 一Wである。 〔柱穴〕13個検出した。平面形は円形と不整形のものがある。柱痕はない。

遺物 出上していない。        _
時期 不明である。

S B 063掘 立柱建物跡

遺構 (第 53図)〔位置〕S C01-c南東部、 S F01切岸寄りに位置し、南端の柱穴A4が調査区境

にかかる。さらに南側へと延びる可能性もある。S B62と 重複するが、新旧関係は不明である。 〔規

模〕梁行 1間 (総長2.70m)× 桁行 3間 (総長8.10m)、 主軸方向はN-19° 一Wを とる。 〔柱穴〕8

個検出した。平面形は楕円形基調で、柱痕は確認されていない。

遺物 出土していない。

時期 不明である。

S B 064掘 立柱建物跡

遺構 (第 53図)〔位置〕 S C01-c北東部に占地している。調査区境界に近く、北側調査区外へと

廷びる可能性ある。他の遺構との重複はない。 〔規模〕南東隅柱を欠くが、梁行 1間 (総長2,70m)

×桁行 3間 (総長6.30m)、 主軸方向はN-73° 一Eと 推測される。 〔柱穴〕円形平面の6個 を検出

した。B4底面において径20cm円形の柱アタリが確認できた。

遺物 出上していない。
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Ⅳ 遺構

時期 不明である。

S B 065掘 立柱建物跡

遺構 (第 53図 )〔位置〕S C01-c北西部に位置する。他の遺構との重複はない。 〔規模〕梁行 l

間 (総長1.40m)× 桁行 3間 (総長5.50m)、 細長い平面形を呈している。主軸方向はN-22° 一Wで

ある。 〔柱穴〕径60～ 100cmと 大径な8個 を検出した。平面形は円形および楕円形である。柱痕は確

認されなかった。

遺物 出土していない。

時期 不明である。なお、柱穴掘 り方の大きさや他の柱穴との様オロの違いから見て、単なる植栽痕

の可能性もある。

S B 066掘 立柱建物跡

遺構 (第 57図 )〔位置〕 S C02北側に位置する。 S C02の 遺構面 (八戸火山灰下層 ;Ⅸ層)で検

出した。北西隅が調査区外に延びている。重複する遺構はないが、中央部を撹乱されている。 〔規

模〕北西の隅柱が調査区外にあり、梁行 1間 (総長3.70m)× 桁行 3間 ?(総長6.70m)を呈するも

のと推測される。主軸方向はN-82° ―Wである。 〔柱穴〕 5個検出した。平面形は円形および楕円

形である。柱痕は確認されていない。

遺物 出上していない。

時期 検出面から見て少なくとも中世以降だが、詳細は不明である。

S B 067掘 立柱建物跡

遺構 (第 57図 )〔位置〕 S C02中央付近のⅨ層面で検出した。 S B068。 S D04と 重複してお

り、本建物が新しい。 〔規模〕梁行 1間 (総長2.20m)× 桁 2行間 (総長3.95m)で、主軸方向はN
-16° ―Wである。 〔柱穴〕 6個検出した。平面形は円形である。柱痕は柱穴2Aで確認され、柱痕部

分から古銭 5点が一括出上している。地鎮的な意味で埋納したものと理解される。

遺物 (第 37図)柱 穴 2A(S K P144)柱 痕部堆積上で寛永通費 5点 (242～ 246)が 出土し

た。いずれも「古寛永」である。

時期 古銭の出土状況から見て、近世17世紀前半に属するものと推定される。

S B 068掘 立柱建物跡

遺構 (第57図 )〔位置〕 S C02中 央部のⅨ層面に位置する。柱穴 2Aが S B067の 柱穴 2Aと 重

複し、裁られている。 S D04の 堆積上を裁っている。 〔規模〕梁行 l間 (総長1.30m)× 桁行 2間

(総長3.65m)で 、主軸方向はN-20° 一Wを とる。 〔柱穴〕 5個検出した。平面形は円形で、柱痕は

確認されていない。

遺物 出上していない。

時期 S B067よ り古 く、S D01よ り新しいことから考えると、近世に属するもので下限は17世

紀前半である。

S B 069掘 立柱建物跡

遺構 (第57図 )〔位置〕 S C02中 央付近、主にⅢ B7bグ リッドに占地する。 S D04の 堆積上を

裁っている。 〔規模〕梁行 1間 (総長1.3m)× 桁行 2間 (総長3.65m)、 主軸方向はN-88° 一Wで

ある。 〔柱穴〕 6個検出した。平面形は円形を呈する。柱痕はない。

遺物 出土していない。

時期 S D04と の関係から見て、同堀埋没後に構築された中世以降の建物である。

S B 070掘 立桂建物跡

-85-



3 中世・近世

鵬
Ａ

調査区外

+
◎ ◎

謬
S B066

仲
か
◎

◎

◎

⑨
嗚

水道管 ?設置溝

荒 IB6も 亀

◎

(S D04堆 積上 )

*未完掘部分

◎

◎

◎

札lDe b

⑥  8

◎
　

◎

◎

③◎
◎

十

+

⑥や
ｑ
ｃ

②
◎ 。

◎  ④

謂

も

③

◎

:IIB 6 b

◎ ⇔ ◎

⑥
 ◎

◎

思 PSB06Γ

◎
◎

◎
◎
餌

◎

◎    、
、       |@◎ 6∴4罐→ψ

◎

◎

◎

ぜ 嗜

螂

◎  ◎

-86-

第54図 掘立柱建物跡配置 (4)

十



Ⅳ 遺構
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第56図 建物跡集成 (4)

遺構 (第 57図 )〔位置〕 S C03北 東隅、Ⅳ A2d～ fグ リッドに広がる。 S B076に載られる。 S

B071～ 075と 重複するものの、直接の裁 り合いがないため新旧関係は不明である。 〔規模〕梁行 1

問 (総長2.95m)× 桁行 3間 (総長10.55m)の細長い建物で、主軸方向はN-5° 一Wである。 〔柱

穴〕不整円形の7個を検出した。柱痕はない。

遺物 出土していない。

時期 平場普請以降の建物で中世以降ではあるが、具体は不明である。

S B 071掘 立柱建物跡

遺構 (第 57図 )〔位置〕 S C03北東隅、ⅣA2eグ リッドに位置する。S B070・ 072・ 073と 重

複するが、裁 り合いは認められず、新旧不明である。 〔規模〕梁行 1間 (総長2.20m)× 桁行 2間

(総長3.4m)、 小型の建物である。主軸方向はN=87° 一Eで、ほぼ東西方向に軸を有する。 〔柱

穴〕 6個検出した。平面形は円形・楕円形を基調とする。柱痕は確認されていない。

遺物 出土していない。

時期 平場普請以降の建物で中世以降ではあるが、具体は不明である。

S B 072掘 立柱建物跡

遺構 (第 57図 )〔位置〕 S C03北 東隅、ⅣA2d・ eグ リッドに位置する。 S B074を散る。他に

S B070。 071'073・ 075と 重複するが、直接の裁 り合いは見られない。 〔規模〕 3間 四方 (総長

5.50m× 5.80m)の ほぼ方形平面の建物である。主軸方向はN-4° ―Wを とる。 〔柱穴〕10個 検出し

た。平面形は楕円形を基調としている。柱痕は確認されてない。

遺物 出土していない。

時期 平場普請以降の建物で中世以降ではあるが、具体は不明である。

S B 073掘 立柱建物跡

遺構 (第 58図 )〔位置〕 S C03北東隅、ⅣA2d。 2eグ リッドに跨がって占地している。 SB
070～ 072・ 074・ 075と 重複しているが、柱穴の裁 り合いが無いため新旧不明である。 〔規模〕梁行

1間 (総長3.15m)× 桁行 2間 (総長4.20m)、 主軸方向はN-12° ―Wである。 〔柱穴〕 5個検出し

た。平面形は楕円形および不整形である。柱痕は確認されていない。

遺物 出上していない。
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3 中世 。近世

時期 平場普請以降の建物で中世以降ではあるが、具体は不明である。

S B 074掘立柱建物跡

遺構 (第58図 )〔位置〕S C03北東隅、Ⅳ A2eグ リッドに位置する。 S B 075に裁られている。

S B070・ 072・ 073と も重複するが、新旧関係不明である。 〔規模〕梁行 1間 (総長3.3m)× 桁行

2間 (総長m)、 主軸方向はN-83° 一Wである。 〔柱穴〕不整な楕円形平面の6個検出した。柱痕は

確認されない。

遺物 出土していない。

時期 平場普請以降の建物で中世以降ではあるが、具体は不明である。

S B 075掘立桂建物跡

遺構 (第58図 )〔位置〕S C03北東隅、Ⅳ A2eグ リッドに位置する。 S B070・ 072,073・ 074と

重複するが、直接の教り合いはない。 〔規模〕梁行 1間 (総長1.85m)× 桁行 2間 (総長4.15m)

の建物である。主軸方向はN-86° 一Wで、ほぼ東西軸をとる。 〔柱穴〕6個検出した。平面形は円
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Ⅳ 遺構

形・楕円形で、柱痕はない。

遺物
.―

出土していないo

時期 平場誓請必降の建物
―
で申世i以降ではある|が、具体は不明である。

S B1076掘 立桂建4吻跡

遺構 (第 58図 )〔位1置〕 S C03北側、WA2ro gグリツドに踏がつて位置する。僅かにS B040

を裁っている。 〔規模〕梁行 2間 (総長3郷n)×桁行 4聞 (総長465m)の総柱 P建物である。主

軸方向はN-3° 一Wである。 〔柱穴〕13個検出した。平面形は楕円形および不整形である。柱痕は確
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3 中世・近世

認されていない。

遺物 3A(S K Pl14)で 縄文土器が出土 している。

時期 平場普請以降の建物で中世以降ではあるが、具体は不明である。

S B 077掘 立柱建物跡

遺構 (第58図 )〔位置〕 S C03北側、Ⅲ A10g～ⅣAlgグ リッドに跨がって占地する。他の建

物との重複はない。 〔規模〕 2間四方 (総長5,25m× 4.70m)の方形平面の建物である。主軸方向は

N-4° ―Wである。 〔柱穴〕 7個検出した。平面形は円形を基調とするが不整形のものを含む。柱痕

は確認されていない。

遺物 (第 36図 )〔土器〕柱穴3C(SKP■ 6)か ら縄文土器の尖底部 (60)が出上した。

時期 出土遺物から縄文時代前期より新しい。平面型式から見て縄文時代の遺構とは考えづらく、

中世以降と推測される。

門跡

2個一対の柱穴 2組であり、その位置を加味して「門跡」と判断した。

S A 01 Ftti跡

遺構 (第59図 )〔位置〕 S D02虎 口跡の底面、虎口東側の塁壁上で大径柱穴を検出し、その規模

と位置から虎回の門を構成するものと判断した。 〔規模〕柱穴 2個一対で構成される。柱間寸法は

約2.3mで ある。なお、pit 2では不明瞭ながら建て替えの痕跡があった。Pit lに は見られないことか

ら、pit lを 再利用する形で門の立て替えが行われ、新旧2時期の変遷を辿った可能性がある。 〔柱

穴〕楕円形平面で、規模はそれぞれ1.6m× 1.2m、 0,7m× 0.8mで ある。 2個 ともに径25～ 30cmの 円

形柱痕が確認された。深さは大きく異なるが、底面水準高はほぼ同じである。

遺物 出土していない。

性格 虎口に伴う門跡である。柱穴の構成から冠木門と推測される。なお、この門以南は虎国内の

法幅がやや広がっており、いわゆる「内桝形」の虎日となっている。

時期 虎口に伴う施設であり、中世に属するものである。

S A 02F弓 跡

遺構 (第59図 )〔位置〕 S C01-b平場南側、 S D01・ 03空堀およびS X05土橋の北側に位置し

ている。柱穴の規模 (径が大きい)お よび空堀・土橋との位置関係等から門跡と考えた。 S106を

裁っている。 〔規模〕大径の柱穴 2個で構成される。柱間寸法は約4.Omである。 〔柱穴〕 2個 とも

に楕円形平面である。柱穴規模はそれぞれ1.Om× 0.7m、 1.Om× 0.6mと 似通っている。柱痕は検出

されなかった。

遺物 出上していない。

性格  S D01・ 031こ よる区画エリアヘの出入り口に設けられた門跡である。柱穴の構成から冠木

門と推測される。

時期 館に伴う施設と推測されることから、構築時期は中世である。

柱穴列

概ね直線的に配列する複数個の柱穴であり、 3条を抽出した。

S A 03オ主穴列

遺構 (第59図 )〔位置〕 S C01-b北東部分、ⅡB6eグ リッドに位置する。 S B015を 裁る。
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3 中世・近世

〔規模〕柱穴 4個で構成され、総長5.5m、 柱間寸法1.8～ 2.Om、 軸方向はN-80° 一Eである。 〔柱

穴〕平面形は径20～40cmの 円形および楕円形である。柱痕は確認できなかった。

遺物 出土していない。

時期 柱穴からの出土遺物がなく時期判断の材料を欠く。青磁破片 (肥前産 ?)が出上したSB
015よ り新しいことから近世以降であるが、時期詳細は不明である。

SA 04柱穴列

遺構 (第 59図)〔位置〕 S C01-c中央部北縁付近に位置する。 〔規模〕柱穴 6個で構成されてお

り、総長約10。5m、 柱間寸法は1.8～ 2.5m、 軸方向はN-81° ―Eである。 〔柱穴〕平面形は円形で、

径25～ 40cmと 小径である。柱痕はない。

遺物 出土していない。

性格 本柱穴列の南側にはS B056が 占地しており、位置関係や軸線から見て同建物に付随する塀

を構成するものだった可能性がある。

時期 直接的な時期判断材料を欠いており、時期不明である。なお、 S B 056に 伴う場合は近世以

前に属するものとなる。

S A 05オ主穴列

遺構 (第 59図 )〔位置〕S C01-c中央南寄り、ⅡB 2fグ リッド付近に位置する。 〔規模〕柱穴5

個で構成されている。総長約7.5m、 柱間寸法は1.8～2.Omで ある。軸方向はN-80° 一Eである。 〔柱

穴〕平面形は径20～ 40cmの略円形である。柱穴 2で径20cmの 円形の柱痕が検出された。

遺物 柱穴 1(S K P86)で縄文土器が出上した。

性格 本柱穴列の北側にS B060が 占地している。その位置関係や軸線から、同建物跡に付随する

塀跡だった可能性がある。

時期 時期判断の根拠が薄く、時期不明である。 S B 060に 伴う場合は近世以前である。

(6)溝  跡

S D 05,首跡

遺構 (第61図 )〔位置 。検出状況〕 S D04空 堀とS F01切 岸の間に位置する。 S D04の 精査に際

して、堀縁辺部に沿って筋状に延びる暗褐色土のブランを検出した。 〔重複関係〕 S107・ 08と 重

複しており、それらを散っている。 〔規模・形態・方向〕 S D041こ 沿って南北方向に延びている。

南側は吉田川沿いの崖まで達して開口しているものと思われるが、当該部分については安全対策上、

調査を行っていないため不詳である。確認した部分は延長約15mで ある。断面は逆台形で、深さは

28cmである。堆積土上面では確認できなかったが、底面には柱穴状の凹みが不明瞭ながらも複数見

られる。空堀と切岸の間という位置関係を考えれば、防禦性を高めるための布掘りの柵跡である可能

性が高い。 〔堆積土〕シラスブロックを僅かに含む暗褐色上の単層である。

遺物 (第 65図 ) 縄文土器 (37)。 上師器奏 (127)。

時期 S D04空堀に付随する柵跡と推測されることから、中世に属するものと考えられる。

S D 06溝跡

遺構 (第61図 )〔位置・検出状況〕S D05と ともに検出した。S D05と 同様にS D04と S F01の

間に位置している。 〔重複関係〕S107と 重複し、それを載っている。 〔規模・形態 。方向〕SD
05と平行しているが、北側では本溝は消失している。確認した部分の延長は約6.2mで ある。断面逆台

形であるが深さ約8cmと 浅く、底面では柱穴状の凹みは確認されていない。 〔堆積土〕シラスブロッ
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3 中世・近世

クを僅かに含む暗褐色上の単層である。

遺物 出上していない。

時期 遺物を欠き、判断材料に乏しい。堀との関連性から中世に属する可能性がある。

S D 07溝跡

遺構 (第61図 )〔位置・検出状況〕S D02東側の上塁状の高まり部分に位置する。 〔重複関係〕

他遺構との裁り合いはない。 〔規模・形態 。方向〕確認部分は北西―南東方向へと廷びている。総長

6.8m、 深さ15cm程である。はっきりしないが、部分的に柱穴状の痕跡があり、布掘りの柵跡の可能性

がある。 〔堆積土〕シラス混じりの暗褐色土の単層である。

遺物 出上していない。

時期 具体の時期は不明である。S D02に 関連する柵跡とすれば、中世に属する可能性がある。

S D 08溝跡

遺構 (第 61図 )〔位置 。検出状況〕S D02東側の上塁状の高まり部分に位置する。 〔重複関係〕

新期のpitと 重複している。他遺構との裁り合いはない。 〔規模・形態・方向〕確認部分は北西―南東

方向へと延びている。総長6.8m、 深さ15cm程である。 〔堆積土〕シラス混じりの暗褐色上の単層であ

る。

遺物 出土 していない。

時期 具体の時期は不明である。 S D021こ 関連するものとすれば、中世に属する可能性がある。

(7)竪穴建物跡 。竪穴遺構

竪穴遺構は9棟 [竪穴建物跡 4棟、竪穴遺構 5棟]を検出した。S C01平場面に6棟、S F01切

岸裾部分に2棟、S C02平場面に1棟が分布する。これらの竪穴には炉・カマドは一切付設されてい

ない。両者の平面形は類似しているが、床面の柱穴の有無により分離し、柱穴を伴うものを「竪穴建

物跡」、柱穴のないものを「竪穴遺構」とした。

S101竪穴遺構

遺構 (第62図 )〔位置・検出状況〕上段平場 S C01‐ b中央北側、ⅡB6e～ ⅡB7eグ リッドに

位置する。表土を除去した際、地山ロームブロックを多量に含む黒褐色土のプランを検出した。 〔重

複関係〕東壁付近が水道管設置滞により破壊されている。また多数の柱穴と重複している。当遺構プ

ラン検出時点で柱穴を識別できなかったことから、それらよりも新しいものと捉えられる。ただし、

柱穴と堆積上が似ているため、見落としている可能性もある。 〔形状・規模〕北側が調査区外へと延

びていることから全体の形状は明らかではないが、確認部分から見て、方形基調であると推測され

る。規模は検出部分で南北1.7m。 東西2.9mを 測る。 〔堆積土〕堆積上の主体は、地山ロームをブロ

ック状に含んだ黒褐色土である。人為堆積であり、当遺構は一気に埋め戻されたものと解釈される。

〔壁・床面〕壁は人戸火山灰上層に相当し、壁高は20～ 30cm。 床面も壁同様人戸火山灰上層に相当

するが砂層で、この砂は人戸火山灰上層中に介在するものである (第 Ⅱ章 3で既に述べた)。 〔柱

穴〕検出されていない。ただし床面が砂層だったため、見落とした可能性も否定できない。

遺物 出上していない。

時期 判断根拠に乏しいが、構造や堆積上の様相から中世～近世に属するものと思われる。

S102竪穴遺構

遺構 (第 62図)〔位置・検出状況〕ⅡB7gohグ リッド、S C01-b平場の遺構面 (八戸火山灰

上層)に おいて検出した。当該グリッドでS D01プ ランが不整に広がっていることから、竪穴との
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Ⅳ 遺構

S I01 A― B、 C― D
i 暗褐色砂質切レト (表■)

2 黒褐色シルト To H(U)プ ロック10%混入

び
°

ヒ=20780m

Ｑ

％①
郡

σ
ヽ
η

S102 A― B、 C― D
l 黒褐色シルト To H(Llブロック混入
2 SDOi幅  覆上

竪穴 平 断面

1:60

第62図  S 101 ・02

重複として把握した。 〔重複関係〕北側でS D01と 重複し裁られている。また床面で検出された柱

穴群については、これを裁っているものと思われるが、堆積土が似ていることから見落とした可能性

もあり、不確実である。 〔形状・規模〕西側については削剥のため、北側はS D01に よる破壊で、

それぞれ壁・床面ともに消失している。残存する部分を参照すると、方形を基調とする平面形状だっ

たものと思われる。検出部分の規模は、南北3.8m。 東西2.5mである。 〔堆積土〕削平により全体に

薄く残るのみであるが、白みがかったパミス粒を含む黒褐色上である。 〔壁・床面〕壁は人戸火山灰

上層相当で外傾し、壁高10～ 15cmで ある。床面には人戸火山灰上層に不整合に混入する細砂層が露

出している。 〔柱穴〕床面で検出された柱穴状ピットのうち、壁に沿って配された5個が本遺構に伴

うものと思われる。

遺物 出土していない。

時期 時期判断の根拠に乏しいが、中世～近世に属する可能性あるものと捉えておく。

*柱 間寸法は、「m(尺 )」 を示す
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3 中世・近世

S103竪穴建物跡

遺構 (第 63図 )〔位置 。検出状況〕 S C01‐ b南東側、Ⅱ B2fグ リッド南東隅付近に位置する。地

山である黄褐色ロームの小ブロックが多量に混入する暗褐色上の広がりを検出。当初は撹乱とも思え

たが、精査の結果、竪穴であることが判明した。 〔重複関係〕他遺構との重複なく、単独の遺構であ

る。 〔形状・規模〕南側が僅かに調査区外に延びるが、確認部分から見て東西3.lm。 南北2.2mの 方

形を呈するものと思われる。 〔堆積土〕地山ロームブロックを含んだ暗褐色上の単層で、人為堆積の

埋め戻し上である。 〔壁・床面〕壁は人戸火山灰上層に相当するが、南壁では不整合な細砂層が露

出する。壁高35～ 40cm、 直立気味である。床面は概ね八戸火山灰上層の範疇とは思われるが、やや

下層のシラスに近い。南壁寄りの床面では細砂層が露出する。 〔柱穴〕床面で10個検出した。pl～

5、 p7～ 10は壁に沿って配置されており、p6は床面の中央西寄りに位置している。

遺物 (第 65図 )〔金属製品〕古銭 1点 (260)の みである。いわゆる雁首銭で、近世に属するもの

である。

時期 堆積土 (=埋め戻し上)から近世の雁首銭が出土していることから、廃絶時期は近世まで下

るであろうが、具体の年代を推測する根拠が薄い。構築・機能期は中世まで遡る可能性もある。

S104竪穴建物跡

遺構 (第64図)〔位置・検出状況〕S C01‐ c平場のⅢB2gグリッドに位置する。 〔重複関係〕S

B55。 57の柱穴、その他のpit類 と重複している。S B55。 57の柱穴は当建物跡プラン検出時点で重複

が見えており、当建物跡より確実に新しい。当建物は堆積土と壁・床面の一部を裁られている。その

他のpit類は検出状況から当建物跡が新しいと捉えているが、堆積土が似ていることから見落としたか

もしれず、新旧関係は不確かである。また、S K F01と 重複しており、その南半部を壊している。

〔形状・規模〕南側が調査区外へと延びるため全体形は不明であるが、方形基調であろう。検出部分

で見ると壁の規模は東西約4.2m× 南北2.9m以上、壁高35～ 50cmで ある。 〔堆積土〕主体は黒褐色～

暗褐色を呈する人為堆積層で、黄橙色パミス粒 (ニ ノ倉火山灰か ?)を含む。 〔壁・床面〕東壁際の

床面には浅い溝状の落ち込みがあるが、当建物跡に伴うのか不明である。床面はほぼ八戸火山灰上層

のロームに相当するが、一部に入戸下層のシラスが露出している。 〔柱穴〕床面で9個検出した。う

ち、pl～ 5(お よび6)が壁に沿うように配置されている。西側のpl-2はやや壁から離れて配

置されている。

遺物 (第 67図 )〔土器〕縄文土器

(29)。 早期/物見台式か。 〔陶磁器〕

陶器碗 (152)。 近世肥前産の腰錆碗で

ある。

時期 近世陶器片が出土しており、埋

没時期は近世と推測される。

S105竪穴遺構

遺構 (第 65図 )〔位置・検出状況〕

S C01-b平場北西部の調査区境、ⅡB

4g～ ⅡB4fグ リッドに跨って位置す

る。 〔重複関係〕重複する遺構はない。

〔形状・規模〕南側のごく一部を検出し

たに過ぎない。確認した部分から考える

o90(297) ⅡB3乳
IB.

∧

070(231)

試

o90(297)

十∞Ⅸ湖 1麒dl】0詩
曇恩↓ト

To― 日(U)小ブロック]%混入

眸207 10m     B
竪大 平 断面

1:60 2m
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Ⅳ 遺構

S104 A―B C― D
l にぶい黄褐色シルト

黄橙色パミス3%混入

2 黒褐色シルト

黄橙色パミス5%混 入

淡黄色シルトブロック、西側に混入

3 褐色シルト

淡黄色パミス3%混入

SKP
竪穴 平 断面

]:60

羊柱円寸法は、「m(尺 )」 を示す

男64図  S 104

と、方形基調であろうが、全体の形状・規模は不明である。規模 は東西2.7m以上 ×南】ヒ0.8m以上で、

壁高35cm、 地表面か ら床面 までは深 さ70cmで ある。 〔堆積土〕細分 したがあま り違いはな く、全体 と

して黒褐色上の単層に近い。自然堆積であろう。 〔壁 。床面〕壁・床面ともに入戸火山灰上層に相当

する。西壁はやや外傾、南壁は直立ぎみで、床面はほぼ平坦である。 〔柱穴〕検出されていない。

遺物 (第67図 )〔土器〕須恵器壺 (133)。 同一個体と思われる須恵器 。長頸壷片4点がまとまっ

て出土したが、結果的に接合しなかったため口縁部破片1点のみ図示した。

時期 他の竪穴遺構と同じく、中世～近世初と捉えたいが、堆積土から須恵器が出上しており、古

代の竪穴住居跡である可能性もある (その場合、亀は北壁側か)。

S106竪穴遺構

遺構 (第65図 )〔位置・検出状況〕 S C01-b平 場中央付近、ⅢB5gグ リッド南東隅に位置し、

橙色パミス (ニ ノ倉火山灰 P)を疎らに含んだ暗褐色上の小型方形プランを検出した。 〔重複関係〕

S A02お よびその他の柱穴と重複している。 〔形状 。規模〕南北2.3m× 東西1.8mの 方形を基調とす

る。若千の歪み、不整な部分が見られるが、壁の崩落によるものと思われる。 〔堆積土〕壁際に地山

崩落土が、その上位には暗褐色上が堆積している。自然堆積である。 〔壁・床面〕壁は人戸火山灰上

層に相当する。上位はロームであるが、中～下位は砂層が露出している。壁高は最大52cm。 床面に

は砂層が露出し、特に堅く締まるわけでもなく、本来の床面の状態は不明である。 〔柱穴〕検出され

ていない。床面が砂だったことで認識できなかったかもしれない。

遺物 (第 67図)〔土器〕縄文土器 (30。 31)、 土師器甕 (121)。

時期 出土遺物は異時期混入と思われ、具体の時期を推測する資料を欠く。形態から見て他の竪穴

遺構と同様のものと看TJtし、ここでは中世～近世としておく。

S107竪穴建物跡

遺構 (第 66図)〔位置 。検出状況〕調査初期の試掘の際、S F01裾部分に設定したT10に おいて壁
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3 中世 。近世

の立ち上がりの一部を確認した。S F01・ S D04の精査において、S F01裾 を載るプランを確認し

竪穴遺構として認定した。 〔重複関係〕 S F01お よびS D04～ 06と 重複し、前者を裁 り、後者に裁

られている。また北に隣接するS108の南側部分を壊している。 〔形状・規模〕東側がS D04に裁

られて、西側の僅かしか残っていない。残存部は南北3.95m、 東西1.2mで ある。 〔堆積土〕にぶい黄

褐色土の単層である。 〔壁 。床面〕残存する西壁は、 S FOl法面を裁りつつ床面から外傾して立ち

上がる。壁高は35cmである。床面はS D04側へとやや傾斜している。 〔柱穴〕床面および想定建物

範囲内で10個検出した。これらには隣接 。重複するS108の柱穴を含むものである。当建物跡に付

随する柱穴は、配置から見てpit l～ 7であろう (pit 4は 不確実)。 pit 8。 9は帰属不明。

遺物 出土しなかった。

時期 重複関係からS D04よ り古く、中世に属するものと推測される。

S108竪穴建物跡

遺構 (第 66図 )〔位置・検出状況〕SF01裾部分で、S107と ともに検出した。当初は S107と 同一の

ものと考えたが、精査の結果、それとは別の竪穴であることがわかり、S108と して認定した。〔重複

関係〕SF01お よびSD04と 重複しており、前者を裁り、後者に我られている。また南側はS107に よ

り裁られている。〔形状・規模〕SD04に よる破壊で西側2.5mほ どが残存するのみである。〔堆積土〕

上述の調査過程だったため堆積土の記録がなく、詳細は不明である。〔壁・床面〕床面はS107よ り高

く、約 10cmの段差をなしている。ほぼ平坦である。壁はS107と 同様に緩くタト傾しており、壁高は約

20cmで ある。〔柱穴〕床面で pitll・ 12の 2個 を検出した。また、S107床 面の pit10は位置関係から

見て本建物の柱穴と解釈した。

遺物 出土しなかった。

時期 重複関係から中世と捉えられる。

S105 A一 B
l 黒掲色シルト(表土 )

2 暗掲色切 レト

黒褐色シルト10%混 入

L‐20760m
S106 C― D・ E一F
l 暗灰黄～晴褐色シル ト質砂土

To Nk 15%混入

2 黄橙色砂質土

3 灰黄褐色シルト

竪穴 平 断面

1:60

-100-

第65図  S 105・ 06



Ⅳ 遺構

S107 竪穴覆土 A―B
]に ぶい黄橙色砂質シルト しまりなし

灰自色パミス シモフリ状に20%混入
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竪穴堆積土 A― B
l 橙色焼土

2 暗褐色シルト 赤褐色パミス1%、 シラス30/O混入

3 灰黄褐色粘質シルト

4 にぶい黄褐色 汚れ火山灰

6 灰自色火山灰砂
6 にぶい黄褐色火山灰砂

7 炭化物 灰 集積層
8 黒褐色シルト (p止堆積土 )

弗66図  S 107～09

S109竪 穴遺構

遺構 (第 66図 )〔位置・検出状況〕調査区下段高位面、ⅢB9c～ ⅢB9dグ リッドに位置す

る。 S C02の 近世整地層を除去した際、焼上を含んだ黒褐色上の溝状プランを検出し、カマ ド状遺

構に類するものと考えた。しかし精査の過程で掘 り広がり、結果的に方形の小型竪穴状掘 り込みが付

随することがわかった。調査時は他の竪穴遺構と様相が異なっていたため性格不明遺構としていた

が、整理段階で竪穴遺構として一括することとした。 〔重複関係〕近世と思われる柱穴に裁 られてい

る。 〔形状・規模〕溝状の掘 り込み部分と、それに付随する方形の竪穴状掘 り込みからなる。異な

る遺構の重複の可能性も考えたが、断面で見る限りでは判然とせず、一体のものと判断した。竪穴

部分は1.7m× 1.5mの 方形平面であるが、北側に張出し様の浅い掘 り込みが付く。溝状部分は長さ1.1

m。 幅0.65mで 、竪穴部東隅付近から北東方向へと張出している。 〔堆積土〕最初に検出した溝状

の張出し部分の断面のみ記録したため、竪穴状掘 り込み部分の堆積土については詳細不明である。溝

状掘 り込み部分の最上位 (検出面)に は厚さ5cmの 焼土層が形成されている。 〔壁・床面〕竪穴状部

分の床面には凹凸があって中央付近が盛り上がっている。壁は床面から緩く立ち上がった後、タト傾す

る。溝状部分の床面 (底面)は北東方向へと傾斜し、先端部分で最も深くなる。先端部分では底面が

広がって壁は内彎している。 〔柱穴〕床面 5個、周辺で 9個が検出されたが本遺構より新期のもので

あり、本遺構に伴うものではない。

-101二



4 近代以降

S 103 S 104

薪 佐 9
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第67図  遺構別出土遺物 (4)

遺物 (第 67図)〔金属製品〕堆積土から無文銭 1点 (236)が出土した。

時期 近世の整地層に被覆されていること、および出土遺物から見ると中世の遺構である。

(8)焼 土 遺 構

調査区上段において7基検出した。検出層位は、いずれも平場遺構面の人戸火山灰上層である。

これらに伴う遺物はなく、時期を特定する資料を欠く。すべて柱穴に裁られており、平場普請前に

存在していたより古い遺構の炉や竃の痕跡という可能性もあるが明らかではない。

4 近 代  以 降

S B 078掘 立柱建物跡

遺構 (第 55図)〔位置〕下段平場面北側、表土直下で検出した。 〔規模〕梁行 3間 ×桁行 7間、21

間の建物である。 〔柱穴〕略円形の柱穴32個 で構成される。開口部径60～ 70cm、 深さ15～ 25cmで あ

る。このうち29個 に砕石が埋め込まれていた。  遺物 なし。  時期 柱穴堆積土の様相から見

て、近代以降に建てられた家屋跡 (母屋 ?)である。

土蔵跡

調査区下段高位面段際に設定した試掘 トレンチT-5に おいて、表土直下で石組遺構を検出した

(写真図版 9)。 上方に平坦面を揃えた礫が方形に配列されており、その内部に拳大～人頭大の礫が

敷き詰められていた (一部は県教委生文課の試掘 トレンチで破壊されている)。 当初は近世以前の遺

構の可能性を考えたが、近隣住民からの聞き取りにより倉の基礎・地下構造部分であることが判明し

た。この倉は明治時代に建てられ、戦後比較的最近まで現存していたもので、近代～現代の「遺構」

である。図化は省略した。

遺橋名 皆 平 而 形

"運

妻, 補 考

S N01 S C01-a/1A10hグ リッ ド CIIl

S N02 S C01-b/1B4FFグ リッド 楕円形  64× 60cm 16cm

S N03 S C0 b/1B4fグ リット 7()× 64cm

S N04 S C0 c/Ⅲ B2dグ リ ッ ト 不 10cm

S N05 S C0 c/Ⅲ B2eグ リット 楕円形  44× 26cm 6cm

S N06 S C0 b/1B6fグ リッド 精 円

'不整 ,

hO× Httcm 8cm

S N07 S C0 b/1B6gグ リ ッ ド lcm 舅略河応ヨ葛
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V 遺 物

1概 要

縄文時代、古代、中世、近世～近代の遺物が出土した。縄文時代の遺物は、縄文土器、石器、石製

品がある。古代の遺物は土師器、須恵器が出土した。中世～近世の遺物は、中国産磁器、国産陶器、

瓦質土器、土師質土器、土製品、石製品、鉄製品、銭貨がある。

ここでは遺構内出土遺物を含めて種別で一括し、概要と特徴点について述べる。個々の遺物の詳細

は観察表に記載した。

2 土器 ・陶磁器

(1)縄 文 土 器

〔出土状況〕縄文土器は総量で約26.74kg分が出土した。内訳は、完形・準完形 6個体、破片1,369

点 [口縁部122点、胴部1,206点、底部41点 ]である。早期、前期、後期、晩期の土器があり、量的

には後期後葉が多く、次いで前期前葉～中葉、それ以外は少ない。

遺構内出土土器 (第69～ 71図 1～61) 中世以降の遺構堆積土から出上しているものが多 く、 S

152竪穴住居跡出土土器を除けば、本来的な意味での遺構内出土遺物は少ない。 S Ill竪穴住居

跡 :床面で完形および準完形の上器4～10が出土しており、後期後葉の一括性の高い資料である。13

は器厚の薄い鉢形土器であり、内面にごく僅かの赤色顔料付着が認められる。堆積土からは4単位

波状口縁の深鉢 (17)や香炉形土器 (14)が出上した。床面、堆積土ともに瘤の貼付は注口土器と

思われるものを除くと殆ど見られない。 S106竪穴遺構 :遺構自体は中世に属するものであるが、

30。 31が堆積土に混入する形で出土した。30は晩期中葉の浅鉢口縁部で、口唇には食い違う2条の

突起列が付され、胴部には雲形文が描かれている。31は台付鉢の台部分で、棒状工具による沈線・

刺突文が展開している。時期は明確ではないが後期ではないかと推測される。 S D01堀 :中世の遺

構であるが、堆積土から32～36が出土した。32・ 33は後期前葉の深鉢口縁部である。波状口縁の波

頂部から刻み・刺突をともなう貼付隆帯が貼付される。34～ 36は粗製深鉢の口縁部破片で、後期に

属するものと思われる。 S D05溝 :37が 出土した。沈線文が施されており、後期に属するものであ

る。 S X01配石 :堆積土から38～ 43が出土。42・ 43が前期後葉、39～ 41は後期後葉、38が晩期で

ある。 S X02配石 :堆積土からは44～ 50が出土している。45。 49Pが前期、その他は後期中葉～後

葉である。柱穴堆積土 :51～ 61が出上した。56は早期、51・ 52・ 55。 58。 60は前期、53・ 57・ 59

は後期、54が晩期に属するものである。

遺構外出土土器 (第 72・ 73図 62～ 120)調査区東側、 S C02,03平 場の遺構面以下のⅣ～Ⅵ層

から、前期前葉～中葉および後期の土器が出上した。主にⅣ Alhグ リッドからの出土が顕著である

が纏まった出土様相という訳ではなく、疎らで散発的に出土する状況であった。接合した資料は少な

く、大部分が破片資料に止まる。実測個体では、62～ 64。 66。 68・ 691ま 前期、65は後期、671ま 後

～晩期の資料である。68。 69は底部内面にも地文が施されている。

〔時期・型式〕本遺跡の出土土器は量的には少ないものの、その所属時期は早期中葉・後葉、前期

前葉 。中葉、後期前葉・中葉 P・ 後葉、晩期中葉と時間幅が比較的広い。先に述べた出土土器を時期
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V 遺物
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第69図 出土遺物 (1)縄文土器
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第70図 出土遺物 (2)縄文土器
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V 遺物

的・型式的に位置づけてお く。

<早期> 前葉 :大新町 a tt。 南部浮石層より下位のⅥ層から出上 した 1点のみである (119)。

V字状モチーフに横沈線を付 した押型文が施されている。この類の土器は盛岡市大新町遺跡で出土 し

てお り、 日計式に後続する大新町 a式 とされている (盛岡市教委 1998、 神原2006)。 後葉 :貝 殻腹

縁圧痕と連続する鋸歯状沈線が施された56,72・ 106で、物見台式に相当する。

<前期 > 前葉 :胎上に多量の繊維を含む繊維土器である。そのうち、114お よび77・ 80は 東北

地方南部における大木 1式 に相当するもの と思われる (註 1)。 ■4は 口縁部か ら胴部にかけて重

畳するループ文が施されている。左記以外の2・ 27・ 45。 51・ 55'58。 60・ 63・ 66・ 76・ 86。 89。

91・ 101。 111・ 134?等 は早稲田 6類 に相当するものと思われる。60。 66は 尖底部、63は胴部下半

尖底部付近の破片である。なお、押 し引 き沈線の口縁部破片である29は 、長七谷地 3群土器か。中

葉 :口縁部に撚糸文を施す90。 98・ 99等 は大木 2a式か。網 目状撚糸文の93は 大木 2b式か。口縁

部に隆帯が付 される55については大木 3式の可能性がある。円筒下層 a式 (28。 29。 30。 33)。 後

葉 :円筒下層 c式 (76・ 86)。 小破片であるが、内面調整が丁寧な縦位 ミガキであり、内面に凹凸の

残る円筒下層 a式 とは趣が異なる。
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2 土器・陶磁器
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第72図 出土遺物 (4)縄文土器
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2 土器・陶磁器

<後期> 前葉 :韮窪式 (32・ 33)。 波状縁の波頂部直下に隆帯を貼付 し、刺突や刻み、沈線等

で加飾するものである。十腰内 I式 (77)。 細 目の沈線文が施されるものである。中葉 :十腰内Ⅲ

式 (28・ 46・ 50。 95。 96)。 いずれも破片であり、不確実。後葉 :十腰内Ⅳ式。 S152の床面出土

土器 (4～ 10)お よび堆積土出土土器の一部 (11～ 15、 17)。 十腰内V式 (13)。 無文 。薄手の鉢形

で、赤色の付着物が残る。

<晩期> 中葉 :大洞 C2式。 S152堆積土上位 (19)、 S106堆積土 (30)、 柱穴堆積土 (53)の

3点。

(2)土 師器 ・須恵器

今回の調査では明らかに古代に属すると判断できる遺構はなく、中世以降の平場 。竪穴・堀・柱穴

等の堆積土から出上したものばかりである。出土地点は主に高位調査区 (S C01面 )が多く、当該部

分に古代の遺構が存在していたものの普請により消失した可能性が示唆される。

<土師器> 出土した土師器は奏を主体とし、他に郭および蝸 (鍋 )と 思われるものがある。小破

片ながら約 130点出上しており、12点を掲載した。S106竪穴遺構 :中世の遺構であるが、堆積土

から養の口縁部破片 121が出土した。 S D 01堀 :堆積土から122～ 126が 出土。122は 口縁が外傾

する器形から鋼と捉えられる (松本 1990)。 他は長胴奏である。124は底面全体に砂粒が付着してお

り、いわゆる「砂底」の上師器である (註 2)。 125。 126は 木葉底で、126では底部についた木葉の

主筋に沿って、工具による鋭角な切 り込みが入れられている。 S D 05溝 :奏の口縁 127が出土。柱

穴 :128・ 129が出土。128の 奏は底部外面にハケメ、体部は内外面ともにヘラナデ調整。129は底部

外面に再調整のヘラケズリが入る。器形から見ると邦か。遺構外 :S C 01堆 積土 [盛土]か ら130

～ 131が出土。132は底部再調整のヘラケズリ。これらは大雑把には平安時代に属する資料であるこ

とは確実だが、出土土師器に郭が殆ど含まれず、奏の口縁部破片も少ないため具体の年代ははっきり

しない。郭が僅少な組成であることから平安時代後半期、かつ蝸が伴うことからその下限は 10世紀

末頃と大まかには考えられるのではないか (註 3)。

<須恵器> S105お よびS101面の空堀・柱穴堆積土から16点 出土しており、そのうち4点

を掲載した。133は S105竪穴遺構から出土したもので、長頸瓶の頸部破片である。なお、S105
からは他に133と 接合しないものの同一個体と思われる破片 4点が出土している。134～ 136は大

奏の体部破片である。

(3)陶 磁 器

中国産磁器、国産陶磁器が出土した。出土した資料は小破片が多く、産地・年代の同定が難しいも

のばかりである。可能な限り、産地等について一応の見解は記すが、情報が余りに少ないため不確定

要素が多いことを付記しておく (註 4)。 また168～ 1701よ 、小破片で図化が難しいことから写真掲載

としたものである。

137～ 146は磁器である。青磁 (187～ 143・ 168～ 170)、 白磁 (144)、 青花 〔染付〕 (145・

146)等がある。139。 142・ 143・ 168・ 169は龍泉窯産青磁と推測される。1391よ染付の蓮弁文を施

されており、15世紀末の年代観を与えられる。1701こ ついては近世以降の国産品 (肥前産 ?)か。

144の 白磁は時期・産地ともに不明である。青花 (染付)の うち、146の九皿は16世紀後半の淳州窯

系と思われる。145の端反皿については確実ではないが、津州窯系か。

147～ 1631ま 陶器で、いずれも国産品であろう。そのうち、147～ 151に ついては美濃産の可能性
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2 土器・陶磁器
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第75図 出土遺物 (7)陶磁器

0         1:3         10 cm



■
引

V 遺物

O       R:3       1 o cln

―

―
―

―

+―
― ―

引

* 166は縮尺 1お (ス ケールが 20 cn)

第76図 出土遺物 (8)陶磁器・土師質土器・瓦質土器

が高い①149。 150は碗類の底部 (畳付)破片で、美濃大窯後半期 (Ⅲ ～Ⅳ期 :16世紀後半)に属す

る。151は土瓶類の蓋で、美濃登窯期のもので近世に属する。152～ 158は肥前産陶器か。1521よ腰錆

碗の口縁部。154は碗の腰付近で、灰釉の流 し掛け。158は皿で、内面には目跡 2箇所 (胎土目 P)

が残る。内面は釉の掛け分けで、内面中央は灰釉、周縁は鉄釉。櫛 目状工具による掻 き落としが見ら

れる。外面は無釉露胎である。160～ 163は橋鉢である。160。 161は 出土状況・釉の様相から同一個体

と思われる。肥前産か。162。 163は 産地不明である。

(4)土 師 質 土 器

2点 (164・ 165)が 出上した。164は何らかの器種の台部分にあたるものである。円形の透かし

孔 2箇所、細い縦位貫通孔 (紐通穴 ?)2箇所が見られる。全体形が類推できないので具体の器種は

不明である。165は 器表面に煤が付着した薄手の破片で、碗形土器の破片か。

(5)瓦 質 土 器

166。 167の 2点出上した。166は 回縁部が凸帯状に肥厚し、口縁に沿って雷文帯 2段が巡ってい

る。167は底部破片で、底面は鍋底状に平坦である。166と 167は接点がないものの、同一個体、も

しくは同一器種の破片である。器種は明確ではないが、おそらく火鉢に類するものと思われる。産

地 。年代ともに不明であるが、166に類似する瓦質土器が花巻市笹間館跡で出土しており、15～ 16

世紀代との年代観が与えられている (高橋1988)。

言主

(1)東北地方北部における表館式においてもループ文の施文が認められることから、同式の可能性もある。

(2)「砂底」土器は底部外面に砂粒を付着させた土師器・須恵器で、その分布圏は東北地方北部から北海道道南に限定される

164ヽ
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3 石器

(櫻 田 1997)。 器種は主に妻が多いが、郭・蝸等の他器種でも見られる。岩手県内における「砂底」の出土例は安比川・馬淵

川流域で特に多く、浄法寺町内では本遺跡に近い桂平Ⅱ遺跡の他、飛鳥台地 I、 広沖、五庵 I・ Ⅱ、日余内 Iの各遺跡で「砂底」

の上師器奏が出上している。なお、櫻田隆氏は「砂底」と土師器蝸の分布圏が重なり合うことから、両者が関連性をもつこと

を示唆している (櫻田 。前掲書)。

(3)松本建速氏によれば、当地域において蝸は9世紀前半に出現し、■ ～ 12世紀に鉄鍋が普及するとともに消滅したと指

摘されている (松本 1990,72頁 )。

(4)瀬戸美濃系陶器および貿易陶磁器の一部については、瀬戸市埋蔵文化財センターの岡本直久氏、金子健一氏、河合君近

氏に鑑定をいただいたが、上述のとおり情報の少なさゆえ各氏の見解が異なる点もあった。記載にあたってはこれらの見解を

参考としたが、千葉が独自に判断したものもあり、本文記載に誤記ある場合は千葉にその責がある。
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武藤康弘 1988「 東北地方北部の前期縄文土器群の編年学的研究」考古学雑誌 74-2

武藤康弘 1991「東北地方北部の前期縄文土器群の編年学的研究Ⅱ」考古学雑誌 76-3

盛岡市教委 1998『大館遺跡群 大館町遺跡 。大新町遺跡―平成 8年度 。9年度発掘調査概報―』

65点 出上 してお り、30点 を掲載 した。また他に剥片約30点 が出土 している (SX04出 土剥片を除

く)。 いずれも縄文時代のものと思われる。第77図 (171～ 181)は剥片石器である。石鏃 :171・

172。 小形の有茎鏃である。石錐 :173で、石鏃の可能性 もある。尖頭器 :174。 尖端がやや鈍いが、

形状から尖頭器とした。石匙 :175～ 178。 いずれも縦形である。石箆 :179。 削器 :180。 181。 第78

～80図 (182～ 200)イよ礫石器である。磨製石斧 :182～ 188。 183は裏面全体、184～ 186は刃部、

188は基部を欠失 している。1871ま敲打痕が残 り、研磨 も不充分なもので、製作工程での未完成品と

見 られる。敲磨器類 :189～ 198。 1891よ いわゆる半円状扁平打製石器である。扁平礫の片側縁に、

器石
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3 石器
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第80図 出土遺物 (12)石器
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3 石器

剥離による幅狭い機能面 (磨 り面)を作 り出している。当該器種は円筒土器文化圏に特有なものとさ

れている。本遺跡でも円筒下層a式土器が出上していることから、それらに伴う石器であろう。1901よ

三角錐状の礫の側縁を使用した磨石であり、いわゆる特殊磨石と呼称されるものである。191～ 198は

円礫や楕円礫を使用したもので、磨り。敲き。凹み等の使用痕跡が見受けられる。石皿・台石 :199

は石皿、2001よ 台石と便宜的に分けたが、形態的にはあまり違いがない。ともに磨りおよび敲き痕跡

がある。

4土 製 品

4点出土した (第 81図201～204)。 201は S111竪穴住居跡の床面出土である。下半部を欠失し

ており全体形が不明であるが、日・口・耳と見える部分 (=頭部 ?)があり、何らかの動物を象形

した動物形土製品と解される。頭頂部 ?に も欠損した跡があり、角 Pがあったとも思える。鹿を表現

したものか。202は 表面に金属質 (銅 ?)の融着が見られる土製品破片である。胎土は陶質である。

小破片で器種は明らかではないが、lH鋼 の可能性が高いものと捉えた。203・ 204は 羽日の破片であ

る。201は縄文時代、202～204は古代以降に属するものである。

5石 製 品

15点 出土した (第 81図205～ 219)。 205。 206は 軽石製装身具である。205は ほtr完形、206は下

側が欠損している。 2点 ともに、研磨により整形され、長軸片側に貫通孔 1個が穿たれている。正面

観は、205が長楕円形、206は やや角張っており、形状は異なる。2071ま石剣か。折損により上下、節

理によって裏面全体が欠失している。残存部分は丁寧に研磨されている。器種は明らかではないが、

石質を加味すると石剣類と思われる。208・ 209は小形扁平な黒色の石製品で、碁石と思われる。碁

石状の製品は本遺跡周辺では浄法寺城跡で出土例があり (中村2003)、 また土製品ではあるが舘 Ⅱ

遺跡でも出土している。2101ま 中央に貫通孔を有する扁平な円形石製品である。211・ 2121ま板状石製

品である。片面両側縁が段状となり、その間に調整によるものか無数の擦痕が見られる。218～ 218

は砥石である。213～ 2161ま 1面のみ、217は 2面、2181ま 全面に擦痕がある。2191ま石臼の上臼部であ

る。欠損 しており、全体の1/4程度しか残っていないが、中心付近に軸受孔、側面に挽木孔が確認

できる。使用に伴う摩滅により、臼面の溝は不明瞭となっているが、一部痕跡が残る部分で見ると

3本単位の溝が刻まれていたようである。205～207は縄文時代、208～219は 中近世のものと考えられ

る。

参考文献

中村 裕 2003「浄法寺城跡」『中世糠部世界と南部氏』七戸町教育委員会編、高志書院

6金 属 製 品

刀子、煙管、釘、鎌、和鋏など約50点出土しているが、大部分が表土層からの出土で、時期は明確

ではないが中世以降、近現代までのものである。うち7点を掲載した (第 82図 )。 220。 221は刀子で

ある。220は完形に近く、刀身に厚みがあるナイフ形を呈しており、刃渡り13cIIl、 茎部長2.5cm程であ

る。221は茎側が久損しており、金長不明である。刀身は細身の平造りである。222は 煙管で、ラウ
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第82図  出土遺物 (14)金属製品

を切断 して雁首 と吸口を溶着 した「延べ煙管」である。全体の形状や補強帯の存在か ら見て、古泉弘

氏の編年 (古泉1987)に おける第 4期 =18世紀前半代 に比定 される。223は 器種不明の鉄製品で、円

環状 を呈す る。銀銭 に類似す るが、明 らかにそれ とは印象が異 なっている。224～ 226は 釘である。

224は角釘、225。 226は折頭釘か。

参考文献

古泉 弘 1987『江戸の考古学』考古学ライブラリー48、 ニューサイエンス社

棟方武城 2004『 日本の甲冑・武具』東京美術

7銭 貨

38点 出上 した (第83図 )。 中世に属すると思われるもの13点 (227～239)、 近世に属するもの21

点 (240～ 260)、 近代 4点 (261～264)で ある。中世の銭貨は主 として S C01平場の柱穴堆積土か

ら出上している一方、近世の銭貨は下段平場から出土 している。

227～ 234は 中国の渡来銭、もしくはその鋳写銭である。227は 天薦通賓 (初鋳1017年 )、 228。 229

は熙寧元賓 (初 鋳 1068年 )、 230は 元流通賓 (初鋳 1086年 )で、いずれ も北宋代の中国銭であ

る。231は銘不明瞭ではあるが、字体か ら見て北宋銭「聖宋元賓」 (初鋳 1101年)の鋳写と思われ

る。232・ 233は 本銭で明代の「永楽通賓」 (初鋳1408年)である。234は小形・軽量、約半分が欠

失 しているが「永」の銘が見えることから永楽通賓の鋳写銭 と思われる。235。 236イま無文銭、237～

239は輪銭である。本銭は232。 233、 それ以外はいわゆる銀銭である。236は S X03堆積上、239は S

C01の 撹乱層から出土 し、その他は S C01の柱穴堆積土から出土 している。以上は中世～近世初頭に

属するものと推測される。240～ 257は 寛永通賓である。240～ 247は 銅一文銭「古寛永」 (寛永通賓

1期 ;初鋳1636年 )である。242～ 246の 5点 は S C 02pit44の 柱痕部堆積土から一括出土 している。

地鎮的な儀礼によるものか。249～254は銅一文銭「新寛永」である。うち、248・ 249は背に文銘を有

する 2期 「文銭」 (初鋳1697年 )、 その他は 3期 (初鋳1767年)に属するものである。255。 256は

真鍮四文銭、257は鉄一文銭である。前者は11波の背紋から18世紀後半、後者は18世中頃に属するも

のである。258は 鉄銭であるが錆化著 しく、銘は読み取れない。寛永通賓鉄一文銭か。259は 文久永
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賓四文銭 (初鋳 1863年 )である。2601よ いわゆる雁首銭である。煙管の雁首を押 し潰 したもので、

本来的な銭貨ではなく用途不明とされている。以下は近代に属するものである。261・ 2621ま 一銭硬

貨である。261は 「大正11年」、262は 「大正9年」の銘がそれぞれ記されている。2631ま 五銭硬貨、

264は十銭硬貨である。前者は銘不明瞭であるが、後者には「昭和11年」と記されている。

参考文献

永井久美男 2002『新編 中世出土銭の分類図版』高志書院

兵庫埋蔵銭調査会 1998『近世の出土銭Ⅱ一分類図版篇―』

8接 合 剥 片

S X04埋 納遺構から石器素材剥片54点が出土した。これらの剥片の石質はすべて頁岩で、剥離面

の色調や残存する自然面の様相が似ていることから同一母岩から剥離されたものと思われた。そこで

これら剥片について接合を試みたところ、接合ブロック8点が得られた (第84～86図 )。 なお、接合

資料 7の 2点 は剥離後の折損によるものである。接合した剥片数は、 3点接合したもの2(接合資料

5。 8)、 その他は2点接合であり、当初の予想より接合状況は良好ではない。接合した剥片のみ図

化し、その他の剥片については図化 しなかった。

<接合資料 1> h28・ 42が接合。

<接合資料 3> h26。 39が接合。

<接合資料 5> h29。 40。 50が接合。

<接合資料 7> h14・ 19が接合 (折損によるもの)。 <接合資料 8> h4。 24・ 51が接合。

埋納されていた剥片には形状調整のための細かな連続する剥離が加えられるものもあるが、押圧剥

離等の調整は見 られず刃部は作 り出されていない。一部剥片には擦痕 らしきものが観察されるが、報

告者の観察の限りでは使用痕とは判断できず不確実である。剥離の状況を見ると、接合資料 1を 除い

て打面転換 しているものはない (折損による接合資料 7は除外)。 ほぼ同じ面・方向から加撃 してい

る。接合資料 1は、No.28を剥離した後、約45° 打面を転換 してNo.46を剥ぎ取っている。接合資料で

はある程度剥片の形状 。大きさが安定している。県内の接合資料 としては、雫石町桜松遺跡、盛岡市

湯沢遺跡、北上市石曽根遺跡の例が著名である。桜松例と湯沢例では打面転換せず同一の打面から安

定した剥片剥ぎ取 りが行われている。一方、石曽根例は頻繁な打面調整・転換が行われてお り、母岩

の風化の度合いに起因するものと推測されている (酒井1992)。

接合 した剥片の位置関係を見ると、隣接する剥片が接合 している訳ではなく、バラバラに置かれた

剥片が接合 したものである。極端な例は接合資料 2で、比較的縁辺上位にあったNo.7と 中央部最下

位のNo.49が接合 した。他の接合資料 も程度の差はあれ、同様である。接合割合が低 く、かつ接合剥

片の位置関係に鑑みても、付近で原石を粗害Jし て順次埋納 したという訳ではなく、別所で粗割 り・選

別した後、持ち込んで「埋納」した状況が想定される。

参考文献

酒井宗孝 1992「 3 接合剥片資料」『石曽根遺跡発掘調査報告書』岩文振埋文調報 第 165集 、岩手県埋文

<接合資料 2> No 7・ 49が接合。

<接合資料 4> 配 10・ 54が接合。

<接合資料 6> 配11・ 41が接合。
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第 1表 遺物観察表 (1)縄文土器

No 出土地点 層位 器種 文様 特徴 施文原体 等 時期型式

1 整積土 彗り消 し縄文。内面は雑なナデ。0段多縄 LR。 変期

2 隆積土 R鉾 吉東羽状縄文。内面調整は雑で凹凸。0段多縄 LR RL。 級維含む。 打期 /早稲 田 6類 ?

3 S 監積 土 【拿ヽ LR。

4 1/土 器Nol k面 唱結束羽】夫縄 文。 LR、 RL。 発期後葉/卜腰内Ⅳ式

5 [/土 器No2 k面 R鉢 唱結東羽状縄文。施文単位短い。補修TL一紺。口唇は内削 ぎ。 LR、 RL。 充期後葉/十腰内Ⅳ式

6 111/土器血 3 k面 こ頸豆
ヨ唇は内削 ぎ、内側が肥厚。磨 り消 し縄文、帯内に崩れ気味の羽状縄文。やや摩滅。OB
多縄 LR・ RL。 充期後葉/十腰内Ⅳ式

7 1/土 器No5 k面 唱結東羽状縄文。内面に焦 tデ付着。 LR、 RL。 変期後葉/十腰内Ⅳ式

と/土器No4 面ヽ 形ヽ。丁寧な ミガキ。多段沈線。三又の貼 り瘤 4単位 X2段。 充期後葉 /十腰 内Ⅳ式

9 1/土 器血7 【面 阜炉形
透か しある把手状突起。こ又貝占り瘤。 RL、 0段多縄 LR
*接合 した破片の色調は全 く異なる (黄橙色 と黒褐色 )

充期後葉/十腰内Ⅳ式

S111/土 器No 7
打東部、北東部

罹面
筆繕 十

と口 主口部下に貼 り瘤。 LR。 4期後葉/十腰内Ⅳ式

と1 S111/土器No9 k面直上 卜面 ミガキ、無文。全体 に黒色の付着物。 充期後葉/十腰内Ⅳ式

111/土器 NIo 8 k面直上 k鉢 ヨ唇 は内削 ぎ。 LR。 充期

S C02/Ⅲ A3h
S111

疑土 層

ヒ積土
R鉢 営面ナデ。薄手硬質だが脆い。内面に赤色付着物 (顔料 ?)ご く微量残 る。 盗期後葉/十腰内V式

14 | ヒ積土 争炉形 突起、透か し孔 1対。 発期後葉/十腰内Ⅳ式

1/北 東 監積土 と回 P 二又貼 り瘤。磨 り消 し帝縄文 (欅掛け状 ) 盗期後葉/十腰内V式 ?

と/南西 ヒ積土 Ⅲ付鉢 段多縄 R。 台部 ミガキ。 充期後葉

17 と/北西 ヒ積土 R鉢
覚状口縁 に突起 +貼 り瘤。磨 り消 し帯縄文 (ク ランク形)に非結東羽状縄文 を充填。OE
努冦LR RL。 覧期/十腰内Ⅳ式

18 1/南 東、北西 ヒ積土 R鉢 卜葉状文の線描 き。大 きな黒斑。 盗期/卜月妻内V式

[/南 西 ヒ積土 姥鉢 ヨ唇 に 2列 の小突起。雲形文。 LR。 免期中葉/大洞 Cl式
S と/北東 ヒ積土 k拿ヽ 争表全面 に箆状工具 に よるハケメ。 盗期

/北西 ヒ橋土 kf～ ヨ縁肥厚。尖った貼 り瘤。帯状文。0段多縄 LR。 充期/十腰内V式 ?

[/北 西 ヒ積土 貫口壺 ヨ唇肥厚。斜位刻み。貼 り瘤 (二 又 ?)。 0段多縄 R。 4期

と/封ヒ西 ヒ積土 朱鉢 章目状の浅い並行沈線。内面に媒付着。 期前葉 ?

1/南 束、北西 ヒ積土 k鉢 【文。表面にハジケ (被熱による ?) 登期

S と/北側壁際 ヒ積土 案鉢 1結東羽状縄文、一部ナデ。 LR、 RL。 盈期

S111/北西
S C03/pit129

ヒ積土
ヒ積土

朱鉢 梓結東羽状縄文。 LR、 0段多縄 R。 盈期

S111/北西 ヒ積土 条鉢 梓結束羽状縄文。日唇平坦。 Rと 、0段多縄 LR末端結節 ?。 繊維多量。 �期/早稲田6類

112
C03/Ⅳ A2

ヒ積土
萱構面

祭鉢 り消 し帯縄文、非結東羽状縄文充填→磨 り消 し。 0段多縄 RL。 盈期/十腰内皿式 ?

S104/南東部 ヒ積土 突鉢 ヨ唇に沿 う細い押 し引 き沈線 2条。重畳する山形沈線。 註期/物見台式

106/南東
C01/pit70

ヒ積土
ヒ積土

完鉢 ヨ唇に小突起 2列。雲形文。 0段多縄 Rと 。 亀期中葉

S106/北束 ヒ積土 箸付鉢 耐巻 き状の沈線文。刺突列。 盗期前葉 ?

S D01/西端 ヒ積上 案鉢 え状口縁、波頂部に貼付け隆帝。沈線区画。 0段多縄 LR。 絶期前葉/韮窪式

3DO] ヒ橋土 楽鉢 え状口縁、貼付け隆帯に 3段の刺突。沈線文。 RL 盈期前葉/韮窪式

3DO] ヒ積土 果鉢 ッR。 砂粒含む。 盈期

D01 西端部 ヒ積土 朱鉢 段多縄 RL。 内面煤付着。 盗期

S D01 ヒ積土 朱鉢 「 口縁で、日唇は平坦。斜行縄文。0段多縄LR。 絶期

3D05 ヒ積土 案鉢 巳広 い凹線。 LR。 冤期

SXOユ ヒ橋土 ヌ体 2種 を重複 して施文。 LR、 RL 免期 P

3XO] 監積土 κ鉢 葉ヽ状区画に異種原体による羽状縄文を充填、磨 り消 し。0段多縄 LR・ RL。 充期/十腰 内Ⅳ式 ?

40 3XO〕 ヒ積土 無鉢 卜葉状区画に異種原体による非結東羽状縄文を充填、磨 り消 し。0段多縄 LR,RL。 !期 /十腰 内Ⅳ式 ?

41 3XOユ ヒ積土 乗鉢 卜葉状区画に異種原体による非結東羽状縄文を充填、磨 り消 し。0段多縄 LR・ RL。 充期/十腰内Ⅳ式 ?

42
Ｘ

Ｘ

ヒ積土
ヒ積土

黒鉢 終糸文。単軸絡条体 1類 L 発期 ?

43 S X01 ヒ積土 案外 半に縦位撚糸文→上半に斜行する縄文。単軸絡条体 と、 RL。 逢期 ?

S X02 ヒ積土 主日 ? 能貫通孔 あ る把手状貼付。沈線支。 を期 ?

S X02 E積土 駕鉢 Fり 返 し気味に口縁肥厚。斜行縄文。 RL。 繊維多量。 t期 /早稲田6類

S X02 ヒ積土 R鉢 費位沈線文。非結束羽状縄文。0段多縄 LR・ RL 覧期 /十腰 内 Ⅱ式 ?

S X02 ヒ積土 に鉢 ヨ縁部肥厚 し、尖った貼 り瘤 (二又)。 帯状文。0段多縄 LR。 盗期 /十腰 内 V式 ?

48 S X02 ヒ積土 R鉢 ヨ縁部肥厚 し、尖った貼 り瘤 (二 又)。 帯状文。0段多縄 LR。 発期/十腰内V式 ?

49
S C03/SKP131
S X02

ヒ積土
ヒ積土

焦鉢 照節 L。 砂粒多量。 充期

S X02 と積土 黒鉾 帯縄文。0段多縄 L RL。 登期/十打要内Ⅲ式 P

S C01/SKP37 ヒ積土 雫鉢 斜位 の多段押 し引 き沈線。繊維含む。 t期 /早稲田6類 ?

S C03/SKP129 盟橋土 案鎌 従の非結束羽状縄文。内面 タール付着。 RL、 LR。 繊維含む。 慮期/大木 2式

S C01/SKP44 上積土 R鉢 篤起様の波状口縁。地文→ 3段の山形沈線→沈線沿いに磨 り消 し。 RL。 ゑ期前葉

S C01/SKP70 上積土 ヨ唇に瘤状突起列 2条。浮き彫 り状の雲形文。補修孔。0段多縄 R。 鬼期/大洞 Cl式 P

S C03/SKP10 4 ヒ積土 R鉢 L付隆帯、竹管様工具による円形刺突。幅広い横位凹線。 而期/大木 3式 ?

S C03/SKPl15 圭積土 黒鉢 ごく細い山形沈線文。 酵期/物見台式

S C03/SKP140 ヒ積土 R鉢 笠線状の区画帯。0段多縄 R。 登期/十腰内Ⅲ式 ?

S C03/SKP128 佐積土 R鉢 吉束羽状縄文。 しR、 0段多縄 RL。 繊維多量に含む。 ほ期/早稲田6類 ?

S C03/SKP142 佳積土 羊□ つ 言縄文。貼 り瘤。 LR、 0段多縄 L R。 穐期 /十月要内 Ⅲ式 P

S C03/SKPl16 佳積土 Rfヽ 建底土器。尖底部がやや突出 (乳房状 P)。 全面に地文。 LR。 繊維含む。 ほ期/早稲田6類

S C03/SKP146 横土 k鉢 LR。 そ期

ⅣAlh Ⅱ層上位 R鉢 卜型。内面調整は雑。 0段多組 とR。 繊維多量に合む。 i期 /円筒下層 a式

ⅣAlh Ⅳ層 終鉢 駕底土器か。 LRL?繊 維含む。 打期 /早稲 田 6類

ⅣAlh Ⅱ層上位 k鉢 訂期/円筒下層 a式米糸文。単軸維条体 1類 L。 繊維多量に含む。

V 遺物
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No 出土地点 層位 器種 文様 特徴 施文原体 等 時期型式

ΥAlh V層 R鉢 也文→横 の綾繰文。 LR、 LR結 イ 発期 ?

ΥAlh V層 R鉢 に底土器。 RL。 繊維含む。 廊期/早稲田 6類

S C03/Ⅳ A3宜 Ⅱ層 )段多縄 LR。 資期 後菜

S C03/Ⅳ A3h
VAlh Ⅱ層上位 黒鉢 ミ面の表裏に地文。ややあげ底。 RL。 繊維多量に含む。 慮期/円筒下層 a式

ΥAlh Ⅱ層上位 黒外 ミ面の表裏に地文。ややあげ底。RL。 繊維多量に含む。
′
円筒下層 a式

C01/真 4H!攪百L

C03/撹舌し
覚舌と層 R鉢 いナデー細い沈線文。 盗期/十腰内V式 ?

S C01-b 滝土～ Ⅱ層上 k鉢 LR。 盗期

S C02/南端 豊構面 (Ⅱ 層 ) R鉢 ごく細い沈線文。沈繰間に貝殻腹縁圧痕。

S C02/Ⅲ A3h 土 層 、組帯状文。持内に異種原体による羽状縄文。0段多縄 RL+0段 多縄 LR。 発期

i4 S C02/1A3h i 浄土層 楽鉢 葉状の磨 り消 し荷縄文。0段多縄 R。 盗期後葉

S C02 と積土 (表土) R鉢 【日縁 に二又の貼付突起が複数つ く。口縁に沿って横位の非結東羽状縄文。 Rと 、 LR。 盗期/十腰内V式 ?

S C02/中 央付近 豊構面 黒鉢 吉束羽状縄文。 RL+0段多縄 LR。 繊維多量に含む。 止期 /早稲 田 6類 ?

S C02/東音Б 垂構面 黒鉢 吉束羽状縄文。内面焦げ。0段多縄 RL+LR。 繊維多量に含む。
′
夫木 2b式 ?

S C02/中央付 近 毒面 果鉢 平行縄文、横の結東羽状縄文。 LR、 RL■ LR。 繊維多量に含む。 正期/早稲田 6類 P

S C02/中 央付近 筆構 面 R釜本 吉東羽状縄文。0段多縄 RL、 0段多縄 LR。 繊維多量に含む。 止期/大木 2 bttP

S C02/南 半部 垂構面 果鉢 吉東羽状縄文。 0段 多縄 RL・ LR。 繊維多量 に含 む。 止期/大木 2b式
S C02/中 央付近 垂構面 案鉢 吉束】Ь状縄文。 RL+LR。 充期

82 S C03/境 舌と 魅乱層 本 ごく細い沈線文。 F葉

83 S C03 罵土～ Ⅱ層上 κ鉢 LR。 発期

84 S C03 見土～ ■層上 鉢 ごく細い沈線文。0段多縄 LR。 発期

85 S C03/中 央付近 豊権面 主口 付 の貼付隆 3段。 0段多縄 LR。 発期後葉

86 S C02/中 央付近 登構面 朱鉢 黄位の原体側圧 X3条。0段多縄 LR。 I期/早稲 田 6類 ?

87 S C02/中 央付近 登構面 朱鉢 米糸文。単軸絡条体 1類 R。 盗期

88 VAlf 圧層 上位 楽鉢 段多縄 LR。 4期

89 VAlh Ⅱ層上位 窪鉢 に撚糸文 4条。単軸絡条体 1類、 RL。 t期 /早稲田6類

90 VAlh Ⅱ層上位 朱鉢 下整撚糸文。 t期/大木2式

VA l, V層 朱鉢 1段 多縄 LR。 繊維多量に含む。 t期/早稲田6類

92 VAlh V層 朱鉢 黄位結節回転の「不整撚糸文J。 繊維多量に含む。 期 /夫木 2,

VAlh V層 案鉢 円目状撚糸文。単軸絡条体 R。 繊維含む。 げ期/早稲田6類

94 VAlh Ⅱ層上位 案鉢 斗行縄文。補修子と。 LR。 繊維多畳に含む。 t期前葉 ?

ⅣBla Ⅱ層上位 朱鉢 り消 し帯縄文。帯内に羽】犬縄文充填 (崩 れている)。 LR、 RL 充期/十腰内Ⅲ式 ?

ⅣBla Ⅱ層上位 朱鉢
陵位の帯状文。区画内に合わせて、異種原体非結東羽状縄文を充填→暦り消し。LR、

L。
4期 /十腰内皿式 ?

ⅣA2i V層 R鉢 磐減著 しい。維位撚糸文→口縁 に横位撚糸文。単軸絡条体 R→単軸絡条体 L。 慮期/早稲田 6類

S C03/Ⅳ A2 Ⅱ層直上 R鉢 下整撚糸文。繊維含む。 恵期/大木 2式

S C03/Ⅳ A2 Ⅱ層直上 k鉢 下整撚糸文。繊維含む。 げ期/夫木2式

VA2i V層 R鉢 LR。 繊維多畳に含む。 恵期 前葉 /早稲 田 6

ⅣA2i V層 R鉢 LR。 繊維多量に含む。 血期前葉/早稲田 6類

S C03/Ⅳ A2 Ⅱ層直上 R鉢 LR。 繊維多量 に含 む。 げ期前葉/早稲田6類

103 S C03/Ⅳ A2 自構面 R鉢 LR。 慮期前葉/早稲田 6類

104 S C03/Ⅳ A2 登構面 k鉢 LR。 恵期前 葉 /早稲 田 6類

105 S C03/Ⅳ A3h V層 k参ヽ 事状工具の刺突文。内面に焦げ多量に付着。前々段半撚 りLRr、 末端結節。繊維含む。 正期/早稲田 6類

106 S COa/Ⅳ A3h V層 巳狭 い幾何学 的沈線文。貝殻腹縁圧痕。 酵期/物見台式

107 S C03/Ⅳ A3h V層 R鉢 阿状縄文 (非結束 ?)。 内面煤付着。尖底か。 RL、 0段多縄 LR。 繊維多量に含む。 虚期/早稲田 6類

108 SIH南 東脇 Ⅱ層 長鉢 黙糸文。単軸絡条体 1類 L。 期 ?

S 111南 貢脇 I層 R鉢 F半 に縦位撚糸文→上半に斜行縄文。単軸絡条体 L→ RL。 盗其月?

S C03/北 側 自構面 R鉢 三層末端ループ文? 0段 多縄 L。 繊維多量に含む。 げ期/大木1式

S C03/北 側 豊構面 k鉢 こ位の結東羽状縄文。LRoRLc げ期/早稲田6類 ?

S C03/引ヒ側 自構面 R鉢 勇い波状日縁。箆状工具による平坦幅広な沈線文。繊維含む。 面期 ?

S C03/南 側 央出 R鉢 ヨ縁部肥厚、尖った貼 り瘤 (二又)。 帝状文。0段多縄 LR。 盗期 /十 腰内 V式 ?

S C03 構 面 R鉢 三層末端ループ文。 0段多縄 RL。 繊維多量に含む。 忠期 /大 木 1

S N08周 辺 V層 ヨ縁部突起。日唇に沿う沈線区画の縄文帯。以下、磨 り消 し。 0段多縄 RL。 登期前葉

S C03 竜舌し層 R鉢 代形の刺突文。胎土不 良、外傾接合。 1期 末～後期初 ?

S C03 此舌し層 k鉢 受い波状日縁。胴部地文→末端結節都の横回転。 LR末端結節。繊維含む。 蔵期 /大木 2式

S C03 罠土～ Ⅱ層上 R鉢 F整撚糸文。葺瓦状 ?繊維含む。 ■期/大木2式 ?

,C03 R鉢 斗行直線 キ短沈線の押型文。 期前葉/大新町 a式

覚舌し

'冒

豊何学的沈線区画へ縄文充填→沈線引き直 し。内面には煤付着。 LR。 覧期/十腰内 1式 P
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第 2表 遺物観察表 (2)土 師器・須恵器

出土地点 層位 器種 器面調整

S106/北 西部 ヒ積土 上師器 艶 Ⅲ面 :ナ デ。内面 :ナデ。

S D01 ヒ積土 と師器 蝸 牛面 :ケ ズリ、 ヨヨナデ。内面 :ナ デ。輪積痕跡。

S D01 ヒ橋土 上師器・甕 キ面 :ミ ガキ、ヨヨナデ。内面 :ハ ケメ、ナデ。

S D01 ヒ積土 Ⅲ面 :ナ デ、秒底ぅ内面 :ハ ケメ。

S D01 ヒ積土 と師器 発 Ⅲ面 :ケ ズリ、木葉底。内面 :ナ デ。

S D01/西 端 ヒ積土 上師器・甕 Ⅲ面 :ケ ズリ、木葉底十刻み。内面 :ナ デ、ハケメ。

S D05 ヒ積土 と師器・甕 牛面 :ナ デ。内面 :ナ デ。

S C01/SKP32 ヒ橋土 と師器・妻 ■面 :ナ デ、ハケメ。内面 :ナ デ。

129 S C01/SKP38 佐積土 と師器・郭 P (面 :ケ ズ リ。 内面 :ナ デ。

130 S C01-c 佐積土 (表土 ) と師器・発 牛面 :ハケメ、 ヨヨナデ。内面 :ナ デ。

S C01-c ヒ積土 (表土) と師器・箋 Ⅲ面 :ケ ズリ、ヨコナデ。内面 :ナ デ。

132 S C01/試 掘 T-12 見上 ?(S D01堆積土 P) と師器・霊 Ⅲ面 :ケ ズリ。内面 :ハ ケメ。

133 S105 佳積土 頁恵器・重 牛面 :ロ クロナデ。内面 :ロ クロナデ。

134 S D01 佳積土上面 買恵器・菱 Ⅲ面 :タ タキメ。内面 :ナ デ。

135 S C01/SKP14 色稽 土 買恵器・発 十面 :タ タキメ。内面 :ナ デ。

136 S C01-c ,F土 Ⅲ面 :タ タキメ。内面 !ナ デ。

V 遺物

第 3表 遺物観察表 (3)陶磁器

No 出土地点 層 位 器種 釉、絵付 時期

S C01/SKP30 ヒ積土 滋器・青磁皿 子磁。中国龍泉窯。 Ⅲ世/15世紀末 P

138 S C01/SKP46 ヒ積土 抜器・ 青磁皿 争磁。中国産 ? 卜明

139 S C01/SKP50 ヒ積土 磁。染付。 中国龍泉窯ぅ Ⅲ世/15世紀末

S C01/SKP53 陰積土 滋器・青磁重 ? 子磁。中国産 P ド明

S C02/1B7a付 近 ヒ世盛土層 滋器・青磁皿 写磁。肥前系。 ヒ世

142 S C01 c 見土層 滋器・青磁碗 写磁。染何。中国龍泉窯。 ,世/15世紀末

143 S C03 北側 土 層 姦器 ・青磁皿 ? 写磁。中国竜泉窯。 ,世/15世紀末

144 S C01/SKP59 ヒ積土 器・ 白磁皿 1台 脇・ 高台 に灰地 。産地不 明。 E世 ?

S C02 更土層 滋器 青花端反皿 尺釉。染付。高台内は無釉、露胎。中国淳州窯 ? ,世/16世 紀後半 ?

146 S C01/SKP58 ヒ積土 叛器 青花碗 尺釉。染付。中国津州窯。 ,世/16世 紀後半

147 S F01 更土層 旬器 '染付鉢 終付、呉須絵。高台畳付 に砂粒付着。肥前産。

148 S C02 土層 (新 ) ]産品。産地詳細不 明。

149 S C03 箕土層 旬器 ・皿
透明釉。見込み釉 変色。 高台内 は露胎、融着反跡 (ト チ ン跡 P)。 瀬戸 )
薫4期。

口世 /16世 紀後半

150 S C03 埓土 旬器  llll 尺釉。見込みの釉ひび嘗1れ。美濃大窯後半期。 卜世/16世 紀後半

S C03 南 土 層 Ⅲ面鉄釉 1瀬 戸黒 |。 内面無釉、露胎。美濃登窯 I期。 二世 /17世 紀 初

152 S104 南東 佐積土 旬器 碗 ヨ縁は灰釉、胴部は鉄釉。腰錆碗。肥前Ⅳ期。 ヒ世/17末 ～18世紀後半

S C01-b/SKP84 監積土 匂器 鉢 P R釉。内面は露胎。 ド明

154 S C01 c 見土層 旬器・碗 疋白釉。肥前系 P ヒ世以降

155 S C02 簿土層 旬器 ・鉢 ? 央釉。産地不 明。 FTHE

156 S C03 南 Ⅱ層 釉。肥前 灘 ? 二世以 降

157 S F01 佐積土 旬器 鉢 失釉。肥前産。 L世

158
S C03
S C03/SKP143

覚乱層
ヒ種土

旬器 皿
己込みは透明釉、 白化粧 、掻 き落 と し、火欅。 日跡 2箇所 (胎 土 目)。 タ
師任期  乏胎^Hp爺甚 ^

二世

159 S C01/SKP30 ヒ積土 色器 ll R釉九皿。美濃大窯後半期。 卜世/16世紀後半

S C02 覚舌し

'詈

旬器・括鉢 失釉。肥前産。 丘世/17世 紀

S C02 覚乱層 旬器・橋鉢 失釉。肥前産。 近世/17世 紀

162 S C01‐ c 見土層 旬器 楯鉢 失fIL。 産地不 明。 示明

S C03 南真郡 Ⅱ層上位 地不明。 近世以降

164 武掘T9 箕土層 と師質土器 不明 ミ (台 ?)部。無釉。透かし孔および貫通孔 2。 産地不明。 1世以降

S C03/SKP141 ヒ積土 と師質土器 鉢 ? 照釉。産地不明。 1世以降

S D04 え出面 Z質土器 火鉢 照釉。口縁 に雷文帯 ×2条。煤 ?付着。産地不明。 ■世以降

S C01 c 橋土 (表土 ) Z質土器 火鉢 時釉。634と 同一個体か。産地不明。 ■世以降

168 S C01/SKP34 ヒ積土 を器・器種不明 子磁。中国龍泉窯 ? *写 真掲載。 ■世/15世紀末 ?

S C01/SKP61 ヒ積土 滋器・器種不明 写磁。釉厚 く掛かる。中国龍泉窯 P *写 真掲載。 1世/15世紀末 ?

武掘T10 更土層 滋器 青磁皿 写磁。肥前産 ? *写 真掲載。 丘世
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第 4表 遺物観察表 (4)石器

No 出土地声 層位 器種 特徴 石 質 石材産地

S N08北脇 V層
『

鏃 Jヽ形、有茎。長 さ1 8cm、 幅1 0cm、 厚さ0 3cm。 重量031P と質買岩 T生代新第三紀/奥羽山珈

172 I■ 南西都 面
『

鏃 宵垂。片側縁 で節理久失。長 さ3 1cm、 幅 1 2cm、 厚 さ0 4cm。 重量 104宣 三質頁岩 千生代新第二紀/奥羽山動

173 S C01/SKP70 ヒ積土 Er鉄 ? 石錐 ?黒色付着物。長 さ42c皿、幅 1 3cm、 厚 さ09c皿。重量 383g。 圭質頁岩 千生代新第三紀/奥 羽 山肋

174 S C03 北側 藝構面 駕頭器 P 先端鈍 く、削器か。長さ13 2cla、 幅3 1cШ 、厚 さ13c血 。重量5248g。 ミ岩 訴生代新第三紀/奥羽山漸

175 S C03/SKPl17 ヒ積土
『

匙 能型。長 さ4 8cm、 幅2 1cm、 厚 さ0 5cm。 重量485富 o ミ岩 斤生代新第二紀/奥羽山勘

176 S X01 ヒ積土
『

匙 能型。刃部欠損。長さ3 4cm、 幅1 8cm、 厚 さ0 7cm。 重量347富 ミ岩 訴生代新第二紀/奥羽山動

177 S X02 北西部 ヒ積土
『

匙 能型。刃部欠損。長 さ5 3cm、 幅 15cと、厚 さ0 7cn。 重量634宣 と質更岩 新生代新第三紀/奥羽山勅

178 S C03 南束部 Ⅱ層 石匙 型。長 さ3 7cm、 幅 2 1cm、 厚 さ0 4cm。 重量 173g。 葺岩 訴生代新第二紀/奥羽 山珈

179 S C03 中央東 景色土層 ‖掻器 蚤器。右側縁 に刃潰 し。長 さ7 7cm、 幅4 6cm、 厚さ2 2cm。 重量7504g 山石 訴生代新第三紀/奥羽山漸

180 112/pit2 ヒ積土 ‖掻器 長さ11 8cm、 幅5 3cm、 厚 さ1 9cm。 重量8543宜 尋岩 訴生代新第三紀/奥羽山珈

S C02 南端 巨構面 (Ⅳ 層 ) 鉗掻器 更さ6 8cm、 幅3 2cm、 厚 さ12c皿 。重量1534g。 言岩 訴生代新第二紀/奥羽山珈

V A3h～ 3i V層 曽製石斧 刃部摩減。長 さ9 7cm、 幅4 6cll、 厚 さ2 6cD。 重量20259富 。 庁岩 1生代白亜紀/北上山地

S X01 ヒ積土 春製石斧 壷面剥落。節理による大 きなひび割れ。重量12184富 。 古板岩
=～

中生代/北上山地

184 S C03 東側 V層 督製石斧
刃部欠失。基部に敲打痕。長さ(11 9Cn、 幅14ocm、 厚さ9 61cll。

重量192宮 。
山石 1生代白亜紀海ヒ上山地

ΥA3■～3i V層 督製石斧 刃部欠失。長 さ01 31cm、 幅4 5cm、 厚 さ2 5cm。 重量18206富 。 と岩 1生代白亜紀/北上山地

186 Ы B 10a V層 督製石斧 刃部欠失。長 さ(9 31cm、 幅5 9cm、 厚 さ2 9cm。 重量19926寛 。 古板岩
=～

中生代月ヒ上山地

S C03 こ土～ Ⅱ層上位 昏製石斧 豊い剥離、研磨痕。長 さ10 1cn、 幅 4 9cm、 厚 さ2 2cn。 重量 13732p 分岩 ■生代白亜紀/北上山地

〕C03/SKP158 巳り形埋土 旨製石斧 肇部欠失。長さ(94)cm、 幅(5 01cm、 厚さ12 9cm。 重量20845g オ岩 1生代 白亜紀海ヒ上 山地

[11 ? (排土 ) 積磨器 半円状扁平打製石器。長さ15 5cm、 幅8 5cm、 厚 さ2 1cm。 重量39151g。 そ山岩 折生代新第三紀/異羽山漸

S C03 東側 Ⅱ～Ⅱ層 萩磨器 青殊磨石。長 さ12 8cm、 幅6 8cm、 厚 さ4 7cm。 重量51599富 。 か岩 1生代白亜紀/北上山地

111 炉 脇 ヽ面 救磨器 両面に弱い磨 り痕 と敲 き痕。重量52793宜 そ山岩 折生代新第三紀/奥羽山加

〔11 ヒ稽土 磨 器 長さ7 8cm、 幅 8 0cm、 厚 さ34cm。 重量 30366宜 そ山岩 祈生代新第三紀/奥羽山加

111 炉周辺 ヒ積土 改磨器 究熱、破砕 P磨痕 。長 さ11 2cm、 幅 9 0cD、 厚 さ6 9cn。 重量 1,07285g。 山岩 子生代新 第三紀/奥羽 山加

194 3X01 ヒ積土 萩磨器
正面に痘痕状敲 き痕 と滞状擦痕。長さ11 7cm、 幅6 3cn、 厚 さ3 4cm。

三量31474宜 。
そ山岩 折生代新第三紀/奥羽山漸

S D01 ヒ積土 磨 器 長さ5 0cm、 幅 4 6cШ 、厚 さ4 3cm。 重量 14379g 〔山岩 生代新第三紀/奥羽山削

ヒ積土 (Ⅳ 層) 護磨器 有円形扁平礫。長 さ8 4cm、 幅5 5cm、 厚 さ2 2cm。 重量13741g。 そ山岩 折生 rt新第二紀 /1kL羽 山 !

南側 Ⅱ層 護磨器 青円形扁平。黒色付着物。長さ8 7cm、 幅5 1cm、 厚 さ25c皿。重量187282 そ山岩 折生代新第二紀/奥羽山朋

式掘 T10 見上 破磨器 掲い磨 り痕。敲 き痕。長 さ7 3cm、 幅6 7cll、 厚 さ5 5cm。 重量38034獄 。 ドイ→テイト 折生代新第二紀/奥羽山断

S X02 に石構成礫 ET皿
きり、一部敲 き P痕跡。長さ(1701伽 、幅(15■)cm、 厚 さo8)cm。

三量1,24530g。
そ山岩 折生代第四紀/奥羽山脈

S X02 ほ石構成礫 9 故磨器 督り、敲 き P長 さ180、 幅 129、 厚 さ5 6cm。 重量1.41928富 。 ドイ1ナ イト 折生代新第三紀/奥羽山斯

S X04

ヒ積土 No28 ,」 片 要合資料 1。 取 り上げ 4回 目。重量3440宜 憲岩 折生代新第三紀/奥羽山斯

ヒ積土 No46 削片 妾合資料 1。 取 り上げ 5回 目。重量3287g 零岩 折生代新第三紀/奥羽山斯

S X04
ヒ積土 No49 ,」 片 妻合資料 2。 取 り上げ 6回 目。重量879宜 。 三岩 折生代新第二紀/奥羽山斯

ヒ橋土 No7 」々片 妄合資料 2。 取 り上 げ 1回 目。重量 1014 三岩 折生代新第三紀/奥羽山漸

3X04
ヒ積土 NQ26 削片 そ合資4‐13。 取り上げ4回 目。重量4796g τ岩 〒生代新第二紀/奥羽山漸

ヒ積土 No39 えJ片 妥合資料 3。 取 り上げ 5回 目。重量1709g。               1頁 岩 折生代新第三紀/奥羽 山漸

,X04
佐積土 No10 えJ片 要合資料 4。 取 り上げ 1回 目。重量1802宮 。              1頁 岩 折生代新第二紀/奥羽山漸

ヒ積土 No54 削片 妾合資料 4。 取 り上げ 6回 目。重量2151宜 。              1頁 岩 折生代新第三紀/奥羽山朋

S X04

橋土 No29 J片 驚合 資朴 5。 取 り上 げ 4回 目。重畳 409宮 。              1頁 岩 折生代新第二紀/奥羽山断

ヒ積土 hlo40 削片 妥合 資料 5。 取 り上 げ 5回 目。重量 696g。              1頁 岩 升生代新第三紀/奥羽山断

佳積土 No50 た」片 妄合資料 5。 取 り上げ 6回 目。重量658宮 o              l頁 岩 升生代新第三紀/奥羽山丹

S X04
ヒ積土 hloll 副片 妥合資料 6。 取 り上げ 2回 目。重量916宮 。              1頁 岩 折生代新第三紀/奥羽山Ы

ヒ積土 No41 副片 妥合資料 6。 取 り上げ 5回 目。重量1292宜 。              1頁 岩 弄生代新第二紀/奥羽山駈

S X04
ヒ積土 hlo14 赳片

`合

資料 7。 取 り上げ 2回 目。祈損。重量 15i4宮 (No 19含 む)。      1買 岩 訴生代新第三紀/奥羽山lF

ヒ積土 No19 硼片 妥合資料 7。 取 り上げ 3回 目。折損。 三岩 折生代新 第三紀/奥羽 山漸

S X04

ヒ積土 No24 醐片 妾合資料 8。 取 り上げ 3回 目。重量1300宮 。              1買 岩 弄生代新第三紀/奥羽山月

ヒ積土 No4 硼片 安合資料 8。 取 り上げ 1回 目。重量3884質 。              1頁 岩 T生代新第三紀/奥羽山獅

ヒ積土 lNα 51 劇片 妻合資料 8。 取 り上げ 6回 目。重量2157g。              1頁 岩 斤生代新第二紀/奥羽山ll

第 5表 遺物観察表 (5)土製品

No 出土地点 層位 静 種 特 徴 時期

S111/遺物No 6 堆積土 動物形土製品 寛 ?を 模 したもの。頭部に縦の貫通孔、胴部前面に貼 り瘤、 RL・ LR横。重量1612富 。 電文後期

202 S C01/SKP8 堆積土 IItt P 表面 に融着物 (淡緑色、赤褐色 )。 胎土は陶質。重量79宜 。 古代以降

S D01 堆積土 羽 国 三量 1089g。 古代以降

S D03 堆積土 羽 口 重量 668宮 。 j代以降
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第 6表 遺物観察表 (6)石製品

No 出土地点 層位 器種 特徴 石質 産 地 時期

111 南西 ヒ積土 と石製装身呉 通孔 1箇所。全面研磨痕。重量2501宮 。 ■
k石 折生代第四紀/奥羽山脈 雌文後期

S C03 南部 打部浮石直下黒土 登石製装身呉 (通孔 1箇所。全面研磨痕。欠損。重量 1910g。 登石 弄生代 第四紀 /興羽山脈 蛇文後期 ?

207 S D04 ヒ積土最上位 オ磨痕。節理により裏面欠損。重電2877g 髯岩 i～ 中生代 /北 上山地 ζ代以降

208 S C01 Ⅱ B6? Ⅱ層黒色土 旨石 扁平、小 /_l円 礫。重量299富 ミ岩 二～中生代/北上山地 1代以降

209 式掘 T‐ 4 k土層 き石 言平、小型円礫。一部欠損 ?童量301貿 。 山石 j～ 中生代/北 とH地 子代以降

S C03/SKP126 監積土 反状装 身具 弓環状 ?欠損。榛痕。重量284宣 。 発灰岩 折生代第三紀/奥羽山脈
=代

以降

S C01/SKP39 佐積土 ξ版状石製品 可側縁 に段 あ り。両面 に擦痕。重量 1714 古板岩 子～中生代 /北上 山地 l「代 以降

S101付 近 箕土層 〔版状石製品 辱側縁に段あ り。両面に擦痕。重登4329g 古板岩 写～中生代刑ヒ上 山地 j代以降

S110 ヒ積土 眠石 慕痕。重量 4414富 。 髭灰岩 折生代第二紀/奥羽山脈 電文後期 P

S C03/SKP 9 ヒ積こと 氏石 察痕。重量1565真 。 壷灰岩 折生代第二紀/奥羽山脈
=代

以降

S C01‐ b/SKP78 ヒ橘土 氏石 震痕。使用面が摩滅、やや窪 む。重量300 M tte 写岩 折生代第二紀/奥羽山脈 ξ代以降

S111 南西 佐積土 氏石 震痕。重量7352 量岩 午生代 第三紀 /奥羽 山脈 電文後期 ?

S101付 近 覚土層 曳石 磨痕。重量3480g。 写岩 折生代 第三 4■1/奥 羽 山脈 ξ代以降

S C03 ド明 (排土 ) 氏石 各面に擦痕。重量9790富 。 露山岩 折生代第四紀/奥羽山脈 古代以降

S C03 ヨヒ側 覺舌し)再 耳臼
斐挽日の上自。欠損。使用面摩減。挽木子し、軸 ;
七。臼面径 11 8cm、 高さ10 9cn。 重量2981峰 。

山石 折生代第四紀/奥羽山脈 ■代以降

V 遺物

第 7表 遺物観察表 (7)金属製品

No 出土地点 層 位 器種 特徴 時期

貴綿 T7 甚土層 9子 七端部欠損。長さ (159)cm、 幅2 4cm、 厚 さ0 5cD。 ド明

111床而 攪乱 覺者と層 り子 出身の刀身。基部 (茎 )欠損。長さ (159)cal、 幅 1 7cm、 厚 さ0 5cm。 ド明

S C01/SKP60 柱積土 里管
同製「廷べ煙管」。火皿やや傾 く。llL首 と吸日の肩部分に補強帯。

記さ12 5cm、 幅 1 2cm、 吸日径3a l、 接合部径 12Dld。 重量1367g。
二世/18世 紀前半

S C01 c 東端部 罠土層 1環状製品 k製。表面に何 らかの溶着痕跡。長 さ2 6cm。 重量367g。 ド明

S C01/SKP12 七積土 牙 失製角釘か。重量741質 。 卜明

東 側 k土 汀 F頭の鉄製角釘。重量2088費 卜明

126 ,C01/SKP65 花積土 汀 F頭 の鉄製角釘。重量849室 F明

127 S C01/SKP7 七積土 子銭 同銭。天市通費 中国 北宋銭 )。 初鋳 1017年 。鋸銭。重量262g F世 ～近世初

128 S C01/SKP19 七積土 j銭 同銭。 L9寧元賓 中国 北宋微 )。 初鋳1068年 。無銭。重是285g 卜世～近 世初

129 S C01/SKP50 七積土 」銭 同銭。 EE寧元賓 中国 北宋銭 )。 初鋳1068年 。無銭。重量222々 卜世～近世初

S C01/SKP66 准橋土 ζ銭 副銭。元諧通費 中国 北宋銭)。 初鋳1086年 。無銭。重量284貿 卜世～近世初

S C01/SKP16 七積土
=銭

同銭。銘「OO元奮 |→聖宋元奮 (北宋銭、初鋳1101年 )。 無銭。重量170営 卜世～近世初

132 S C01/SKP38 推積土 j銭 同銭。永楽通賓 (中 国・ 明銭 )。 初鋳 1408年 。本銭 。重量244g 卜世～近 世初

S C01/SKP5 牲積土 j銭 同銭。永楽通費 (中 国 明銭)。 初鋳1408年 。本銭。重量281 卜世～近 世初

,34 S C01/SKP20 佳積土 j銭 岡銭。銘「永」「通」→永楽通費の鋳写 し無銭か。重量084々 。 μ世～近世初

S C01/SKP27
`積

土 j銭 同銭。無文銭。重量 274宣 卜世～近世初

S109 七積土上位 守銭 阿銭。無文銭。重呈 172宮 μ世～近世初

S C01/SKP3 七積土 ξ銭 同銭。輪銭。重見099g。 F世 ～近世初

S C01/SKP13 整積土 主銭 同銭。輪銭。重量091々 。 卜世～近世初

S C01 寛乱層
=銭

同銭。輪銭。重量036貫 。 卜世～近 lL初

S D01 ヒ橋土 F銭 こ永通賓。銅一文銭 期 古覚永 初鋳1636年 。重量285宜 L世 /17世 /iE

ⅢA9i～ 二世盛土層 イα免 こ永通賓。錮一文銭 期 古寛永 初鋳 1637年 。重量315g 二世/17世 紀

S C02/SKP144 主痕部堆積土
=銭

永通費。銅一文銭 期 古寛永 初鋳1638年 。 5点一括出土。重量257g ヒ世/17世 紀

S C02/SKP144 主痕郡堆積土 !銭 こ永通賓。銅一文銭 期 古寛永 初鋳1638年 。 5点一括出土。重量257質 丘L/17世紀

,44 S C02/SKP144 主fR都堆積土 イ銭 永通費。銅一文銭 期 古寛永 初鋳1638年 。 5点一括出土。重量288g 互世/17世 紀

S C02/SKP144 主Trt都堆積上 年銭 永通費。銅一文銭 期 古寛永 初鋳1638年 。 5点一括出上。重量102質 生世/17世 紀

S C02/SKP144 主痕部堆積土 年,免 こ永通貨。銅一文銭 期 古寛永 初鋳1638年 。 5点一括出土。重電246貿 ヒ世/17世 紀

S C01 c 東端部 ヒ橘土 (表土) 12電 永通密。銅一文銭 期 古寃永 初鋳 1636年 。 重量 352宣 二世/17世 紀

S CO■ b/SKP76 ヒ積土 学0免 永通賢。鋼一文銭 2期 新寛永 ・文銭」。初鋳 1697年 。亘量326g 二llr/17世 紀

S C02 甦舌し

'目

f銭 永通費。鋼一文銭 2期 新寛永 文銭」。初鋳 697年 。重量265g 互世/17世 紀

S CO■ b/SKP85 騒り形埋土 F銭 も永通賓。鋼一文銭3期 新党永 初鋳1767年 。重量195富 ヒ世/18世 紀

S C01/SKP74 ヒ積土 年金完 も永通費。銅一文銭 3期 新寛永 初鋳1767年 。重量326質 二世/18世 紀

S C01 b/SKP85 電り形埋土 F金支 永通密。銅一文銭 3期 新篭永 初鋳 1767年 。重量 237g ヒ世/18世 紀

S C02
ⅡA9i～ i付近

ヒ世盛土層 F金寃 も永通費。鋼一文銭3期「新党永」。初鋳1767年 。重量160g。 ヒ世/18世 紀

S C02 竜舌し層 F金免 永通密。銅一文銭 3期 新寛永 初鋳 1767年 。重量 243富 ヒ世/18世 紀

S C02 竜舌し層 年銭 も永通賓。真鍮四文銭。背紋■波。初鋳1769年。重量429g 二世/18世 紀

9i～ i付 近 ヒ世盛土層 r銭 を永通費。真鍮四文銭。背紋■波。初鋳1769年。重量415g。 ヒ世/18世 紀

武掘 T9(S C02) 更土層 F銭 毛永通賓。鉄一文銭。初鋳1739年。重量239富 。 丘世/18世 紀

S C03北 半部 藝構面 〔鋤簾〕 年1元 失銭。錆により銘不明。党永通貨鉄一文銭かっ重量143富 。 L世

S C02 E世盛土層 と久永育 同銭。四文銭。初鋳 1863年。重量395g。 ヒ世/19世 紀

S103 南束部 ヒ積土上位 匪首銭 甲し潰 した煙管雁首。重量205g。 ヒ世

1 S COIc 束端きL 見上層 一銭硬貨 Π貨。銘 大正■年J。 重量273真 L代

S C02 南東部 と土層 ―銭硬貨 Π貨。銘 大正9年 J。 重量349質 L代

S C02 考と層 王銭硬貨 Π貨。銘 大 日本 一 十四 ― J。 重量 281宣

S C02 南東部 長土層 「銭硬貨 同貨。銘 HttTHll年 」。重量367g ft
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Ⅵ 総 括 と 考 察

縄 文 時 代

(1)遺 構

検出した遺構は竪穴住居跡・竪穴遺構 5棟、掘立柱建物跡 1棟、土坑 7基、配石遺構 2基、剥片埋

納遺構 l基である。このうち竪穴住居跡・竪穴遺構については後期 4棟、早期～前期前半 1棟であ

る。後期の竪穴住居跡 2棟は壁が確認できず、かつうち 1棟については炉跡を確認したに過ぎない①

そこで全体形状がある程度わかる2棟 (S110・ 11)を 中心として、後期の竪穴住居跡の各属性に

ついて見る。

平面形 :S111は南北に位げた楕円形状である。 S110は壁が全周しないが、残存部分の様相か

ら見て、 S111同様に楕円形基調だったと思われる。柱穴 i S 111で 主柱穴 4個 を確認した。主柱

穴 4個 は炉を囲んで台形状に配置されており、うち一個については建て替えの可能性も考えられる

(掘 り方の形状、底面の柱アタリの状況から)。 その他の3棟では柱穴自体はっきりしない。炉 :検

出した4棟 ともに石囲炉である (第87図 )。 S111・ 12は 炉石を円形に配している 〔S111で は一

部で二重の囲いになっている〕が、ともに一端が開いた馬蹄形である。S111では北狽Jが、S112で

は西側が開いており、この開いた部分では炉の外側まで焼土範囲が延びている。炉石を欠くこの部

分が炉の焚き口のような使われ方をしたのではないかと推測される。一方、 S110は炉石の残存状

況が良くなかったが、炉石設置痕からみてやはり円形基調の炉石配置である。ただし、炉の北西部分

が新期の柱穴により破壊されており、この部分に炉石があったのか確認できなかった。 S111。 12

同様に馬蹄形だったものかもしれない。 S113の炉は残存部で見ると楕円形というよりも、東西に

長軸をとる方形ぎみの炉石配置である。ただし、この炉も西側で炉石が途切れて開き、馬蹄形と云え

なくもない。以上のとおり、後期の4棟の炉はいずれも馬蹄形の炉石配置だった、もしくはその可能

性がある、ということになる。これらの4棟のうちS111は床面一括出土土器から見て十腰内Ⅳ式

期に位置づけられる。 S110・ 12に ついても出土遺物が少ないが、少なくとも後期、 S111と それ

ほど時期差がないものと思われ、調査者は3棟が後期後葉ではないかと推測している。岩手県北部に

おける縄文時代後期後葉の住居跡の炉は、一般的は炉石を設置しない地床炉が多く見られる。岩手県

北部における後期後葉/十腰内Ⅳ oV式期における石囲炉の類例としては、九戸郡軽米町大日向Ⅱ遺

跡で石囲炉をもつ該期竪穴住居跡 8棟が検出されている。出入口施設 :後期中葉～末葉の竪穴住居

跡でよく見られる「出入口状遺構」については、いずれの住居跡でも明らかではなかった。配石遺

構 i S 111と S112の 2棟には配石が伴う。 S111では斜面下方側の壁に沿って配石がなされてい

S 110

?

し

S 111 S l12

◆

S 113

O      l:60     2m

募

→ は炉石を欠く部分 (開 口部)
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Ⅵ 総括 と考察

る (S X01)。 一方、壁が不明瞭な S112は不確実ではあるが、配石

が斜面上方側の壁に沿っていたものと思われる (S X02)。 配石の役

割については、住居壁に沿 うことから、土留めの可能性 も考えられる

が、確証は得 られなかった。また、 S X01に は一部途切れる箇所があ

り、上記の「出入口」に関連 して考えればこの部分が「出入口」に相

当するかもしれない。

また、 S X04剥 片埋納遺構 は楕円形土坑に剥片54点 を収めた もの

で、検出層位か ら見て早期後葉～前期前葉に属する。阿部勝則氏の論

考 (阿部2003)に よれば、県内における「剥片集中遺構」は105例あ

り、時期は早期後葉～晩期 と時期幅は広いが、中期64例・後期13例 と

中期～後期が多 く、本遺構 と同時期の早期～前期は10例 と少ない。ま

た土坑での出土例は廃棄されたものが多 く、土坑への埋納 という形態

は雫石町桜松遺跡 (中 川1982)の」-10ピ ツトがあるのみである。J―

10ピ ットでは0.72 X O.61mの楕円形土坑に剥片877点 と石器10点が埋納されていた。田中英司氏によれ

ば、全国的に見ても確実な土坑への埋納例は、他に秋田県北の林 Ⅱ遺跡例が挙げられるのみである

(田 中1995)。

(2)遺   物

縄文土器、石器、土製品があるが、総量少なく、主体は縄文土器である。

縄文土器はS111堆積土および中世の普請の影響が少なかった調査区「下段」中央～南東側の

Ⅱ・Ⅳ層から主に出上している。破片資料が多いため断言できない面もあるが、次の型式に相当する

ものである。早期 :大新町 a式 (押 )、 物見台式。前期前葉 :早稲田6類 〔深郷田式〕、大木 l式、

(表館式 ?)。 前期中葉 :大木 2式、円筒下層 a式、 (大木 3式 ?)。 前期後葉 :円筒下層ctt。 後

期前葉 :韮窪式。後期中葉 :十腰内Ⅲ式 P。 後期後葉 :十腰内Ⅳ式。晩期中葉 :大洞C2式。時期幅は

広く、早・前・後・晩期のものが含まれている。このうち一定の纏まりをもつのは前期の早稲田6類

と後期後葉の十腰内Ⅳ式である。前者は中抑浮石層直下の黒色土層 (Ⅳ層)か ら出上しており、胎土

に繊維を多量に含む土器群である。また、押型文を特徴とする大新町 a式 (押 )は撹乱層から1点出

土したのみであるが、盛岡市周辺に分布する同式上器が県北部安比川水系まで伝播していたことを示

す事例となった。なお、本遺跡の北約1.2kmの 飛鳥台地 I遺跡では大新町 a式 に先行する日計式上器

が出土 している。

参考文献

F「TttS,争 貝1      2003

中川重紀   1982

田中英司   1995

岩手県埋文  1988

調査では中世の堀跡・竪穴遺構の覆土から平安時代の上師器・須恵器が出土したが、該期遺構は検

出されず、あくまで遺物散布地の域を出ない。ただし、遺構に伴わない形で該期土器が「散布」され

第88図 桜松遺跡のデポ

古

「岩手県における縄文時代中期の剥片集中遺構について」『紀要X�』岩手県埋文

「桜松遺跡」『御所ダム建設関連遺跡発掘調査報告書』岩埋文調報第29集、岩手県埋文

「日本先史時代のデポ」考古学雑誌、80-2

『飛鳥台地I遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 120集

代           ′
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Ⅵ 総括と考察

ているとは考 えづ らい。本遺跡の西側 には桂平 I遺跡が隣接 している。平成 18年度に行われた調査

では、覆土 に十和 田 aテ フラお よび白頭 山苫小牧テフラを含む竪穴住居跡 16棟が検 出されてお り、

10世紀代 の集落跡であることが判明 している (川 又2007)。 本遺跡の西半部高位面は桂平 I遺跡 と

同一地形面であることに鑑みて も、中世の普請 による削平以前 に桂平 I遺跡 と連続あるいは別個 の

集落遺跡が存在 していた可能性 は高いもの と考 えられる (註 1)。

言主

(1)調査区南側隣接地の横浜健太郎氏によれば、上段平場で須恵器破片が採取されてたとのことであった。現物を実見し

たところ長顕壷と思われる底部破片であった。現物は他の遺物とともに当センターで保管している。

3中 世

(1)遺

近 世

構

中世城館にともなう遺構が検出された。普請 :平場、空堀、切岸、虎口、土橋。作事 :掘立柱建物

中世城館にともなう遺構が検出された。普請:平場、空堀、切岸、虎口、土橋。作事:掘立柱建物跡、

竪穴建物跡 。竪穴遺構、柱穴列 (柵跡)、 門跡、溝跡 (塀跡)。 ここでは特徴点や問題点について要点

を指摘しておく。

平場は、大きくは上下2段3面である。上段のSC01は 本館跡の中心曲輪にあたる部分であり、その

内部は空堀・掘立柱建物・竪穴建物の配置等に鑑みて、さらに細分された空間分節が行われているも

のと推測される。特にもb地区における、2条の空堀と土橋により区画された部分には掘立柱建物の

過密な分布が見られる。それらすべてが中世・城館期のものとは云えないものの、尋常ではない場の

使われ方が際立っている。この部分は上段平場の中でも居住空間に相当するかもしれないが、それを

跡付ける陶磁器類等の遺物が出土しないため、確証はない。なお、空堀区画の開口部にあたる土橋部

分には冠木門が設置されている。a地 区は虎口と内堀に挟まれ、虎口に対して側面をとる位置である

ことから、虎口防禦のための、いわゆる「横矢掛け」の平場であると解される。一方、下段平場は高

位 。低位の2面 に分かれているが、段差は低く不明瞭なもので、ほとんど一体化している。上段に比

して、建物等の遺構は圧倒的に少ない。ともにSD04空堀の東側 (→外側)であり、下段平場は館の

外郭部分にあたると思われる。低位面のSC03で はそもそも普請による削平の痕跡はあるものの、平

場面は東に向かって緩く傾斜し、普請が不充分な状態であることは明白である。館の規模拡張に伴う

急希えで未完成の「平場」だったものかもしれない。同様の状況は東隣の舘Ⅱ遺跡 (不動館)の「陣

場」でも見られる。あるいは、始めからそれほどしっかりとした平場を作る必要がなかった、という

可能性もある。なお、第24図 に示すとおり「吉田館」は大きくは西郭 (仮に曲輪Aと する)と 東郭で

構成され、さらに東郭がSF01。 SD04を境として上段 (曲輪B,SC01)・ 下段 (曲輸C,SC02・ 03)

の2面の曲輪に分かれており、都合3つの曲輪で構成される。佐々木浩一氏によれば、中世後期の東北

北部における城館のほとんどが「曲輪を並べる」タイプに帰属する (佐 々木2002)。 「吉田館」の場

合も小規模な曲輪を東西方向に並べる配置であり、佐々木分類における「A-3」 型に相当するもの

である。3つ の曲輪のうち、曲輪A・ Cに より挟み込まれている曲輪Bが主曲輪に相当するものと思わ

れる。

空堀は3条検出された。土橋を挟んで対向するSD01・ 03は上段平場面を区画する役割をもつものと

推測される。一方、下段のSD04は箱堀で、上段曲輪面の防禦を担うものであろう。SD04は SF01切岸

と一体化しており、切岸との間には布掘りのjthの可能性があるSD05溝が設けられており、切岸+柵 +
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3 中世・近世

空堀というセットによる強固な防禦線が想定される。また、虎口は1箇所で、冠木門が設置されてい

る。ところで、空堀 。虎口については、現況では全く確認できないほど埋没していた。これは人為的

な埋め戻しの所産で、空堀・虎口の埋め戻し。整地およびその後の通路付け替えが行われた可能性が

高い。これは、館の防禦性を喪失させる行為である。人戸市根城跡では、本九虎口が単純な構造へと

大規模改変されている事例がある (栗村・佐々木2001)。 城館を葉却する際の具体的な方法として

は、城館の防禦の要であり、かつ象徴である施設の破壊―空堀の埋め戻し、虎口や門の破壊等一が行

われるようである。本遺跡の場合も館としての機能を喪失せしめる破却行為「城破 り」の様相を示し

ているものと捉えられる。

掘立柱建物跡は78棟である。そのうち、上段平場SC01面の建物については平面形態から4類型に分

類可能である。

①身舎の梁行が2間以上で間仕切柱があるもの (6棟)=SB015・ 019。 033・ 038。 055・ 062、

②身舎の梁行が2間以上で聞仕切柱がないもの (11棟)=SB006・ 009・ 010・ 020・ 025～ 027・ 035。

046・ 049・ 051

③ 身舎の梁行が2間以上 で総柱 の もの (15棟)=SB001～ 004・ 011・ 013・ 024・ 028・ 030・ 032・ 034・

043-045。 060

④ 身舎の梁行が 1間の側柱建物 (30棟 )=SB005・ 007・ 008,014・ 016～ 018・ 021～ 023・ 029・ 031・

036・ 037・ 039-042・ 047・ 048・ 050・ 052・ 056-059・ 061 ・063-065

これらの建物群は概ね中世～近世に属するものと推測されるが、当然ながら個々の建物間には時期

差がある。本来は同時期に存在した建物のグルーピングと変遷の各フェイズを解明せねばならない

が、今回はそれに至らなかった。

竪穴建物跡・竪穴遺構は9棟検出された。平面形はいずれも方形基調であるが、S103・ 06は 比較的

小型であり、規模に差異がある。床面に柱穴が配置されるもの5棟、ないもの4棟であるが、柱穴の有

無と規模の間には相関性はない。これらの竪穴建物・竪穴遺構の堆積土はロームやシラスのブロック

を含む場合が多く、人為堆積・埋め戻しと捉えられる。

(2)遺 物

中世に属する遺物は中国産磁器、国産陶器、銭貨がある。中国産磁器には龍泉窯産青磁碗・皿、淳

州窯産青花碗などがある。国産陶器は大窯後半期の美濃産皿と思われる底部破片が出土している。こ

れら陶磁器は小破片かつ少量ではあるが、大 きくは16世紀代に位置づけられるものである。また、

中国銭および模鋳銭 と思われる銭貨13点 が出土 した。中国銭は北宋銭 3種 4点 (天薦通賓・熙寧元

賓・元前通賓)と 明銭 1種 2点 (永楽通賓)があるが、永楽銭以外は銀銭である。他に無文銭、輸銭

が出上している。

本遺跡に近い浄法寺城跡は内容確認調査が数次にわたって行われてお り、中国産青磁・白磁の碗・

皿、瀬戸大窯期の端反皿・腰折皿 。内湾皿・折縁菊皿などの陶磁器類、銭貨 (唐銭 。宋銭 。明銭 )

などの14世紀～17世紀初頭 と捉えられる遺物が出土 した。本遺跡 と浄法寺城は少なくとも16世紀代

には安比川を挟んで存在 していたはずである。今回の調査には主郭のうち主殿エリア (上段平場南

側 ?)が含まれないことを加味しても、本遺跡の該期遺物量が浄法寺城に比 して絶対的に少ないこと

は、糠部郡中の中規模領主である宗家・浄法寺畠山氏とその庶流である吉田氏の勢力関係を如実に示

しているものと思われる。
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(3)遺   跡

現在の岩手県二戸郡から青森県三戸郡にかけての中世城館分布を見ると、旧街道や河川沿いに実

に多くの館跡が存在している。第90図 に当地域における144箇所の城館跡および中世遺跡を示した

(註 1)。 当地域には馬淵川が南から北へと貫流し、その支流である安比川 。十文字川 。白鳥川・海

上川 。熊原川等が合流している。平野の少ない当地域ではこれらの川筋に沿って街道が敷かれている

(註 2)。 盛岡方面から奥州街道 (奥州道中)が北へと延び、それに脇街道が連結しており、図幅内

に示したものでは三戸街道 (八戸～三戸)、 田子街道 (鹿角街道 ?;三戸～田子～鹿角)、 人戸街道

(二戸～軽米～人戸)、 「鹿角街道」 〔浄法寺街道 ?,二戸～浄法寺～山田 :鹿角街道 (盛 岡～鹿

角)に連結〕、「浄法寺街道」 (一戸～浄法寺)な どがある (註 3)。

図示したとおり、中世城館の分布には「南部 。三戸」、「二戸・一戸」、「浄法寺」という三つ

の中心地域がある。16世紀後葉における三戸の南部信直と二戸の九戸政実ら反信直勢の対立情況の

中、安比川流域を支配地としていた浄法寺氏は地理的には九戸勢力圏の狽I面を衝く位置にあり、三戸

南部の対九戸戦略の前線として重要な地域だったとも考えられる。かかる軍事的緊張状況を背景とす

るためか浄法寺町内には館跡が多く、27箇所の城館が確認されている。そのうち、現時点で調査が

行われたものは浄法寺氏居城である浄法寺城 (123)、 支城である舘Ⅱ遺跡 (112,不動館)。 太田

向館 (125)お よび本遺跡「吉田館」 (114)の みで、詳細は不明である (註 4)。 浄法寺の館は安

比川沿いの谷底平野が眺望できる高位の段丘面に点在している。浄法寺には二戸 。一戸方面と花輪・

鹿角方面を結ぶ「鹿角街道」が通り、さらに天台寺南側を通過し、山中を抜けて出ル町を経由して

一戸城へと至る「浄法寺街道」もある。浄法寺城 (121)を 中心とする館はその街道沿いに配置され

ていたようである。二戸 。一戸方面と庇角方面との交通の要衝である安比川流域を支配していく中

で、街道の抑えとして浄法寺氏が一族・郎党を配したものだったのであろう。浄法寺の狭い河谷は長

渡路・八幡館・滝見橋 。大清水付近でその幅が極端に狭まり天険要害をなし、その要所へ街道や河

川を挟み込むように対向して館が置かれており (註 5)、 全体として難攻易守の形勢となっている (註

6)。 吉田館の場合は主たる街道ではないが、東の不動館との連携の下、鹿角街道へと連結する脇街

道を防備 。監視する役割を負うものだったと推測される。ところで、天正20(1592)年 、豊臣秀吉の

命により南部領内の48城中36城が「破却」され、浄法寺城も廃城となった。町内に分布する館の多く

はこの時点で「破却」されたものと思われ、吉田館は少なくともこの時点で「破却」されたであろ

う。

今回の調査では、吉田館の館主とされる吉田氏に関して何らの情報も得られなかった。ここで吉田

氏に関して若千の補足を加えておく。菅野文夫氏によれば、天正10(1582)年の三戸南部の跡目相

続に関する重臣会議 (註 7)の際、この評定に参加した三戸南部の一族・重臣はおよそ 3つ のグルー

プに大別される (菅野2006)。 東政勝・南長義・北信愛および石亀・毛馬内 。楢山の諸氏らの「御

一族」、次に後世 “甲州御譜第"と称されることとなる石井・桜庭氏ら「譜代の家臣」、そして、下級

家臣としての中規模領主庶子や小領主のグループで構成されており、吉田氏はこの第 3グループに属

していたと考えられる。すなわち、吉田氏は浄法寺氏の庶流として吉田館に依拠した小領主であると

ともに、三戸南部家臣団中に組み込まれて南都氏の下級家臣という別の一面を併せ持っていた、とい

うことになる。浄法寺氏は九戸の乱では三戸南部方に立ってはいるがあくまでタト様であり、必ずしも

利害が完全に一致している訳ではない。南部氏と浄法寺氏の狭間に立って、吉田氏の立場はきわめて

微妙なものだったのではないか。天正18(1590)年 の九戸の乱において、吉田兵部は九戸勢に組し
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第8表 糠部郡の中世城館跡①

No 館名・遺跡名 所在地 備考 (城主、遺構 など)

1 天王沢館 新郷刑

2 蝦館 新郷村

3 蛇沼館 三戸町 館主 :蛇沼惣左衛 F弓。

4 貝守館 横館 三戸 町 館主 :貝守弥七郎。横館は出城。

5 小向館 南部町 天正年間、館主 :小向小四郎。

6 馬場館 南部町
天正6(15781年 、南部信直が築城。

館主 !馬場市右衛門。

7
聖寿寺館

(本三戸城〕
南部町

南部H代信直～24代 晴政、居城。

天文8年家臣の放火により焼失。

8 佐藤館 南部町 館主 :佐藤氏。

9 平良 ヶ崎城 南部町 建久 3(1192)年 、南部光行が築城。

大向館 南部町 南部氏居館。

蝦夷館 南部町 南部氏居館。

12 中山構 南部町 南部氏居館。

赤石館 南部町
天正年間o573～ 92年 )。

館主 :桜庭安房の居館。

14 相内館 南部町
建久2(1191)年 。南部光行の仮陣
屋。「一夜掘」の伝承あり。

15 上名久井館 南部町
館主 :名 久井 (工藤 )

→ 東氏 (南都一門)

氏

，

川守田館 三戸 町 館主 :川 守田正応。平場、堀。

17 泉 山館 三戸町
主

。

館

堀
泉山古 康 (南 部信 直 の男 )。

三戸城 三戸町
南部26代信直が完成。

16世紀後半以降、南部宗家の居城。

梅内館 三戸町 館主 :梅内氏 (北氏一族)。

20 釜堀館 三戸町 館主 :石沢善三郎。

京兆館 町一声一二 館主 :岩館右京 P

目時館 三戸町 館主 :目 時筑前。

豊川館 三戸 町 館主 :豊川又右衛 F尋 。

半内館 三戸町 館主 :半内氏。

日ノ沢錨 田子町 館主 :日 ノ沢弥左衛門 ?平場、堀。

種子館 田子 町 館主 :種子陣左衛 門。

馬場館 田子 町 館主 :佐 々木氏 ?

清水頭館 田子 町

田子館 田子町
館主 :佐 々木惣左衛門。南部信直、

宗家継承前の居所。

蝦夷館 田子町

相米館 田子町 館主 :相 米氏。

原館

(工藤億 )

田子町 館主 :原氏。

石亀館 田子町 館主 :石亀氏。

34 茂市館 田子町 館主 :茂市惣七。

釜沢館 二戸市
館主 :小笠原 (釜沢)氏。九戸の乱

で落城。岩埋文調報455・ 490集 。

海 上館 =戸市 堀切。

月折館 二戸市 堀切、平場、空堀。

荒谷館 二戸市 堀切。

野々上館 二戸市 堀切。

No 館名 遺跡名 所在地 備考 (城主、遺権 など)

下山井館 =戸市

四戸館

(金 田一城 )

こ戸市
掘、曲輪、土塁。上 中・下館の 3

館。四戸氏、切田氏、金田一氏。

三戸市 竪穴建物跡 1。 岩埋文調報152集。

八ツ長 Ⅱ 二戸市 竪穴建物跡 7。 岩埋文調報168集。

44
堀野館

(小 2H郎館〕
二戸市 空堀、平場。館主 :堀野氏。

長瀬 D 二戸市 竪穴建物跡 1。 岩埋文調報22集。

長瀬 C 二戸市 竪穴建物跡。岩盤文調報2251集 。

佐々木館

(米沢館 )

二戸市 館主 :佐 々木氏。堀。

沢内 B 二戸市 竪穴建物跡 4。 岩埋文調報7集。

家の上 二戸市 竪穴建物跡 1。 岩埋文調報35集。

米沢(エ ンダテ) 二戸市 岩埋文調報376 402集。

51 下村 二戸市
竪穴建物跡 3、 掘立柱建物 (中 近

世)。 岩埋文調報323集。

中曽根 =戸
市 二戸市教委調査。

九戸城 二戸市
九戸氏居城。曲輪、堀、土塁、建物

跡など。二戸市教委調査。

在府小路 二戸市
掘立柱建物跡、溝跡、陶磁器。

九戸城関連。二戸市教委調査。

橋場 二戸市
土塁 (損壊 :九戸城土塁の一部 )

二戸市教委調査。

村松館 二戸市

坂本館

(白 鳥館 )

二戸市 曲輪、塀。

諏訪前 二戸市
鎌倉時代の居館跡。堀、塀、橋。岩

理文調報394集 、二戸市教委調査。

石切所館 二戸市 平場、堀 c

上 里 二戸市
竪穴建物跡 1、 堀。岩埋文調報 55

集。石切所館 と関連か。

蒼前館 二戸市 堀。

恨森館 二戸市 堀、平場。四戸氏家臣の根森氏。

根森松屋敷館 二戸市 堀、平場。

下斗氷館 二戸市 曲輪、堀。館主 :下斗米氏。

上斗米古館 =戸市

田中館 二戸市 館主 :田中館正孝。山輸、堀。

上半米錨 二戸市 館主 :上半米氏。

前田館 二戸市

米田館 二戸市 曲輪、堀。

足沢館 二戸市
館主 1足沢氏 (四戸一門)→九戸の

乱直前、浅野家臣 浅野重吉居館。

71 本田館 二戸市

楢 館 二戸市 堀、平場。

似鳥館 二戸市 館主 :似鳥左近。九戸方。

大向館 二戸市

福 田館 二戸市 館主 :福 岡掃部。九戸方。

鳥越館 一戸町

八木沢館 一戸町 曲輸。

樋ノロ館 一戸町 複郭。

Ⅵ 総括と考察

-139-



3 中世 。近世

第9表 糠部郡の中世城館跡②

No 館名 遺跡名 所在地 備考 (城主、遺構など)

小滝館 一戸町 曲輪、腰曲輪、堀。

西法寺館

(マ 館 )

一戸町
主

。

館

堀
西法寺氏。九戸方。複郭、

松嶺館 一戸 町

楢山館 一戸 町 館主 :楢山氏。九戸方。曲輪、堀。

一戸城 一戸 町 称。館 主 :一 戸氏。 一戸 町教委調

野田館 ―戸町

上 野 一戸町
帯 曲輪 、竪穴建物跡。岩埋 文詞 報

359集 。一戸町教委調査。

根反館 一戸町 館主 :根反弥左衛問。平場、堀。

老ヶ館 一戸町 曲輪、腰曲輪、竪堀。

姉帯城 一戸 町
館主 :姉帯兼政 (九戸氏一族)。

天正19年落城。一戸町教委調査。

二月館 一戸町
館主 :小鳥谷長津(九戸の乱で姉帯城

に篭城ち 岩埋文調報424集 。

新舘林館 Ⅱ 一戸 町

女鹿鏑 一戸 町
主

。

館

堀
女鹿長俊。 曲輸、腰 曲輪 、

女鹿沢内館 一戸 町

中里館 一戸 町 館主 :中 里大弼。複郭、堀。

小友館 一戸 町
曲輪、堀。館主 :月 舘氏。浄法寺氏
一族の居館 とも云われている。

半在奈館 一戸 町

月館館 一戸 町
館主 :月 館隠岐左兵衛。

複郭、二重堀。

樋投館 一戸 町 単郭、平場、堀

98 月館中坪 Ⅱ 一戸 町 陶磁器、単郭、堀、土塁。

内ノ沢館 一戸 町

家向鐘 一戸町

岩清水館 一戸町 単郭、二重堀

出ル町館 一戸 町 館主 :出 町与次郎。曲輪、堀。

川又館
二戸市

旧浄法寺町
館主 :川 又主殿。 3郭 ?。 空堀。

104 長渡路館
二戸市

旧浄法寺町
2郭。空堀。

エゾ館
二戸市

旧浄法寺町
丘陵先端の単郭。空堀。

長流部館
二戸市

旧浄法寺町
単郭。空堀 (二 重堀)。

107 漆沢館
二戸市

旧浄法寺町
館主 :漆沢弾正。単郭、空堀。

108 宮沢館
二戸市

旧浄法寺町
方形館。全周する空堀。

松岡館
二戸市

旧浄法寺町

方形複郭、空堀。

館主 :松岡尾張 (浄法寺一族)。

コアスカ館
二戸市

旧浄法寺町

天台寺範囲内。浄法寺町教委調査。

堀 ?(未報告のため詳細不明)。

飛鳥台地 I
二戸市

旧浄法寺珂
竪穴建物 3。 岩埋文調報120集。

舘 I
二戸市

旧浄法寺町
跡、掘立柱建物跡など。不動館の東

No 館名 ,遺跡名 所在地 備考 (城主、遺構など)

不動館
二戸市

旧浄法寺町

4郭 (館 Ⅱ遺跡含 む)。 空堀 、 土

塁。

吉田館

(カ イ館 )

二戸市

旧浄法寺町

館主 :吉 田兵部。 浄法寺 町教委 調

査。報告遺跡。

荒谷館

(メ カケ館 )

二戸市
旧浄法寺町

主

。

館

堀

:荒谷孫右衛 門。 方形館 。 空

江牛館
二戸市

旧浄法寺町
「フン館」

117 小船向館
二戸市

旧浄法寺町

アイヌ館
二戸市

旧浄法寺町

里ナ|1目 館
二戸市

旧浄法寺町
単郭。空堀。

田子内館
二戸市

旧浄法寺町
単郭。空堀。

細田向館
二戸市

旧浄法寺 HJ

深堀館
二戸市

旧浄法寺町

館 主 「 セ キ ヨ ジエ モ ン タ メ ノ ス

ケ」。

浄法寺城
二戸市

旧浄法寺町

浄法寺氏の居城。曲輪、堀、掘立柱

建物など。町教委調査。

太田館
二戸市

旧浄法寺町

館主 :大 田氏 (浄法寺一族 )。 空

堀。

太 田向館
二戸市

旧浄法寺町

方形館。浄法寺町教委調査。掘立柱

建物、竪穴建物、空堀など。

上杉沢館
二戸市

旧浄法寺町
方形館。空堀、土塁。

小杉沢館
二戸市

旧浄法寺町
2郭。空堀。

タテシロ館
二戸市

旧浄法寺町

大森館
二戸市

旧浄法寺町

郎 王 :太森氏。半場 、腰 田続 、 空

堀。梁部1971・ 文化庁 1984等 に記載

あるが、県遺跡台帳には登録 されて
ぃなぃ^

小泉館
二戸市

IE浄法寺町

下谷地館
二戸市

旧浄法寺町

132 大清水館
二戸市

旧浄法寺町
館主 :大清水氏。 3郭。空堀。

133 五庵 Ⅱ
二戸市

旧浄法寺町

竪穴建物20、 住居状 2、 掘立柱建物

1。 岩埋文調報94集。

134 五庵 ]

二戸市

旧浄法寺町
竪穴建物跡。岩埋文調報97集 。

185 駒ヶ嶺館
二戸市

十日浄法寺町

連 郭 。 堀 。 駒 ヶ嶺 氏 (浄 法 寺 一

族)。

136 1市 ノ木平館
二戸市

旧浄法寺町
単郭。空堀。

137 下藤館
二戸市

旧浄法寺町
丘陵先端の単郭。腰郭、空堀。

下 ノ田館
ノヽ 廠半 巾

旧 安代 町

139 北 ノ城 館
入幡平市

旧 安代町
堀。岩埋文調報438集 。

八幡館
人幡平市

旧・安代町

五日市館
人幡平市

十日・安代町

目名市館
八崎平市
旧・安代町

有矢野鎚
人崎平市

旧 安代町
竪穴建物跡。岩埋文調報303集 。

上の山館
八幡平市

旧 安代町
竪穴建物跡。岩埋文調報40集 。

小屋畑館
八幡平市
旧 安rt町

て行動したことは史料にあり、史実らしい。先の評定の際に吉田氏がどういう立場に立ったのかわか

らないが、信直の三戸南部家督相続後何れかの時点で九戸方へと転向したものと思われるが、はた し

て宗家である浄法寺畠山氏の意図が働いたものだったのであろうか。浄法寺氏は九戸の乱では信直派

に立ったが、終始一貫信直を積極的に支援 した訳ではなく、南部と九戸を天秤にかけて不透明な情勢
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Ⅵ 総括と考察

の中で生き残 りを図る日和見的姿勢も垣間見える。ともあれ吉田兵部は九戸城籠城者のリス トには見

当たらず、乱後の吉田氏の動向については具体の資料を欠 くため詳 らかではない。三戸南部の下級家

臣でありながら信直に造反 したことから、おそらくは領地没収・断絶となったものと推測できる。今

回の調査では館破却 (城割 り)について、 S D02・ 04の埋没状況等にそれらしき痕跡が見られるもの

の明確ではない。なお、近世以降も本遺跡が生活の場 として利用 されていたことは出土遺物から跡

付けられるが、はたして吉田氏ないしはその末裔が居住していたものか定かではない。

註

1)抽 出に際して複数の文献を参照したが、文献による記載の有無があるもの、名称のみで内容不詳なものもあるが、その

「館」も便宜的に一括して示している。

2)街 道の道筋は、『岩手県「歴史の道」調査報告』 (岩手県教委 1979・ 1980。 1981)、 『奥州街道』 (2002)、 『北奥路程記』

(岩手県文化財愛護協会 2002)、 『二戸郡誌』 (1977)等 を参照し、一部については推定の上、作図した。

3)街 道の名称についてはそれぞれの地域で異なっており、一定していない。「鹿角街道」や「浄法寺街道」についても具体

にどの街道を指すのか、史料により異同がある。『二戸郡誌』 (1977)に よれば、「浄法寺街道」とは、一戸と浄法寺を結ぶ街

道で、一戸・鳥海から浄法寺御山へ越えて浄法寺宮沢で鹿角街道 (現・県道二戸五日市線)へ合流するものである。全長三里

二十九町 (約 14 86 km)、 幅二～四間 (約 26～ 73m)の大道で、菅江真澄が一戸へと辿った道である。一方、『北奥路程記』

では、二戸福岡から荒屋曲田 (現八幡平市)へ至る、全長 8里 34町 (34 91 km)、 幅員 2間 (26m)の 道、現在の県道を「浄

法寺街道」と称している (岩手県教委 1981)。 ここでは、江戸時代の絵図の記載等を参照して、前者の説を採って使宜的に浄

法寺街道と呼ぶこととする。なお、この「浄法寺街道J沿いには、月舘館 (96)、 岩清水館 (99)、 中里館 (93)、 小友館 (94)

など多くの城館が配置されており、浄法寺を経由して鹿角方面と一戸 。二戸方面を結ぶ当街道の重要性が窺い知れる。

4)太 日向館は旧太田小学校校舎建設に先立って平成 2年 に調査が行われた。調査成果については未報告であるが、分布調

査報告書中の記述を参照すると丘陵基部を堀切した連郭式城館であり、掘立柱建物・竪穴遺構・堀などが検出されたらしい (浄

法寺町教委 1991)① 掲載されている航空写真を見る限りにおいては、複数条の堀 と柱穴多数が確認できる。また、「館」とい

えるのか不確かではあるが、天台寺別当桂寿院屋敷跡と伝えられるコアスカ館が旧浄法寺町教委により調査されており、縄文

時代草創期の爪形文土器が出土したことは広 く知られる。 (中村 2000)。 しかし、中世 ?を 含む調査の詳細は未報告であり不

明である。伝聞によれば、堀が検出されているとのことである。

5)浄 法寺城―吉田館―不動館、松岡館一宮沢館などで見られる。

6)沼 舘、前掲書、197～ 198頁。

7)浄 法寺氏がこの評定に参列したとする史料があることから、筆者は舘Ⅱ遺跡報文 (岩手県埋文 2006)に おいて浄法寺氏

がこの評定に参加していたと述べたが、正しくない。ここで訂正する。南部氏下級家臣であった吉田氏とは異なり、浄法寺氏

は三戸南部の一族でも家臣でもないことから参列した可能性は低く、上記史料は後世の脚色である可能性が高い。

参考文献

*紙幅の関係で参照した調査報告書の大部分は割愛した。

青森県 2000 『青森県史 資料編 考古 4』

青森県教委  1983 「青森県の中世城館」『北海道 。東北地方の中世城館①北海道・青森・秋田』東洋書林、所収

一戸町教委  2007 『奥州街道調査報告書』一戸町文化財調査報告書第59集

岩手県 1961 『岩手県史 第3巻』

岩手県教委  1979 『奥州道中』、『鹿角街道』岩手県「歴史の道」調査報告

岩手県教委  1981 『浄法寺・八戸街道』岩手県「歴史の道」調査報告

岩手県教委  1986 『岩手県中世城館跡分布調査報告書』岩手県文化財調査報告書第 82集

岩手県埋文  2006 『舘Ⅱ遺跡発掘調査報告書』第 497集
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3 中世・近世

菅野文夫   2006 「中世糠部の一断面」 細井計・編『東北史を読み直す』吉川弘文館

栗村知弘・佐々木浩-  2001 「根城跡」 藤木・伊藤編『城破 りの考古学』吉川弘文館

佐々木浩-  2001 「柱穴群から建物跡へ」『掘立と竪穴 中世遺構論の課題』東北中世考古学会編、高志書院

佐々木浩-  2002 「扇の要」『海と考古学とロマン』市川金丸先生古希記念献呈論文集

浄法寺町   1997 『浄法寺町史 (上巻)』

浄法寺町教委 1976 『浄法寺町史 (資料編)』

浄法寺町教委 1991 『岩手県二戸郡浄法寺町 遺跡詳細分布調査報告 I(大字浄法寺地区)』

浄法寺町教委 1996 『浄法寺町遺跡地図 (1995年版)』

浄法寺町教委 1998 『冷法寺城跡 平成 9年度町内遺跡詳細分布調査概報』

中村 裕   2000 「コアスカ館」F岩手未来への遺産 遺跡は語る 旧石器～古墳時代』岩手日報社

二戸市    2000 『二戸市史 第 1巻』

二戸郡誌編集委員会 1977 『二戸郡誌 〔縮刷版〕』名著出版会

八戸市教委  1996 『根城 本丸の発掘調査』八戸市埋蔵文化財調査報告書 54集

4 ま と め

調査成果は次のとおりである。

①吉田館遺跡は縄文時代、古代、中 。近世の複合遺跡である。

②縄文時代においては、後期の竪穴住居跡を複数棟検出し、それにともなう後期後葉の遺物が出土

したことから、該期の集落跡であることが確認された。また、早期～前期前半と推測される住居跡状

の竪穴遺構を検出するとともに、少量ながら早 。前期の遺物が出土しており、該期の集落跡である可

能性がある。

③中諏浮石層より下位で石器素材剥片の埋納遺構 (デポ)を検出し、出土剥片から接合資料 8点が

得られた。層位から縄文時代早期～前期前半に属するものと推定される。掘り込みを伴うデポは類例

の少ない遺構であり、貴重な資料を追加できた。

④古代については遺構が検出されず、少量の上師器 。須恵器が出上したのみであるが、本来は該期

の遺構が存在していた可能性は高い。

⑤城館にともなう普請・作事の遺構が検出され、ごく少量ではあるが中世の陶磁器・古銭が出上し

たことで、当遺跡が16世紀代を中心とする中世城館跡であることが確認された。 2段 3面の平場で

検出された遺構は、空堀、切岸、虎日、土橋 [以上は普請]、 掘立柱建物跡、竪穴建物跡 。竪穴遺

構、柱穴列 (柵跡)、 門跡、溝跡 (塀跡)、 柱穴群 [以上は作事]がある。

⑥上段平場の彩しい柱穴は、吉田館が長期に亘る城館であったことを示唆している。上段平場では

多数の掘立柱建物が重複しており、数段階の縄張変遷が存在していることは確実であるが、今回は詳

細を明らかにできなかった。

⑦空堀や虎口についてはその堆積上の様相から、人為的な埋め戻し行為が想定される。これは館の

破却、いわゆる「城破り」が行われた所産ではないかと推測される。

③本遺跡の城館「吉田館」の館主が吉田氏であることを積極的に裏付ける確証は得られなかった。
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真 図 版

ヽ
′藝

吉田館遺跡周辺航空写真 (上が北 i昭和30年撮影)



吉田館遺跡 術敵 (北西から)

堆積土層断面 (下段東側 ;北東から)

遺跡備敵 。近景ほか

*↓ は不動館遺跡

遺跡近景 (東/吉田川対岸から)

堆積土層断面 (下段東側 ;北西から)

調査区下段 調査前 (南 から)
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写真図版 1



S110 全景 (東から)

S110 堆積土断面 (南から)

S110 炉 (南東から)

写真図版2 S110

S l10 炉断面 (南東から)
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全景 (東から)

S111 堆積土断面 (南から)

癬
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晩>f― |

S111炉 断面 (北から)
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S111炉 (東から)

写真図版 3 SI¬ 1



S111画tl 平面

S11l pit2

S11l pit3 平面 S11l pit4 耳二F面

S111 床面遺物出土状況 (4～ 10他 ) S111 遺物出土状況 (11の 土器 )

写真図版 4 S111
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S111 遺物出土状況 (14の上器) S X01 全景 (東から)

S112・ S X02 全景 (東 力ヽら)

S112炉 (南東から)
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写婁][コれ見5  S 1 11 ・12、  S X 01 ・02



ね

琺

S113 平面 (上が西) S113 断面 (東から)

S K F01 堆積土段面 (西から)

13・ 14、  S K F 01

S114 彗き」詩 (Jと 力`ら)

S K F01 全景 (南から)

写真図版 6 SI
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S K02 全景 (西から)

S K T04 全景 (東から)

S K T05 全景 (西から)

S K T06 全景 (司とから)

写真図jln 7  S K 02・ 03、

S K03 全景

S K03 堆T責土断面 (引しから)

S K T07 全景 (南から)
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S N08 平面 (南東から) S X04 検出状況

S X04 雄積土断面 (北から)S X04 完」屈全景 (司ヒ西力ゝら)

S X04 剥片出土状況① S X04 剥片出土状況②

S X04 剥片出土状況③ S X04 剥片出土状況④

写真図版 8  SN 08、 S X 04
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S X04 剥片出土状況③

土蔵跡 全景 (西 から)

S X04 剥片出土状況⑥

現況地形測量 作業中

S C01西半部 (直上から,上が北)

写真図版 9 SX 04、 SCO刊 ほか
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S C01東半吉БとS C02(直 上から,上が珂ヒ)

S C01-a 全景 (南東から)

写真図版 10 S C 01
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S C01-a柱穴群 'S D02 検出状況 S C01-a 精査状況

SCO刊 ―b桂穴群・S D01 検出状況① S C01-b柱穴群 ,S D01 検出状況②

S C01-b 西半部

写真図版 1l S C 01
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S C01-b東半部 柱穴群

S C01-c西半吉日(】し西から)

写真図版 12 S C 01
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S C01‐ c東半吉Б(南から)

S C02 全景 (南から,整地層除去後)

写真図版 13  S C 01 ・02
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と

i頸
一一
ふ翁
歯

S C03 全景 (】ヒから)

S D01 全景 (南西から)

写真図版 14 S C 03、 S D 01
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S D01 堆積土断面 (北東から) S D01 堆積土断面 (東 から)

S D03 堆積土断面 (北 から) S D01 全景 (南西から)

S D03 全景 (南西から)

写真図版 15 S D 01・ 03
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S D04 全景 (南 から)

S D04 堆積土断面 (南から)

S D04 堆積土断面 (南から)

写真図版 16 S D 04
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S F01 金景 (司ヒ東から)

S D02 全景 (南 から)

写真図版 17 S F 01、 S D 02

ど:'
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S D02 堆積土断面 (南 から) S A01 '02(ド了E巧 力ゝら)

S A01 ・02 pitl

S A01・ 02 pitl  lt積土閣F面

S D05'06(南東から)

写真図版 18

S A01'02 pit2

S D07・ 08 (南 西から)

S D 02・ 05・ 06・ 07・ 08、  S A 01 ,02

S A01・ 02 pit2 堆積土断面
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S i01 全景 (南から)

S 102 全景 (東から)

写真図版 19 S101・ 02
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S 103 全±」妻 (F蜀 から)

S i04 全」」妻 (F蜀 から)

写真 [コ
jIF20 S N 03・ 04
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S I04 雄積土断面 (南 東から)

S I05 全景 (南 西か ら)

工
込

S i06 堆積土1断面 (】ヒ西んゝら)

写真図版 21 S104・ 05・ 06
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S I06 全と手妻 (F葡 から)

S 107・ 08 全景 (南東力`ら)

写真図版 22  S I 06・ 07・ 08
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S 107・ 08 (耳し東力)ら
) S107 堆積土断面 (南から)

・
‐

_■  ~ 工鷲

一
一ギ鐵は名

，
一基

ミ

ギミ譲
堂 手‐

■■す

S 109 全景 (引ヒ東から)

S N01(上が北 ) S N02(上 が南 )
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写環][劉朗三23  S 1 07・ 08・ 09、  S N 01 ・02



S N03(上が南 ) S N04(南から)

S N06(上が南 )

吉田川に面する崖部分 (切岸 ?;北東から)

虎口脇の「現道」 (南/上段側から)

同左 確認 トレンチ

現地公開① (2006/07/27) 現地公開②

写真図版 24 S N 03-06ほ か
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1～3i S 110、  4～ 18: S 111

縮尺 約 1/3
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写真図版 25 出土遺物 (1)



別 23

S 111  28: S 112‐
‐29: S104

S 106 32～ 36: S D01  37: S D05

S X01 44～ 501 SX02 51～61:SKP

遺構外  縮尺 約1/3

19～27

30・ 31

38～43

62,63

写真図版 26 出土遺物 (2)
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写真図版 27 出土遺物 (3)



0
129

121i S 106  122～ 126: S D01  1271 S D05

128。 129: SKP  130～ 132:遺構クト

133: S I05 134i S D01  135: SKP

136:遺構外

写真図版 28 出土遺物 (4)

縮尺 約1/3
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蘊 蟹 1認

贅糠醸博警籐撃簿静

1与i   斡                 139

ィ● I=iい
. 十二 F il
 ヽ    ヂ|′

!

鰺
i t鸞

1窮

解 lω

蔭 亀 ぐ2・ 1男

牌 ¥蔭 ＼∞   Ъ150        151

149

揮伊は 繁1開 .
161

HIIIIIIIl,μ

162

,

Fr玉
T

142

げ
‐６８

1霜

152: S 104   157: S F01    166: S D04

137～ 140。 144・ 146・ 153・ 158・ 159。 165。 168。 169: SKP

その他 :遺構外     縮尺 約 1/3 *166は約1/6

144

¥ 41顧 蔭

浄
‐５６
基
轡
輩
‐５９

155
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写真図版 29 出土遺物 (5)



「
一
▼
ａ

錘
『

鰻

齋

‐７６

171: S N08  172・ 1891 S 111  180: S 112、

176・ 183: SX01  177: S X02  173・ 175・ 188: SKP

その他は遺構外 縮尺 171～ 181約 1/2、 182～ 190 約1/3
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写真図版 30 出土遺物 (6)



201: S 111、

204i S D03

202: SKP8、  203: S D01

縮尺 約 1/3

191～ 193i S 111、  194i S X01

195: S D01、  199。 200: S X02、

196～ 198:遺構外   縮尺 約1/3

子

　
　
篭

205:S 111、  207:S D04、  210iS K P 126

206・ 208・ 209:遺構クト     縮尺 約 1/3

出土遺物 (7)

-174-

写真図版 31



211・ 214・ 215:SKP、

212、 217～219:遺構タト

213i S 110、  216: S 111

縮尺 約1/3

０
２２

222・ 224～226: SKP

220・ 221,223:遺構クト   縮尺  約1/3

０
．
．
．

口
，

２２５

２２４

現30 QO豊算
227～ 235・ 237・ 238・ 242i S K P

236: S 109、  2401 S D01

241 : S C02整地層、 239:遺構タト

縮尺 約2/3

写真図版 32 出土遺物 (8)
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⑬② O輸
261                      262

000鱒
263                       264

243～ 246・ 248。 250～252i S KP、  260i S 103

253・ 256・ 259i S C02製引也ナ喜

247・ 249・ 254・ 255・ 257・ 258・ 261～ 264:遺構クト

縮尺 約2/3

1岳

,I

||
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剥片No42

写真図版 33 出土遺物 (9)

265～ 266・ 26Si S X04  縮尺 約1/2



聰

．

金

抵

一

剥片Nα ll

267・ 269～ 272: S X04   縮尺  約1/2
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写真図版 34 出土遺物 (10)
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ふ
ぬ
ツ が な よしだだていせきはっくつちょうさほうこくしょ

圭 名 吉田館遺跡発掘調査報告書

書 名 主要地方道二戸五日市線緊急地方道路整備事業関連遺跡発掘調査

巻 次

ン リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第520集

偏 著 者 名 千葉正彦

隔 集 機 関 側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

44‐ 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地 TEL(019)638-9001

発 行 年 月 日 平成20年 3月 14日

ふ りが な

所収遺跡名

な
地

ヵ
在

ふ
所

コー ド
】と糸革 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

吉田館遺跡 【『
舛嘴

崩
県

ｎ
寺

山器
中誡
9-1ほ か

03213 」E370090
40度

10分

56ん少

141度

9分

401少

200605。 16

200610,06

3,345r置

県道改良 (浄

法寺バイパス

建設)に伴う
緊急発掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

吉田館遺跡

集 落 跡 縄文時代

竪穴住居跡 (後期) 4棟
竪穴遺構      1棟
掘立柱建物跡    1棟
土坑類       7基
配石遺構       2基
焼土遺構     1基
剥片埋納遺構    1基
柱穴群

縄文土器

(早期後葉、前期前葉、後期

後葉、晩期中葉)

土製品

石器
石製品

竪穴住居跡 2棟は配石遺構を

伴う。
土器の主体は後期後葉 (十腰
内Ⅳ式)お よび前期前葉 (早

稲田6類 )。

散 布 地 古 代 土師器、須恵器

城 館 跡

集落跡 ?

中 世

近   世

面
条

所

面

所
棟

棟
棟

棟

条

条
基

３

３
箇

１
箇

４

５

７７
２

３

４

７

跡

跡
　

物

勘
齢

櫻

　

列
　

齢
群

場
跡

口
岸

橋

穴

穴
立

跡

穴

跡

土
穴

平
堀

虎

切

土
竪

竪
掘

門
柱

溝

焼

柱

中国産磁器

(青磁、白磁、青華磁器)

国産陶器
土師質土器
瓦質土器

古銭 (中 国銭、模鋳銭)

石製品 (砥石、碁石等)

国産陶磁器
古銭

館の主郭の一部を調査。
柱穴総数は2,600個 以上。
左記遺構には近世以降のもの

を含む可能性あり。
青磁は龍泉窯産、陶器は美濃
大窯産が含まれる。

集 落 跡 近 代
掘立柱建物跡    1棟
土蔵跡       1棟

吉銭

要約 吉田館遺跡は安比川右岸台地上に普請された中世城館跡である。館造営に伴う普請と作事痕跡が確認され、量的には

少ないながらも中世に属する遺物が出上した。高位の平場は空堀と切岸によって区画されており、吉田館の主郭と解される。

特にも2条の空堀により囲郭された内部で掘立柱建物や柵・塀を構成する多数の柱穴を検出している。陶磁器や古銭 (北宋銭・

明銭)な ど出土遺物の年代観に鑑みると、館は 16世紀代に機能したと推測される。一方、普請の影響の少ない低位平場部分
を中心として縄文時代の集落跡および狩り場が確認された。住居跡は後期後葉および早期～前期初頭のもので、後期の住居

跡には配石を伴うものがある。また類例の少ない剥片埋納遺構 (デポ)を 検出した。出土した縄文土器は後期後葉を主体に、

早 。前 。後・晩期までのものが含まれている。
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